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この報告書 は,日 本 自転 車振興会か ら競輪収益の一部

である機械工業振興 資金 の補 助 を受 けて,昭 和62年 度 に

実施 した 「ビジネ スプ ロ トコル等 に関する研究開発」の

一環 として とりま とめた ものであ ります
。
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は じ め に

産業界 の情報 化は,全 体的 に概観すれば,進 みつつ あるものの,業 界 レベル

で見 ると,進 捗の著 しい業界 と,そ れ程進んでい ない業界 とが混在 し,大 きな

違 いを見せ ている。一般的傾 向として,消 費財流通の分野で情報化が進展 して

お り,同 じ流通 の分野 で も製造業界(資 材 の流通)は 遅れ ていると言われて い

る。原因の一つ として情報化 ニーズの差 も考 えられ るが,最 近,ビ ジネス プロ

トコルの整備状 況の差 である とい うことが よく言われる。情報化の進展 してい

る業 界ほ ど,ビ ジネ スプロ トコルの標 準化が進んで いるとい う事実 もあ り,ビ

ジネスプ ロ トコルの標準化が産業界 ネ ッ トワー ク化の鍵 であることは,既 に大

方の一 致す る見解で あ る。

ビジネスプロ トコルの標準化 とは,一 般 的には,帳 票 フォーマ ッ トや コー ド

などについて,す べ ての企業が 同 じもの を用 いることであるが,こ の一見単純

な作業の中に多 くの問題が含 まれてい る。 しかしなが ら,ネ ットワー ク化 をス

ムーズに進め るために,早 急 に ビジネ スプ ロ トコルの標準化 を図る必要が ある。

特 に,ビ ジネスプ ロ トコルの標準化 が遅れている製造業界 では,強 く要望 され

ている。

そ こで,本 調査研究 では,昭 和60年 度 よ り,こ の ビジネスプ ロ トコル標 準化

の問題を取 り上げ,現 実 的な解決策 を検討す ることとし,産 業界の情報化 に資

す ることとした。既 に昭和60・61年 度の2年 間に渡 りビジネ スプ ロ トコルの

定義の 明確化お よび ビジネ スプ ロ トコルの背景 とな る内外 の産業界 の情 報化動

向の把握な ど,基 本的な調査分析 を実施 し,今 年度(昭 和62年 度)は,ビ ジネ

ス プロ トコルの今後のあ るべ き方向につ いて,と りまとめ を行 った。

最後に,本 調査研究を実施す るにあた って,ご 協 力を頂 いた委員は じめ,関

係各位 に対 し,深 く感謝 の意を表 します。

昭和63年3月
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第1章 ビ ジ ネ ス プ ロ トコルの 標 準 化

、

ビジネ スプロ トコルは,オ ンライ ンによるデ ータ交換 にお いて,基 本 的に必

要 な取決めである。我 々が昭和60年 度 に調査研究 を開始 した頃は,ま だ 「ビ

ジネスプ ロ トコル」 とい う概念は一般的ではな く,そ のため,「 ビジネス プロ

トコルの定 義」を行 った。その後,社 会的な状況の変化 などによ り,産 業界全

体の ネ ッ トワーク化が加速す るにつ れ,「 ビジネ スプロ トコル」 とい う概 念 も

しだいに定 着 してきた。そ して,ビ ジネス プロ トコルの重要性が認識 され るよ

うにな るの と同時 に,標 準化への要 望 も強 くな ってきている。

現在,標 準的 な ビジネス プロ トコル として以下の3種 が普及 してい る。

①J手 順

② 全銀手順

③B改 手順

これ らの既存 の ビジネス プロ トコルは,当 面産業界で必要 とす る業務 ニーズ

を充分満 たす もので,今 後 も標準手順 として積極的 な普及 を図 る必要 があ る。

しか しなが ら,さ らに長期的 な視野 に立 てば,こ れ らの手順 もいつれ見 直 され

て,新 しい手順 に衣替 えすべ きである ことも確かで ある。そ の理 由として以下

の事項をあげる ことがで きる。

① コ ンピ ュータ技術の飛躍 的発展

(OSI標 準 ネ ットワークの出現)

② 業務 ニーズの変化

③ 経 済の国際化

我 々は,以 上の新 しい要因を考慮 し,ビ ジネスプロ トコルの今後のあ るべ き

方 向を分析す るとともに,新 しい ビジネスプ ロ トコルの枠組み につ いて,と り

まとめた。 さらに,そ の新 しい枠組み を具体化 し,産 業界 に普及 させ るた めの

推進体制について検討 を行 った。それ らの結果を本章 に示す。

1



ネ ッ トワー ク化 とプ ロ トコル

1ネ ッ トワー ク化の 目的

産業界の ネ ッ トワーク化の 目的 を総論的に と らえれば,業 務処理の効率

化であ るが,業 務処理の どの部分 を効率化す るのか とい う視点で と らえれ

ば,そ の 目的は実 に様々である。

その中で,受 発注 な どの取引業務の効率化 を 目的 とした企業間 ネ ッ トワ

,一一クは,最 近急速 に増加 して いるネ ッ トワーク化 の一形態であ る。 このネ

ットワークの基 本的効果 は,図1-1で 示 される とお りであるが,図 上 に

表現 され ない処理時間の短縮 が,極 めて大 きい効果を もた らす。

φ

ば

〔ネッ トワー ク化以前 〕

手送,郵 送

↓
〔 ネ ッ トワー ク 化 後 〕

コ ン ピ ュー タ コ ン ピ ュー タ/層

・打 ち出 しの省略 ・入力の省略

・入力 ミスの消滅

●

図1-1ネ ッ トワー ク化 の基 本 的効 果

一2一



社会 ・経 済の高度化 に伴い顕著 にな った,消 費者 ニーズの個性化 ・多様

化が,高 頻度 ・多種類 ・少量発注形態 を増加 させてお り,そ れ に伴 う事務

処理量 の増大が問題 にな ってい る。 そこで,企 業間 ネ ッ トワーク化 の推進

は,処 理時間を大幅に短縮 し,増 大す る事務 処理を,従 来 と同 じ体制(人

手)で 処理 するこ とを可能 とし,的 確 な対応策 と言 える。

㌔

1.1.2フoロ トコル の 重 要 性

図1-1の ネ ッ トワー ク化 で 重 要 な ことは,送 り手 か らの メ、ッセ ー ジが,

そ の ま ま受 け手 の シ ス テ ムに 入 力で き る こ とで あ る。 そ の た め に は,メ ッ

セ ー ジ の構 成 お よび 送 る方法 な どが,送 り手 と受 け 手 の 間 で完 全 に 一 致 し

て い な けれ ば な ら ない 。 この送 受信 に関 す る規 約 が プ ロ トコル で あ り,一

つ の ネ ッ トワー ク上 の プ ロ トコル は,す べ て 同一 で な けれ ば な らな い 。 こ

の極 く当 り前 の こ とを 実 現す る のが なか な か難 か しい と ころ に,大 きな 問

題 が あ る。

プ ロ トコルは,大 き く2つ の カテ ゴ リーに分 け られ る。 一 つ は,デ ー タ

伝 送 に関 す る ハ ー ド/ソ フ トの規 約 で,こ こでは伝 送手 順 と呼 ぶ こ とに す

る。 も う一 つ は,デ ー タの 表 現 形 式 に関す る 規約(コ ー ド,フ ォーマ ッ ト

な ど)で,ビ ジネ ス プ ロ トコル と呼 ぶ 。詳 し く分 析 す る と,プ ロ トコル に

は,さ らに別 の カ テ ゴ リー も存 在す るが,そ れ につ い て は,第1章2節 で

述 べ る。

●

1.1.3取 引 の 力 関係 とプ ロ トコル

(1)取 引 の 力関 係

取 引 は通 常2者 間 で行 わ れ,そ の うちの どち らか 一方 が取 引 上 優位 な

立 場 に あ る とい うの が 現実 で あ る。 現 代 は,一 般 に 買 い 手市 場 と言 われ,

カ ス タマ ・一の 方 が サ プ ライ ヤ ー よ り優 位 な立 場 に あ る。 この力 関 係 は,

一3一



取 引 を進 め る上 で,様 々 な影響 を及 ぼ す 。 プ ロ トコル も例 外 で は な い 。

② 企 業 固 有 の プ ロ トコル

十 人 十 色 とい うの と同様,企 業 の 素 顔 は 様 々であ り,同 じ顔 の企 業 が

2社 以 上 あ る とい うこ とは,先 ず な い。 ネ ッ トワ ー ク化 以 前 に,各 企 業

と も社 内 シ ステ ムを構 築 して お り,こ の 社 内 シ ステ ム も また,各 社 各 様

の 顔 を して い る のが 普 通 で あ る。 そ こで,図1-2の 上 の よ うに,異 な

る社 内 シ ステ ムを接 続 し よ うとす る と,プ ロ トコルの 不一 致 とい う大 き

な問 題 が 発 生 す る。

(3)コ ンバ ー ジ ョン

問題 を解 決 す る方 法 は,2つ しか な い。 どち らか一 方 が,他 方 に合 せ

て シ ス テ ム を改 造す るか,コ ンバ ー ジ ョ ンを実 施 す るか で あ る。 前 者 の

方 法 は,通 常 不 可 能 で あ り,後 者 の方 法 を用 い る。 そ して,取 引 の 力関

係 に よ り,サ プ ライ ヤ ーの方 で コ ンバ ー ジ ョ ンを実 施す るの が普 通 で あ

る。

コ ンバ ー ジ;ン は,無 駄 な プ ロセ スで あ るが ,必 要悪 とい う面 もあ り,

図1-2の 下 は,必 ず し も悪 例 の 見 本 とは,言 えな い。 しか しな が ら,

φ

㎡

カ ス タ マ ー

コ ン ピ ュ ー タ

サ プ ライ ヤー

一
.不1致
・接続不可

↓ ・一 ・一によ・接続

一

コ ン ピ ュ ー タ

コ

ン

バ

ー

タ

ー

コ ン ピ ュ ー タ

●

図1-2異 な る シ ス テム の 接 続
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取 引 先 との接 続 が増 加 す る と,図1-3の よ うに,次 第 に問 題 が大 き く

な る 。取 引 の 力 関係 に基 づ い た サ プ ライ ヤ ーへ の コ ンバ ー ジ ョ ンの 押 し

付 け ば,ネ ッ トワ ー クの拡 大 を阻 害 す る大 き な要 因 にな る。 体 力 の大 き

いサ プ ライ ヤ ーで も,自 身 で メ ンテ ナ ンスで き る コ ンバ ー ジ ョ ンに,限

界 が あ るか らで あ る。

●

1.L4標 準化

(1)N:Mの 相 互 デ ー タ交 換

多数 の企 業 間 で 相互 に デ ー タ交 換 を行 お う とす る と き,プ ロ トコル不

一 致 の問 題 を も っ と も スマ ー トに解 決す る方 法 は ,図1-4に 示 す よ う

に,ネ ッ トワー ク内 の プ ロ トコル を共 通 化 し,各 企 業 との 間 を コ ンバ ー

タ ーで結 ぶ 方 法 で あ る。 コ ンバ ー ジ ョ ンとい う必 要 悪 は 存 在 す るが,図

1-3よ りは ず っと合理 的 な方 法 で あ り,か つ コ ンバ ー タ ーの絶 対 数 を

減 らす こ とが で き る。 さ らに,デ ー タ交 換 を行 お う とす る各企 業 のす べ

カ ス タ マ ー

○:コ ン パ_タ_

図1-3サ プ ライ ヤ ーの取 引先 が多 い場 合
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標準 プロ トコノレ

で共通化

図1-4N:Mの 相 互 デ ー タ交 換

て が,1回 つ つ コ ンバ ージ ョンを行 うと い うの も,民 主 的 で 公 平 で あ る 。

② プ ロ トコル の共 通 化 と標 準 プ ロ トコル

図1-4で は,ネ ッ トワー ク内 の プ ロ トコル を一 つ の 体 系 に共 通 化 し

て い る。 これ に 用 い る プ ロ トコル が,標 準 プ ロ トコルで あ る。 標 準 プ ロ

トコル は,次 の よ うな特 徴 を持 つ 必要 が あ る。

①N:Mの 相 互 デ ー タ交 換 を中 継 す るの に必 要 な機 能 を完 全 に備 えて

い る。

② ネ ッ トワー クに参 加 す る企 業 の 固 有 の プ ロ トコル と一 致 しな い。

上 記 ① は 当然 の 機 能 で あ るが,② につ い て は奇 異 に感 じるか も知 れ な

い。 しか し,② の 性 質 は意 外 に重 要 で あ る。 も し,標 準 プ ロ トコル が特

定 の一 企 業 の固 有 の プ ロ トコル と同一 で あ った ら,ネ ッ トワー クの 中 で

そ の企 業 だ けが 有 利 に な り,公 平 さが 失 な わ れ るか らで あ る。

民主的 とか公平 とか とい うこ とに こだわ るよ うで あ るが,ネ ットワークによる

■
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◆

N:Mの デー タ交換では,ネ ットワーク参加企業 による各種規約 に関す

る合意が もっとも重要 な要素 なので,無 視す ることはで きない。従 って

どのよ うな標 準 プ ロ トコルを用 いるかは,か な り重要 な問題であ る。

1.1.5本 調 査 研 究 の 目的

図1-4の 共 通 の プ ロ トコル と して使 える既 存 の標 準 プ ロ トコル と して,

①J手 順(流 通 業 な ど)

② 全 銀 手 順(フ ァー ム ・バ ンキ ン グな ど)

な どを あげ る こ とが で きる。 これ らの プ ロ トコル で,あ らゆ る ケ ・一スに

対 応 で き る ので あ れ ば,大 変 望 ま しい こ とで あ るが,対 応 が 難 しい ケ ース

も知 られてお り,新 しい 標 準 プ ロ トコルの 必 要 性 につ いて検 討 しな け れ ば な

らな い。 こ の辺 りの見 極 め と分 析 を行 うの が,当 調 査 研究 の 目的 で あ る 。
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1.2ビ ジネ ス プ ロ トコル の 定 義

当調 査 研 究 は 昭 和60年 度 か ら実 施 して い'る。 そ の 最 初 の 作業 と して,ビ

ジネ ス プ ロ トコル の 定 義 につ い て 分 析 し,そ の結 果 を昭 和60年 度 の報 告 書

に 掲 載 し て い る が,こ こ で 改 め て も う一 度 「ビジ ネ ス プ ロ トコル の定 義 」

につ い て 述べ る こ とにす る。

1.21ビ ジネ ス プ ロ トコル の 定 義 の 出 発点'

ビジ ネ ス プ ロ トコル とは,従 来帳 票 な どで 行 って い た デ ー タ交 換 を,電

子 的 デ ー タに よ る オ ンライ ン交換 で行 う場 合 に必 要 に な る,各 種 取 決 め を

意 味 す る。 ここ で い う帳 票 とは,

'発 注 書

'納 品 書

'請 求書 他

な どの,取 引 に 必要 な 書類 で あ る。 これ が,も っ と も一 般 的 な ビジ ネ ス プ

ロ トコルの解釈であ るが,細 か く分 析 す るた めに は,条 件 が 不足 して い る。

そ こで,以 下 の よ うな条 件 を追 加す る。

①CPU-CPUオ ンライ ン交 換 を前 提

ビジ ネ ス プ ロ トコル に よ って接 続 す る2者(企 業)は,対 等 で あ るの

で,一 方 が 端 末 と考 え るよ りは,こ の方 が 適 当で あ る。

② ネ ッ トワー クは,オ ー プ ン ・シ ス テ ム

あ る特 定 の時 刻 に お い て は,接 続 は2者 間 に限 定 され る。 す なわ ち,

あ くまで も1対1の 接 続 に限 定 され て い る。 しか し,長 期 的 に は,N:

Mの 接続 が 行 われ るの で,ネ ッ トワー クは,オ ー プ ン ・シ ステ ム に な っ

て い る。

③ 交 換 す る 帳票 デ ー タは,オ ー ソ ライ ズ ・デ ー タ と等 価

例 えば,発 注 デ ー タは 「発 注 」 を 意味 し,請 求 デ ー タは 「請 求 」 を意

味す る こ とで,単 な る参 考 デ ー タで は な い とい うこ とで あ る。
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以上 の条件 を加味 して,ビ ジネスプロ トコルの定義について分析を行 った

が,そ の結果 を,次 項に示 す。 最近 ユ ーザー間 で一 般的 に定着 して きた概

念等 も踏 まえ,再 度検 討 を行な って きたため,昭 和60年 度の報告 とは多

少異 な る点 もあ る。 あ らか じめ,ご 了承願 いたい。

1.22取 引の プロ トコル

2つ の企業間で取 引を行お うとす る時,業 務取 り決 め(契 約)と それ に

基づ く情報 処 理 お よび 情報交換 などに関す る規約 が必要であ る。 それ ら

は,

(1)業 務規約

② 事務運用規約

(3)情 報表現方法 に関す る規約

(4)情 報伝達方法(伝 送手順)に 関す る規約

であ る。図1-5の よ うな階層構造 と して,こ れ ら4つ の規約 の関係 を示

す ことがで きる。次 に,こ れ ら4つ の規約 の意 味を説 明す る。

(1)業 務規約

2者 間で行 う業務の種類 と,そ れぞ れの業 務の 内容お よび業 務名(呼

び名)の 規約であ り,通 常 「基本取引契約書 」の中で規定 され るもので

あ る。 この契約が成立す ると,2者 は取引関係にあるとい う。

図1-5取 引 の プ ロ トコル
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この 規 約 に よ り,発 注 の 当事 者,受 注 の 当事 者,受 発 注 品 目,

基 本 的 発注 条 件(納 入 条 件),支 払 条 件(原 則),そ の 他 大 枠 的

な こ とが,規 定 され る。

② 事 務 運 用規 約

「基 本 取 引 契 約 」 で 定 め られ た 個 々の 業 務 を実 際 に 行 うた め に

必 要 な規 約 で あ る。 この規 約 は,通 常,現 場 サ イ ドで取 り決 めが

行 わ れ,運 用 マ ニ ュア ルが 作 成 さ れ る こ とが 多 い が,特 別 な文 書

が 作成 され な い こ と も多 い 。 又,現 場 の都 合 で,し ぼ しば 変 更 さ

れ る と い う性 格 を持 って い る。

この規 約 に よ って,例 えば 受 発 注 処 理 で あれ ば,ど うい う情 報

(注 文 デ ー タ)を 何 時,何 処 へ,い か な る方 法 で伝 達 す る か な ど

の,業 務 運 用 に関 す る手順 が 規 定 され る。

(3)情 報 表 現 方 法 に関 す る規 約

事 務 運 用 規 約 で定 め られ た各 種 業 務処 理 で 用 い る情 報(従 来 は

帳 票)の 表 現 方 法 に 関 す る規 約 で あ る。例 えば,海 外 との 取 引 で

は,こ の規 約 に よ り,帳 票 を 「英 語 」 で表 記 す る か 「日本 語 」 で

表 記す るか が 規 定 され る。

この 規約 に よ り,各 業 務 処 理 で 用 い る情 報(帳 票)の フ ォー マ

ッ ト(様 式),使 用 記 句(デ ー タ コー ド),添 付書 類 な どが 規 定

され る。

(4)情 報伝 達 方 法(伝 送 手 順)に 関す る規 約

前 述(3)で 示 し た情 報 の伝 達 方法 に関 す る規 約 で あ る。 も し,郵

送 で あ れ ば,普 通 便 か書 留 便 か の 区別 も規 定 され る。

こ の規 約 に よ り,例 えば オ ンラ イ ンに よ る伝送 が 選 択 され れ ぼ,

OSI参 照 モ デ ル で 示 され る 各 レイヤ ーの プ ロ トコル がす べ て 規

定 され る。
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1.23取 引 の プ ロ ト コル と ビ ジ ネ ス プ ロ トコ ル

(1)ビ ジ ネ ス プ ロ トコ ル の 解 釈

ビ ジ ネ ス プ ロ トコ ル(以 下,BPと 略 す)を,「 ビ ジ ネ ス の た

め の プ ロ トコ ル 」 と い う よ うに 解 釈 す る と,rBP=取 引 の プ ロ

トコ ル 」 と な り,図1-5の 全 体 がBPに な る 。 昭 和60年 度 の

報 告 書 で は,BPの 広 義 の 定 義(大 枠 的 定i義)と して 説 明 し て あ

る が,世 間 一 般 の 認 識 と は 違 う よ うで あ る 。

世 間 一 般 の 認 識 で は,以 前 か らrBP=帳 票,コ ー ド」 と言 わ

れ て お り,BPと い う言 葉 の 持 つ ニ ュ ア ン ス と は 別 に,前 項 で 示

し た 取 引 の プ ロ ト コ ル の 中 の,情 報 表 現 方 法 に 関 す る 規 約 に 近 い

解 釈 が な され て い る 。 実 際 に,当 調 査 研 究 に お け る 分 析 の 中 心 も

こ の 部 分 な の で,BPの 定 義 と し て,「 情 報 表 現 方 法 に 関す る規

約 」を採用 す る こと と した。

② ビ ジ ネ ス プ ロ トコ ル の 定 義 と要 素

BPと は,図1-5の 中 の,情 報 表 現 方 法 に 関 す る 規 約 で あ る 。

取 引 に 用 い る 情 報 は,従 来,帳 票 が 用 い られ て い た が,オ ン ラ イ

ン化 し た 場 合 に は,こ れ が,オ ン ラ イ ンの メ ッセ ー ジ に な る。 こ

の 帳 票 な り メ ッセ ー ジ の 構 成 方 法 がBPで あ る 。

BPの 要 素 は,文 章 を 例 に して 考 え る と分 か り易 い 。 す な わ ち,

単 語,文 法,文 脈 が,そ の 要 素 で あ る 。

① コ ー ド(デ ー タ コ ー ド)

単 語 に 相 当 す る も の で,あ る特 定 の 事 物,行 為 を 表 す 文 字 列

の 構 成 や 運 用 に 関 す る取 り決 め で あ る 。

② メ ッセ ー ジ ・フ ォ ー マ ッ ト(シ ン タ ッ ク ス ・ル ー ル)

コ ー ドに よ っ て 表 現 さ れ た デ ー タ項 目(デ ー タ ・エ レ メ ン ト)

を,ど の よ う に 配 置 す る か に 関 す る 取 り決 め で あ る 。 帳 票 シ ス
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テ ムで 言 えば,帳 票 様 式 で あ る。 文 章 にお け る文 法 に相 当す る。

③ メ ッセ ー ジ ・コ ン トロール

フ ォー マ ッ ト規 約 に も とつ いて 作成 され た い くつ か の種 類 の メ ッセ

ージを,ど の よ うな順番で送 るか とい う規約で ある。 オ ンライ ン伝送

の場合,メ ッセー ジは一つづつ順番 に送 るので,こ の順番を コ ン トロ

ールす るための規約 は重要であ る。

以 上の3つ の要 素は,図1-6に 示す よ うな階 層的関係 にある。 また,

階層化す るため に各要素が互 いに独 立にな るよ うに,各 要素の規約を作

成す ることが重要にな る。

φ

取 引のプロ トコル

レ

)
ノコ

P

ト

B

ロ

=

フ
(
スネジビ 業 務 規 約

事務運用規約

情報 表 現 方 法
に関 す る規 約

情 報伝 達 方 法
に関 す る規 約

図1-6BPの 基本要素 と構造

(3)帳 票 シ ス テ ム と オ ンライ ン ・シ ステ ム

企 業 間 の 情 報 交 換 方 式 は複 数 あ る。 代 表 的 な の は,帳 票 タイ プ とオ ン

ライ ン ・タイ プの2方 式 で あ る。 磁 気 媒 体 に よ る方 式 は,両 者 の中 間 的

性 質 を持 って い る。 情 報 交 換 方式 の違 い に よ って,表1-1に 示 す よ う

に,ビ ジ ネ ス ・プ ロ トコル(BP)の 基 本 要 素 は異 な る。
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表1-1情 報交換方式 によるBPの 違 い

も

BPの 基 本要 素

帳 票 方 式 磁気媒体方式 オ ンライン方式

(人 間) (人 間) メ ッ セ ー ジ ・ コ ン ト ロ ー ル

帳 票 フ ォ ー マ ッ ト フ ァ イ ル ・ フ ォ ー マ ッ ト メ ッ セ ー ジ ・ フ ォ ー マ ッ ト

コ ー ド コ ー ド コ ー ド

従来,BPの 要素 として言われ てきた 「帳票」 と 「コー ド」は,帳 票

型 デ ータ交換 におけるBPの 基本要 素であ ったこ とが判 る。帳 票方 式 と

磁気媒体方式 では,人 手(表1-1で は カ ッコ書 ぎ してあ る)が 介 在 し

ているた め,オ ンライ ン方式に比べ て,BPは 単純化 して いる。人 手は,

現在 も っともす ぐれた コンバ ータだか らである(多 少のBPの 違 いは人

手で吸収で きる)。

尚,帳 票方式で データ交換 を行 っていて も,各 企業内では コ ンピュー

タ処理 が行われてお り,帳 票方式 とは,す べ ての処理が書類 システ ムで

実施 され るとい う意味 ではない。

●
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.3標 準化 のニ ーズと可能性

.3.1産 業界の ネ ッ トワーク

(1)垂 直 ネ ッ トワー ク

分業化が進んだ現在では,原 料素材が加工 され て製品 にな り,消 費者

の手に届くまで,い く種 類 もの専門の業 者の手を経 てい る。大 き くは,製

造段階 と流通段階 に分 かれる。さらに,前 者は,一 次加工,2次 加工,最

終組立 などに分れ,後 者は,一 次卸,2次 卸,小 売 りな どに分れ る。

それぞれの段 階は取引(製 品の売 買)で つ なが ってい る。従 って,一

般的 に取引は,同 業 者の間で行われ るのではな く,異 業種あるい は関係

業 界の間で行 われる。 そ こで,,取 引のた めのネ ットワー クでは,情 報は

同業 者間ではな ≦ノ,垂直 に流 れる(同 業者 間を水平 と見た場合)た め,

垂 直 ネ ッ トワニ クを形 成 す る 。・

(2)グ ルTプ 間取 引 の増 加

大 手製 造 業 で は,部 品 製 造 に必 要 な小 会 社(下 請 け)を 多 数 整 備 して

グル ー プを形 成 し,グ ～レー プ 内で 一 貫 し た生 産 を行 う とい うの が ,従 来

の形 態 で あ った。 こ こで も,グ ル ー プ内 の 取 引 が 垂 直 ネ ッ トワー クを形

成 した。

企 業 グ ル ー プ 企 業 グ ル ー プB

図1-7グ ル ー プ間 取 引
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最 近,こ の形 に 変 化 が 起 きて い る。 グル ー プの存 在 そ の もの は,従 来

と変 わ らない が,従 来 は 非 常 に少 なか った グル ー プ間取 引が 増 加 してい

る。 この 場 合 も垂 直 ネ ッ トワー クを形 成 す る こ とに は変 りは ない が,プ

ロ トコル 不一 致 とい う問 題 が 発生 す る一 つ の要 因 に な って い る。

(3)グ ル ー プ間取 引 の プ ロ トコル

企 業 グル ー プで は,親 会 社 の 指導 力 が 強 力 で あ り,同 一 グル ー プ内で

は,プ ロ トコル が 統一 され てい るため,ネ ッ トワー ク化 に よ る オ ン ライ

ン取 引 に お い て も,プ ロ トコル不一 致 の 問題 が 表 面化 す る ことは 少 ない 。

一 方 ,グ ル ー プ間 で は,そ れ ぞれ の グル ー プを指 導 あ るい は調 整 す る者

はい ない の で,プ ロ トコ ルが 違 ってい るの が普 通 で あ る。

従 って,グ ル ー プ間 取 引 を行 うと,プ ロ トコル の問 題 にぶ つか るケ ー

スが 非常 に 多い 。 もち ろ ん,手 作 業 で コン バ ージ ョンを行 な えば,問 題

解 決 は比 較 的 に容 易 で あ るが,能 率 が 悪 く,や は り プ ロ トコル標 準化 を

前 提 に した ネ ッ トワー ク化 が 必要 で あ る。

(4)ネ ッ トワー ク化 の 方 向 と課 題

今 後 の ネ ッ トワー ク化 の方 向 を考 え る時 に重 要 な こ とが,2つ あ る。

一つは ,ネ ッ トワー ク化 が,比 較的に緊密な関係にあ る企業 間か らスター トす

ることと,も う一つは 規 模 が 拡 大(参 加 企業 数が 増 える)す る こ とで あ る。

そ の 結 果 問 題 に な る こ とは,ネ ッ トワー ク化 ス ター ト時 の ロー カル な

プ ロ トコル の調 整 結 果 が,将 来 の規 模 拡 大 の際 に大 きな 障害 とな り,ま

た そ の時 点 で は,ネ ッ トワー ク参 加者 が 多 くな って い るた め,プ ロ トコ

ルの 再 調 整 が非 常 に難 か し くな る点 で あ る。 そ こで,プ ロ トコルは,可

能 な限 り,'将 来 の 拡 大 した状 況 を想定 して,標 準 化す る必要 が あ る。

1.3.2標 準 化 の 問 題 点

(1)標 準 化 の ニ ー ズ

前 述 した よ うに, 垂 直 ネ ッ トワー クで は,プ ロ トコル の標 準化 が 不可
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欠である。 そ して,総 論 の範囲において,プ ロ トコルの標準化に反 対す

る者は,ま れである。現段階では,標 準化 の必要性は 自明の理で あ り,標

準化 その ものの ニーズが議論 の対象 になることは,ほ とん どない。

② 標準化の壁

しか しなが ら,具 体的 な標準化の実行段階で は,大 きな壁 に突 き当た

ることにな る。その壁 とは,ネ ッ トワーク内で用い る標 準 プロ トコル と

各企 業の固有の プ ロ トコルとは一致 しない ため,各 企業 とも標準 プロ ト

コルの採 用に反対す ることである。理論的 には,図1-4で 示す方式が

最善 である とい う認識で一致 できても,実 際 にコンバ ージ ョンを介 した

データ交換 を実行 しなければ な らない段階 になる と,素 直に賛成で きな

くなる。

■

●

カ ス タ マ ー

業 界合意 せ ず

//一 一 、 、 ＼ ＼

//

(

＼
＼/＼/
～,

サ プ ラ イ ヤ ー

●

図1-8不 完全 な業界合意に よる標 準化
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も っ とも,カ ス タマ ー とサ プ ライ ヤ ー とで は,か な り違 った反 応 にな

る。 サ プ ライ ヤ ーは,例 え標 準 化 が 実 施 され な くて も,い ず れ,コ ンバ

ー ジ ョンを押 し付 け られ る立 場 に あ るの に 対 し,カ ス タマ ー は,場 合 に

よ って は,コ ンバ ー ジ ・ンをす べ て サ プ ラ イ ヤー に押 し付 け て し ま うこ

とが で き る立 場 に あ る。従 って,カ ス タマ ーの反 対 に比 べれ ば,サ プ ラ

イ ヤ ーの 反対 はず っ と穏 やか で あ る。 サ プ ラ イヤ ーが も っと も恐 れ るの

は,不 完 全 な業 界 合意 が 成 立 し,結 果 的 に,図1-8の 形 に な る こ とで

あ る。

(3)長 期 的 視 野 に よ る合意 の 形 成

以 上 の壁 を乗 り越 え る唯 一 の 方法 は,長 期 的視 野 で,業 界 全 体 の利 益

を考 慮 した判 断 を行 うこ とで あ る。 図1-3と 図1-4を 比 べ た場 合,

図1-4の 方 が 全 体 と して安 上 りで あ る こ とは 明 白で あ り,問 題 は 利益

を ど う配分 す るか で あ る。 そ して,基 本 的 には,公 平 な 負担 と公 平 な利

益 の 分 配 に よ る,業 界 合 意 の形 成 を志 向す る必 要 が あ る。

当然,業 界 の特 性 や 業 界 の 状 況 に よ って,合 意 の 方 向 も 内容 も違 って

くるで あ ろ う。 それ ぞれ の ケ ー ス に最 適 な合 意 の形 成 に 向 け て,粘 り強

い 検 討 を続 け て行 か なけれ ば な らない 。

1.3.3製 造業 の標 準 プ ロ トコル

(1)合 意 後 の作 業

図1-4の 手 法 に よる ネ ッ トワー ク化 に 関 して 合意 が 成 立 す れ ば,標

準 プ ロ トコル と して 何 を 用い るか が,重 要 な決定 項 目に な る 。 この標 準

プ ロ トコル と して,従 来 は,

・J手 順(JCA手 順)

?全 銀 手 順(全 銀 標 準 手 順)

を 用 い る こ とが多 い。 この 標 準 プ ロ トコル が用い られ る 主 な理 由は,次

の よ うに な る。
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・ ほ とん どの 機 種 の コ ン ピ ュー タに ,標 準 パ ッケー ジ と して実 装 され

てい る。

・ 長 期 間 の 使 用実 績 が あ る。

・ 流 通 業 な どの業務 に 適 して い る
。

問 題 は,J手 順,全 銀 手 順 な どを中 間 プ ロ トコル に適 用 す るの が 難 しい

場 合 で あ る。

例 えば,製 造 業 の 場 合,J手 順,全 銀 手順 で推 奨 され て い る メ ッセー

ジ ・フ ォー マ ッ トに関 わ る規 格 は,用 い る こ とが で きず,伝 送 手 順 のみ

使 うのが 普 通 で あ る。 た また ま,標 準 的 フ ォーマ ッ トが ない た め に,将

来性 の少 ない フ ォー マ ッ トを新 規 に採 用 して しま うこ と も少 な くない。

(2)伝 送 手順 の汎 用性 と ビジ ネ ス プ ロ トコル の個 有 性

これ まで の数 々の実 績 か ら,伝 送 手 順 は 汎 用性 が 大 き く,様 々 な業 種

』・業 界 に共 通 的 に使 用 で き るの に対 し,ビ ジネ ス プ ロ トコル は,業 種 ・

業 界 に対 して個 有性 が あ り,汎 用性 の 少 ない こ とが 分 って い る。

そ れ だ け,ビ ジネ ス プ ロ トコル の 標 準 化 は 難 しい の で あ るが,製 造業

.で は,取 引 の 内 容が 複 雑 なの と,流 通 業 ほ ど定型 性 が ない の で,ビ ジ ネ

ス プ ロ トコル の 標準 化 は,非 常 に難 しい と考 え られ てい た。

(3}製 造業 の ビジ ネス プ ロ トコ ル

こ こで 少 し詳 し く,製 造 業 の ビジ ネ ス プ ロ トコル につ い て述 べ る。 製

造 業 の ビジネ ス プ ロ トコル の 標 準 化 を難 し くさせ る要素 は,次 の よ うに

な る。

デ ー タ項 目に 対す る要 求 で は,コ ー ド化 にお け る長 さの要 求 が,大 き

くバ ラつ くの が普 通 で あ る。 標 準 ビ ジネ ス プ ロ トコル と してい か な る場

合 に も対 応 で き る よ うにす る た め に は,結 果 と して,要 求 の最 大 値 を共

通 の 長 さ に しな け れ ば な らな い。 しか しな が ら,そ の 結 果,よ り短 い長

さ で十 分 な利 用 者 に と って は,過 大 の長 さ にな り,合 意 を得 るの が 難 し

くな る。
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ビジネ ス プ ロ トコルの 他 の 要 素 に つい て も同 じこ とが 言 える。 従 来 型

の ビジネ ス プ ロ トコル で あ る固 定長 固定 フ ォー マ ッ トに こだ わ ってい る

限 り,こ の 問 題 を乗 り越 え る こ とが で きな い。

(4)可 変 長 型 の フ ォ ーマ ッ ト

フ ォー マ ッ トには ,可 変長 型 も あ る。従 来 この フ ォ ー マ ッ トが敬 遠 さ

れ た理 由 は,主 に技 術 的 問 題 で あ った。 可 変 長型 の デ ー タは
,コ ン ピ ュ

ー タ上 で の取 り扱 い が 面倒 で 効 率が 悪 い とい うので あ る
。10年 前 の コ

ン ピ ュー タ ・シ ス テ ムで あれ ば ,確 か にそ うい う結 論 に な る と思 うが ,

現 在 は もはや そ うい う制 限 は ない と言 える。 す なわ ち ,可 変 長型 の フ ォ

ー マ ッ トが 使 え ない とい う技 術 的理 由 は存 在 しない わ け で あ る
。

可 変 長 型 の フ ォー マ ッ トを 製造 業 界 の ビジネ ス プ ロ トコル に適 用 す る

と,新 しい世 界 が 開 け る。 次 第 で,そ れ に つい て説 明す る。

■
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1.4標 準化へのステ ップ

前節 まで に,本 調査研究の背景や出発点 について述べ た。少々,分 りに く

い部分が あ ったか も知れ ないが,改 めて,我 々の 目標 を一言で言い表せば,

「製造業界用の標準 ビジネスプ ロ トコルの確立」 とい うこ とになる。

この分 析が開始 され た昭和60年 当時 の製造業界では,ネ ットワー ク化 ニ

ーズが 少な く,標 準 ビジネ スプ ロ トコルが必要 になる場面 も,ほ とん どない

状況 であ つた。そ こで我 々は,当 時既に ネ ッ トワー ク化が進みつつあ った流

通業界の標準 ビジネ スプ ロ トコル を延 長す る方法で,分 析を行 った。 しか し

なが ら,そ の後 円高が急速 に進 行 し,我 が国産業界 の特 に製造業界の合理化

に,大 きなインパ ク トを与 え,製 造業界で も,急 速 にネ ットワーク化へ の意

欲が高 ま ってきた。

そ うい うふ うに状況が変化す る中で,我 々の分析 も,流 通業界の手法 の延

長か ら,製 造業界 にマ ッチす る新 しい手法 の開発へ と方向を転換 し,今 年度,

製造業 界用の ビジネ スプ ロ トコルの標準化につ いて,新 たな提案 をす ること

になった。 本節 で,そ こへ至 る経 過 と新提 案につい て述べ る。

折 しも,昨 年(1987)末 には,取 引 データの交換 を 目的に した 「国際標

準デ ータ交換 フ ォーマ ッ ト」が策定 され るな ど,ネ ッ トワー ク化 の波は,国

境 を越 えて,全 地球規模での進 展が始 まる段階 になった。我 々の提案が き っ

かけ とな り,製 造業界 の標準 ビジネス プロ トコルが1日 で も早 く確立 し,国

際化 の波 に余裕 を持 って対応で きる ようになる ことを期待す る。

ふ

1.4.1国 内 の標 準 化 状 況

(1)流 通 業 の標 準 化

流 通 業 の 標 準 化 はPOSシ ステ ム の導 入 に よ る小 売 店 の 合理 化 を 出発

点 と してい る ので,JANコ ー ドと呼 ば れ る標 準製 品 コー ドの 普 及 が,

標 準 化 の 出発 点 で あ る。JANコ ー ドは1978年 に制 定 され て い るの

で,既 に10年 の歳 月 が流 れ てい る。

、
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その後,JANコ ー ドとペ アを成すJCA手 順が1982年 に開発 さ

れ,同 時 に,共 通取 引先 コー ドな どの整備が行なわれ,ネ ッ トワー ク化

の準備がほぼ完 了 してい る。JCA手 順は,そ の後一 部の仕 様 を改 良 し,

呼称 もJ手 順 に変更 され てい る。

今 日,JANコ ー ドとJ手 順は,流 通業の標準化の代名詞 にな ってお

り,食 品業界,日 用品/雑 貨 業界,医 薬品業界,家 電業界,レ コー ド業

界他の ビジネス プロ トコルの標 準化 に貢献 してい る。 これ らの業 界に横

断的に関係す るスーパ ー/チ ェーンス トア,百 貨店,卸 問屋お よび メー

カー代理店 を結ぶ ネ ッ トワー クの ビジネス プロ トコルは,多 かれ少かれ

JANコ ー ド,J手 順で,標 準化 されてい る。

(2)製 造業 の標準化

昭和45年(1960)頃,鉄 鋼業界で,コ ー ドの業 界共 通化に関す る

作業が行われ たが,こ れが製造業界 における最初の標準化 と言われ てい

る。 その後,磁 気媒 体 などの フォーマ ッ トの標準化まで実施 され たが,

当時はオンライ ン処理が一般 的ではな く,従 って伝送手順 を含む標準化

は行 われ なか った。

この鉄鋼業界 の標準 ビジネスプロ トコルは,高 炉 メー カー と総合商社

の間の取引 に使われ る専用の もので,そ の他には使われ ない。製造業界

では,こ れ 以外に,標 準 ビジネスプロ トコルが,現 在 に至る もな く,ネ

ットワーク化 の際 の大 きな問題 にな ってい る。

この状況 を打開す るため,い くつかの業界では,ビ ジネスプ ロ トコル

の標準化につ いて検討 を行 ってい る。 それ は,

① 石化製 品製 造業(石 油化学工業協会)

② 電線製造業(錨 日本電線工業会)

③ 電子機 器製造業(紐 日本電 子機械工業会)

④ 化学 品製造業(日 本 化学工業協会)

⑤ 紙パル プ製造業(日 本製紙連合会他)
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⑥ そ の 他

な どで あ る。 上記 の 中 で,③ の電 子機 器 製 造 業 で は,当 プ ロジ ェ ク トの

提 案 に準 拠 した標 準 化 案 を作成 中 で あ り,1988年 度 に,モ デ ル ケ ー

ス に よ る実 使 用 を予 定 して い る。 そ の他 の 業 界 で は,い つ れ も調 査 研 究

の範 囲 に 留 ま ってい る。

電 子 機器 製造 業 に対 し提 案 され,ま とめ られ た 標 準 化 案 に つ い て は,

第1.4.4項 で述 べ る 。

(3)標 準 化 の方 向

流通 業,製 造 業 とも に ビジ ネ ス プ ロ トコル の標 準 化 の 目的 は,ネ ッ ト

ワー ク化 を ス ムー ズ かつ 効 率 的 に進 め る こ とで あ り,当 面 は,オ ン ライ

ン化 処理 対 象の 拡 大 が,主 な 目標 に な って い る 。流 通 業 界 で は ,帳 票 の

存 在 を前 提 とした オ ン ライ ン化 が 指 向 され て い る た め,帳 票 の標 準 化 が

同時 に検 討 され て い るの が,大 き な特 徴 で あ る。

一 方
,製 造 業 で は,帳 票 そ の もの の機 能 をす べ て電 子 デ ー タで 実 現す

る,い わ ゆ る 「ペ ー パ ー レス処 理 」 を志 向 してい る のが 大 き な特 徴 で あ

る。 こ うす る こ とで,帳 票 の 標 準 化 を不要 に しよ う と してい る。 これ を

実 現 す る た めに は,か な り徹 底 した オ ン ライ ン化,業 界 ネ ッ トワー ク化

が必 要 で あ り,そ の 前提 とな る ビ ジ ネ スプ ロ トコル の標 準 化 は,益 々重

要 に な って きて い る。

■
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表1-2業 界情報化動 向と標準化状 況(そ の1)

業 ・界 ・ 業 種

]■,

(組 織)
業 界 情 報 化 動 向

ビ ジ プ ロ ・ コ ー ド標 準 化 状 況

目 的 標 準 化 項 目 進 行状 況

'
銀 行 な ど の 金 融 業

全銀為替交換 システム,CD(ATM)共 同 ネ

ットワー クなどが稼働中,信 金 と結ぶ計画あり 同 左
手 順,フ ォ ー マ ッ ト

各 種 コ ー ド

B改 手順 統一金融

機関コー ド他(完)

銀 行 ← →=般 産 業

(FISCな ど)

フ ァームバ ンキ ング,個 別銀行毎の ネッ トが

進行中(一 行当 り平均10数 社)
同 左 手 順,フ ォ ー マ ッ ト

全銀協標準手順(完)
コー ドは検討中

'ク
レ ジ ッ ト 業 界

i(ク レジ ッ ト産業協会)

業 界共同の オオ ソ リネ ッ トを拡張中

(銀 行系,信 販系との結合が計画 されている)
同 左 手 順,フ ォ ー マ ッ ト

CAFIS,

CAT手 順(完)

'信
、 用 保 証

(信 用保証協会連合会)

10協 会 で組織 してい るコンピュータ委員会で,

金 融機 関とのデータ交換を検討 中

.生 命 保 険

(生 命保険協会)
.生保28社 に よ る「生保共 同センタ.一」が

稼働 中

損.害 保 険
(損 害保険協会)

61/10よ り'国内元受損保21社 を 結ぶ 『損害保

険ネ ッ トワーク 』が稼働中(拡 大の 計画あ り)

i－

証 券 業 界
4大 証 券に よる個別の ネ ットが あ り,一 本 化の

検討 も実施 されてい るが,難 行 してい る。

家 電 業 界(販 売)
(家 電製品協会)

メーカー と量販店 を結ぶ共同ネ ッ ト'と

大手 メーカー系列店の個別ネ ッ トが同時進行

小売店のPO,S化 対 応プ

受発注 ビジプ ロの共通化

手 順,フ ォ ー マ ッ ト

各 種 コー ド

JANコ ー ド(完)

他 は検討 中

中

ー日 用 品 雑 貨 業 界 プ ラ ネ ッ.卜.'花 王 の ネ ッ ト,コ ア ネ ッ ト,富 士

通FIPの ネ ッ トが あ る(プ ラ ネ ッ トが 最 大)
POS,充 発 注シ ステム

ゼ ジプロの業界標準
、化を実施

J手 順

JANコ ー ド(完)

医薬 品業界(メ ーカー ・卸)
}(日 本 製薬工業協会)

業 界共 同の高速デー タ交換 ネッ ト
、(主 に受発注用).を 構 築中

同 左
・ ・'舎

高速の新手順を開発

予定..

J.ANコ ー ド(完)

新手順は検討中

ス ー ノぐ一,

チ ェ ー ン ス トア な ど

POS,ス トアオー トメーシ ョンを個別企業グ
ル ープ毎 に展開 中(卸 等での多端木化の恐れ)

同 左
・・一.(特 にPOS)

手 順,フ ォ ー マ ッ ト

各 種 コー ド

J手 順

JANコ ー ド(完)
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表1-3業 界情報化動向 と標 準化状況(そ の2)

業 界 ・ 業 種

(組 織)
業 界 情 報 化 動 向

ビ ジ プ ロ ・コ ー ド標 準 化 状 況

目 的 標 準 化 項 目 進 行状 況

中 古 自 動 車 流 通
(中 販 連)

オー クシ ョン情報を収録 した オン ライン業界共 .

同 データベースを構築,受 発注ネ ッ トの計画有 同 左 手 順,フ ォ ー マ ッ ト

各 種 コ ー ド

中販連共通 コー ド

J手 順(完 了)

食 品 業 界 加工食品業界が,我 が国で最初にJANコ ー ド

化を実施 した。多数 のネ ットが進行中
小売店のPOS化 対 応,

受発注 ビジプロの共通化
手 順,フ ォ ー マ ッ ト

各 種 コー ド

J手 順

JANコ ー ド(完)

レ コ ー ド 業 界

(全 国 レコード商連合会)
小 売店のPOS化,受 発注共同 ネ ットを計画中 同 左 業界共通製 品コー ド

JANコ ー ド

(完)

書 籍 の 流 通
東販,日 販など大手企業が個別のネットを
拡張中(小 売店での多端末化が心配される) 在庫紹介,受 発注など 業界共通製品 コー ド

ISBN書 籍 コー ド

(完 了)

事 務 用 品
コクヨ,内 田洋行などの大手企業の

個別 ネッ トが進行中

時 計 服 部セイコーを 中心とする共 同型の システム

が構 築されてい る。

家 具 受発注オン ライン ・システムの構築が

開始 されている。
ビジプロ業界共通化 商 品 コ ー ド

JANコ ー ド化

(完 了)

玩 具 問屋21社 に より受発注システムの

構築が進め られている。
POS 商 品 コ ー ド

JANコ ー ド化

(完 了)

『眼 鏡 大手 メーカー主導による受発注 ネッ トの

構築が進行中(メ ガネ ッ ト等)

カ メ ラ 業 界
62/7を 目処 に小売店 とメーカーを結ぶ業界

VANの 構 築が計画されている。

ス ポ ー ツ 用 品 業 界 メーカー,問 屋,小 売店を結ぶVANが

計 画されてい る。

句 ●
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表1-4業 界情報化動向 と標準化状況(そ の3)

業 界 ・ 業 種

(組 織)

業 界 情 報 化 動 向
ビ ジ プ ロ ・ コ ー ド標 準 化 状 況

目 的 標 準 科 項 目 進 行 状 況

航 空
(座 席予約)

セーバ ー,ア ポロの世界ネ ッ トワー クが進行中

(全 日空が加盟を決定)

鉄 道,旅 館,ホ テル等 の

予約

交通公社,近 ツ リ,国 鉄,私 鉄などが個別 に

ネ ッ ト化 をすすめてい る。
現在検討されていない

鉄 鋼 業 界
(鋼 材クラブ)

取引先(商 社)の 事務合理化を目的として,
各種 コー ドの共通化を実施(現 在も継続中) 同 左 各種 コー ド,磁 気 テ

o一 フ ・ フ ォ ー マ ッ ト
55項 目の コー ド,送

り状 デ ー タ(完)

鉄 鋼 業 界
(日本鉄鋼連盟)

業界共同鉄鋼 データベースを構築(世 界的に

有 名),現 在 オン ライン化が計画されてい る

石 油 化 学 業 界
(石 油化学工業協会)

業界共同データベース,個 別の企業間オンライン取引
システムが同時進行 中,ビ ジプロ共通化の計画有り。

受発注ネ ッ トワーク用

業 界共通 ビジプ ロ

フ ォ ー マ ッ ト,

各 種 コ ー ド
検 討 中

電 線 業 界
(日 本電線工業会)

個別の企業間オンライン取引システムが進行中

躍 彊 闘 ㌻ システムもある)・ ビジプロ

受発注ネ ッ トワーク用

業界共通 ビジプロ
検 討 中 検 討 中

電 子 部 品
(日本電子機械工業会)

θ 日本電子機械工業会を核に してビジネスプ ト
コルの標準化を検討中

受発注ネ ットワーク用

業界共通 ビジプ ロ
フ ォ ー マ ッ ト

注 文 デ ー タ,納 入 ・

指 示 デ ー タ

自 動 車 部 品
(全 部 連)

昭62年3月 を目標に,業 界共 同型の受発注シ
ステムを構築 中(部 品データベースを核にしている) 同 左 業界共通部品番号等

(部品商でのみ使用) 検 討 中

ネ ジ 業 界
(日 本ネジ工業会)

一部D企 業が親会社とのオンライン化を実施 している

(コ ー ド・帳票の共通化を検討 したことがある。)
現在検討されていない

機 械 工 具

、(全 機 工 連)

昭60年 よ り工具製造業 界9団 体 と合同で

業 界ネ ッ トワーク化について検討中
同 左 共通製品 コー ドなど 検 討 中

セ メ ン ト

(セ メ ン ト協 会)

セメン ト協会 に需給動 向デー タベー ス構築

の計画がある。
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表1-5業 界情報化動向 と標準化状況(そ の4)

業 界 ・ 業 種

一 ∨

(組 織)
業 界 情 報 化 動 向

ビ ジ プ ロ ・コ ー ド標 準 化 状 況

」

目 的 標 準 化 項 目 進行 状 況

石 油 流 通
(通 産省石油部流通課)

昭60よ リガソリンスタソ ドの総合的情報化について

検討に着手,元 売とスタン ドを結ぶネソトを検討中

総合的共同ネ ッ トワ7ク

用業界共通 ビジプ ロ
検 討 中 検 討 中

電 力
昭61よ り情報化研究会を設置 し,'各種問題点
課題を検討中(9電 力及び電源開発)

`

洋紙板紙業界(日 本洋紙
商,東 京洋紙代理店会)

卸商側 とメーカー代理店側のそれぞれが受発注『ネ
ッ トを計画中(一 本化の計画も有 る)

同 左
-

紙パルプ共 通 コー ド

が有 る

実業務で使用
されていない

'印'刷 業 界 業界共通デー タベースの開発研究,'

印刷 ネ ッ トワークの検討が続いている。

繊 維 業 界
(化繊協⇔染色協)

各企業個別のオン ライ ン取引 ネ ッ トが進 行中,
ビ ジプ ロ共通 化の計画有 り

、

受発注ネ ッ トワー ク用 ・

業 界共通 ビジ プロ
フ ォ ー マ ッ ト

共通出荷案内を
検討中

繊 維 業 界
(各 産 地)

業界共同デ ータベースが一部 の産地で

構 築されている(計 画中の産地 も有 る)
現在検討されていない

繊 維 業 界

(ア パ レル)

百貨店などの情報化に対する対応策について,
業界全体の問題として研究 している。

POS化 な ど 製 品 コ ー ド 検 討 中

繊 維 業 界
(小売:百 貨店等)

POS化 と受発注 ネ ッ トを計画中 POS化 な ど 製 品 コ ー ド 検 討 中

プ ラ ン ト ビジネスプロ トコル共通化等の検討を実施 中。 共通データベースなど 検 討 中 検 討 中

運 輸
(陸 運)

業界大手に よる個別 ネ ッ トが発達,中 小による

共同 ネ ッ ト構築の計画 も検討 されている。

,

運 輸
(貿 易 関 連)

SHIPNET,NACCSな ど のネ ッ トが

稼働中(統 一 コー ドも使用 されている)
貿易情報処理

各 種 コ ー ド,

フ ォ ー マ ッ ト

完 了

` ● ふ



1.4.2海 外で の標準化状況

(1)貿 易手続簡素化 か らのアブP－ チ とEDI

海 外における ビジネス プロ トコル標準化の アプ ローチは,大 き く2つ

に分れ る。一つ は,貿 易手続簡素化か らの アプ ローチであ り,も う一つ

は,取 引を電 子的 に行 うシステム(EDI)か らの アプローチで ある。

前者は,主 に欧州で検討 され てお り,後 者 は,主 に米国で検討 されてい

る。

ただ し,標 準化 の本質 は両者 とも同 じで あ り,最 近,両 者 を一 本化 し

た国際標 準規格 の構築 を 目指 した検討 も始 ってい る(後 述)。

これ ら欧米におけ るビジネスプニ トコル標準化 の歴史は,既 に10年

をは るかに越 えてお り,そ の長い期 間に渡 る蓄積 の影響か らか,ア プロ

ーチの仕 方が我が 国 とは,か な り違 ってい る。その最大の特徴は,フ 万

一マ ッ ト(シ ンタ ックス ・ルール)中 心 の標準化が進め られ てい ること

で,我 が 国の コー ド中心の標準化 と好対照 を見せている。

(2)業 界横断的標準化

我 が国では,現 在,業 界ご との標 準化が検討 され てい る。 この傾 向は

製造業の方で顕著であ り,例 えば,鉄 鋼業,石 化製 品製造業,電 線製造

業,… の よ うに業界毎に検討 されてい る。

一 方ジ欧米では,基 本 となる フォーマ ッ トについては,業 界横断 的標

準化が志 向されてい る。その理 由は,図1-9に 示す よ うに,取 引が単

一業界 内に閉 じてい ないので,業 界毎の標 準化は有効で ないか らであ る。

10年 近 く前 には,米 国で も業界毎 の標準 化が検討 され てい たが,現 在

は業界横断的標準化 に変化 してお り,そ のための体制 も整備 されている。

我が 国の今 後の標 準化 のあ り方を考 える うえで,十 分考慮すべ き事項で

ある。
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図1-9製 造業界の取引関連図

(3)NCITDとCARDIS

NCITD(theNationalCouncilonInternationalTradeDocu-

mentation)は,米 国 内の 鉄 道 を中 心 と した貨 物 輸 送 に関 す る事 務 処理

の効 率化 を 目標 と した検 討 を行 うた め に組 織 され た民 間団 体 で あ る。 米

国 内 の鉄 道 輸 送 は,貿 易(輸 出 入)と 深 く関わ ってい るた め,貿 易手 続

き と一 体 化 し た 国 内手 続 きの シス テ ム化 を 目標 に したの が 特 徴 で ある。

1970年 代 末 に,国 内部 分 の シ ス テ ムで あ るCARDIS(CARgo

DataInterchangeSystem)を 実験 稼 動 させ,ほ ぼ 期 待 どお りの 成 果 を

得 る こ とに成 功 した。 しか しなが ら,こ の シス テ ムは実 験 終 了後,普 及

す る には 至 ってい ない 。 そ の 理 由は 明確 で は な いが,以 下 の 点 を問題 点

と して と ら える こ とが で き る。
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●

①CARDISは,大 型 コン ピ ュー タを セ ン ターに設 置 した,単 一 の 集

中 型 オ ン ライ ン ・シス テ ムで あ り,最 近 のEDIの 形 態 で あ る企 業 間

ネ ッ トワー ク とは異 な る。

② 単 一 の 集 中型 オ ン ライ ン ・シ ス テ ムで あ る た め に,ビ ジ ネス プ ・ ト

コル は か な り厳 密 に統 一 しなけ れ ぼ な らな い。

③ 業 界 横 断 的 で は な く,運 輸(鉄 道)を 中 心 と した業 界 毎 の ア ブ ・一

チ で あ った 。

(4)TDCCとANSIX.12

TDCC(TransportationDataCoordinatingCommittee)は ,ED

Iを 推 進 す るた め に設 立 され た業 界 横 断 的 組 織 で あ り,現 在,米 国 内の

EDI関 係 で は,最 大 の民 間組 織 で あ る。TDCCは,他 の 有 力 団体 と

と も に,ASCX.12グ ル ー プ を組 織 し,こ の場 を用 いて,米 国 にお

け るANSI規 格 標 準 ビジネ ス プ ロ トコル の 確立 を図 り,自 らの活 動 の

主 体 は,そ の 規 格(ANSIX.12規 格)の 普 及 に努 めて い る。

また,TDCCは,NCITDの よ うな,自 身 で の シス テ ム構築 は 行

わず,各 企 業 に,ANSIX.12規 格 のEDIシ ス テ ムを普 及 させ,さ

らに,GE社 な どのVANサ ー ビス会 社 に,ANSIX.12規 格 のED

Iネ ッ トワ ー クを構 築 させ る こ とで,全 体 と して標 準 化 され たEDIを

実 現 し よ うと して い る。

現 在TDCCに は,米 国の 主 要 な業界 団体 はほ とん ど加 盟 して い る。

前 述 のNCITDも,TDCCの 会 員 に な ってお り,ASCX.12グ ル

ー プの 活 動 を 陰 で 支 え る
,米 国 で も っ と も重 要 な組 織 の 一 つ で あ る。 図

1-10に,ASCX.12グ ル ー プの 組織 を示す 。

㈲ ヨー ロ ッパ のTDI

欧 州で は,貿 易 手 続簡 素 化 の発 展 型 とし てEDIの 検 討 が進 ん だ。 検

討 は,ECE(EconomicCommissionforEurope)の 場 で行 わ れ て

い る が,全 体 の幹 事 役 は,イ ギ リスのSITPRO(Simplification

－29一



ofInternationalTradePROcedures)と い う団 体 で あ る 。

こ の 検 討 も,20年 近 い 歴 史 が あ り,業 界 横 断 的 標 準 化 を 志 向 し て い

る 。 こ の グ ル ー プ が ま と め た 標 準 規 格 は,TDI(TradeDataInt・

erchange)規 格 と 称 し,EDIFACT(EDIForAdministration,

CommerceandTransport)と 称 す る 国 際 標 準 デ ー タ交 換 フ ォ ー マ ッ

トの 構 築 に 大 き な 影 響 を 与 え た 。

各 種 デー タ交 換

標 準 化 協 力団 体

X.12A

新 規格 作 成

X.12B

メ ン テ ナ ン ス

ASCX12

委 員 会

X.12C

技 術

規格書

出版グループ

X.12D

普 及 啓 蒙

や

ASC:AccreditedStandardsCommittee

図1-10米 国 規 格 協 会ASCX.12の 組 織

(6)国 際標 準 ビジ ネ ス プ ロ トコル の 構築

貿 易関 係 の デ ー タ交 換 ル ー ル の標 準 化 は,米 国 と欧 州で そ れ ぞ れ 別 々

に行 われ てい た が,1985年11月,ニ ュー ヨー クでJEDI委 員会

(JointEDI)が 結成 され,欧 米 で一 本 化 され た検 討 が 始 ま った 。 さ

らに,こ の委 員 会 の下 部 にUN(国 連)ECEとUSグ ル ー プ に よ る合

同 グル ー プ(UN-JEDI)が 結 成 され,新 しい 国 際標 準 デ ー タ交 換

フォ ーマ ッ ト(EDIFACT)の 検 討 が 始 ま っ た。

4
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]
1987年3月 に,UN-JEDIの 作 成 した新 規 格 は,ISO/TC

154の 場 の 討議 にか け られ,1987年9月15日 に賛 成 多 数 で 承 認

され,1987年12月 現 在,新 しいISO規 格(IS9735)と し

て 登録 手 続 中 で あ る。 こ うして,EDIFACTは,名 実 とも に,国 際 標

準 デ ー タ交換 フ ォ ーマ ッ トに な った。

⑨

●

1.4.3望 ましい方向

(1)業 界横断的標 準化

我が国では,現 在,ど ち らか とい えば,業 界別の標準化作業が行われ

てい るが,前 項での海外での動 向あ るいは,図1-9な どを考慮すれ ば,

業界横断的標準化が,よ り望 ま しい 方向であ る。

しか しなが ら,現 実 の問題 として,今 す ぐ業界横断的標準化 を行 お う

と しても無理であ る。準備不足の まま多数 の業界が一 同に会 しても,混

乱す るだ けで,有 益な結果は得 られ ないで あろ う。 そ こで 当面 は,業 界

別の ア プローチを続 ける必要が ある。そ して,こ の状況か らいか に して

業界横断的標準化へ発展 させ て行 くかが,大 きな鍵 にな る。

(2)業 界別の標準化か ら業界横断的標準化へ

現在 の業 界別 の標準化作業 は,今 後,業 界横断的標準化作業へ発展 さ

せ てい く必要があ る。 しか しなが ら,系 統 的シナ リオが あ り,そ れ に沿

った標準化が成され なか った時は,業 界別か ら業界横断的標準化へ の移

行は,極 めて難 しくなることが予想 され る。

そ こで,あ らか じめ,将 来の業界横断的 な統一化 を考慮 した シナ リオ

で,業 界別の標準化を進 めて行 く必要 があ る。その シナ リオ とは,業 界

別の標準化 を,業 界横断的 ビジネスプ ロ トコルで実 施す る ことで ある。

しか し,こ の ア プローチは次のよ うな理 由によ り難 しい状況 にある。

① 業界 横断的標準 ビジネス プロ トコルが ない

② 業 界横断的標準 ビジネスプロ トコルは,一 般 に機能が多 く,業 界別
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の標 準 化 に適 用す る と,過 剰 品 質 に な る。

(3)国 内標 準 規 格 の 整備

様 々な状 況 を考 慮 す る と,前 述 の シナ リオ に適 用 可能 な,業 界 横 断 的

標 準 ビジ ネ ス プ ロ トコル を 開発 し,将 来 の 大 統合 に 向 け て,今 か ら業 界

別 標 準 化 を進 め る のが 得 策 と考 える。 そ の ため に,新 しい 発 想 に基づ く,

業 界 横 断 的標 準 ビジ ネ ス プ ロ トコル を構 築 整備 す る必 要 が あ る。

ま た,国 際 化 が 急 速 に進 展 して い る現在 で は,国 際 デ ー タ交 換 との 関

係 も考 慮 して お か なけ れ ば な らない だ ろ う。

(4)J手 順 ・全 銀 手 順 の次 の 世 代 を担 う手 順

現 在 我 が 国 で は,流 通 業 界 を 中 心 に,J手 順 ・全 銀手 順が 広範 に普 及

してい るが,こ れ らの手 順 は いつ れ も,一 時 代 前 の技 術 が ベ ー ス に な っ

てい る。 メ ガバ イ トの オ ー ダ ーの メモ リー と,100メ ガバ イ トを越 え

る ハ ー ドデ ィス クを持 つ32bitパ ソコ ンが,ご く普通 の ツー ル に な っ

た こ とを思 えば,こ の新 しい 時 代 に マ ッチ した新 しい 手 順 が 必 要 と考 え

る。 そ れ は,業 界 横 断 的 ビ ジ ネス プ ロ トコル に,新 しい 展 望 を も た らす。

新 しい 手 順 の特 徴 や 機 能 を技 術 面 か ら見れ ば,以 下 の よ うに な ろ う。

・OSIベ ース

・ バ ッチ 転 送 機 能 と リア ル タ イ ム 応 答 機 能

・ 可 変 長 フ ォ ー マ ッ ト

・ あ ら ゆ る 種 類 の 通 信 回 線 を 適 用 で き る
。

・ 主 な コ ン ピ ュ ー タ(メ イ ン フ レ ー ム
,ミ ニ コ ン,オ フ コ ン,パ ソ コ

ン 等)で サ ポ ー トさ れ る 。

白

寸

1.4.4実 現 へ 向 けて

こ こまで,産 業 界 の ネ ッ トワ ー ク化 の 動 向,ネ ッ トワー ク化 にお け る プ

ロ トコル の位 置 付,ビ ジ ネ ス プ ロ トコルの 意 味 ,海 外 の動 向そ し て ビジ ネ

ス プ ロ トコルの 理 想像 等 に つ い て 分 析 し て きた。 これ らの 分 析 結 果 を総 合
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●

的 に判断すれ ぼ,我 々は,今 後何をすべ きか は明 らかで ある。以下 にそれ

を述べ る。

(1)標 準化 を推 進す る組織

標準化を推進す るために,組 織が必 要であ る。 既 に海外 の例で見 られ

るよ うに(詳 細は第2章 を参 照),縦(業 界毎の組 織)と 横(業 界横断

的組織)の 連携 が非常 に重要で あるが,我 が 国では残念なが ら,両 組織

とも整備が進 んでお らず,も ちろん,縦 と横の連携 はほ とん どない。

そこで,縦 の組織 として,既 存の業 界団体 の活 用を提案 し,横 の連携

については,既 存の公益 団体 を活用す るか,そ れ を核 とした新 しい組織

を作 ることを提案す る。いつれの場合 も,一 つの機 関,一 つ の組織で 目

的が達成 され るこ とは な く,複 数の組織に よる絶妙 な連携が必要 である。

そ して,こ れ らの組織 を活性化 させる原動 力,す なわち活動 費と人材をど

の よ うに 集 め る か が,最 大の課題になる。結論か ら先 に言 えば,そ れ

は主 旨を理解 した多 くの協力者 によって賄われ るべ きで あるが,そ れが

可能か どうかは,我 が国におけ る情報化 の成熟度 によ って決 まる。

(2)コ ンセンサスの形成

標準化 を推 進す る組織 の最大 の課題は,標 準化 に関す る コンセンサ ス

の形成で ある。このためには,縦 の組織 である業界別の とりまとめ機関は,

業界の先頭 に立 って,コ ンセンサス形成の方向へ向けて,引 っ張 っていか

なければな らない。 そ うい う多数の縦 の枠組で形成 され た コンセ ンサス

を横 に組 合せ るこ とによ って,始 め て目標 が達成で きる。

コンセ ンサ ス形成過程で は,受 益者 と投 資者の利害調 整が必須で ある。

その調整 は,長 期的 な視野 に基づ く高い次元での標準 化の見通 しと,社

会的責任 を背景に した,情 報化のあ り方 を理 解 させ ることに よってのみ

可能で ある。そ うい う説得がで きる専門家 を,各 業 界内 に多数育て るこ

とが,極 めて重要で ある。
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(3)標 準 ビジネ ス プロ トコル(開 発)の 意i義

業界別の標準化か ら業 界横断的標準化へ,そ うい うシナ リオを演 出で

きる新 しい標準 ビジネスプ ロ トコルが必要で あ る。我 々は,こ の後 で,

これ まで の分析 に基づ く,基 本的枠組 を提案す る。 その前 に,新 しい標

準 ビジネス プロ トコルを開発す ることの意義を まとめる。

① 業界横断的標準化 の実現

新 しい ビジネ スプ ロ トコルによる業界横断的標準化は,将 来必ず必

要 になる と予想 され る。

② 我 が国の標 準手順の整備

新 しい ビジネスプ ロ トコルは,J手 順,全 銀手 順 と並び,製 造業向

けの第3の 手順 として我が国の標準 手順 を充 実強化す る。

③ 国際標準 との連携

新 しい ビジネス プロ トコルは,国 際標 準 との整 合を図ることによ り,

国際標 準 との 連携 を可能 にする。

④ 新 しい 伝送手順(OSI)の100%活 用

新 しい ビジネスプロ トコルは,新 しい伝送手順(OSI製 品)の 持

つ多彩な機能 を100%生 かす こ とによ って,ハ イ レベルな業務処理

を可能 にす る。

(4)新 しい ビジネス プロ トコルの枠組み

我 々が新 提案 し,実 現 を強 く希望す る新 しい ビジネスプ ロ トコルのア

ウ トライ ンを述べ る。

① デー タ転送 方式の基 本

ファイル転送方式 と リアル タイム ・トランザ クシ ョン処理方式の2

方式が必要 になるが,今 回は,フ ァイル転送方式つ いて提案す る。

② 伝送手順

伝送手順 は,OSI標 準におけ るFTAMの 適 用を基本 とす る。但

し,現 在議論 され てい るFTAMの 機能で不足す る ことがあれば,強
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⑳

化す る こ とを前 提 にす る。

③ ビジ ネ スプ ロ トコル

ビ ジ ネ ス プ ロ トコ ル に 関 す る 規 約 は,フ ォ ー マ ッ トに 関 す る

シ ン タ ックス ・ル ール の規 定 が 中心 とな り,デ ー タ コ ー ドな どは,可

変 長 フ ィ ール ドの採 用 に よ り,従 来 の もの に比 べ,か な り自由度 が大

き くな る。

④ フ ォー マ ッ ト ・シ ンタ ッ クス ・ル ー ルの 基 本

図1-11,図1-12に 示 す よ うに,デ ー タ ・レコー ドは,レ コ

ー ド区 分 ,シ ー ケ ン ス泣 とタグ付 可 変長 データ ・フ ィール ドとで構 成

され る。 これ が 本 手 順の 最大 の 特 徴 で あ る。

⑤ 項 目番 号 、'

デ ー タ項 目の 意味 を表 す 項 目識 別IDで,全 業 界 統 一 識 別 コー ドを

用 い る。

⑥ 個 別 企 業 固 有 フ ォーマ ッ トとの 相 互変 換

本 手順 は,図1-4の 標 準 プ ロ トコル と して 用 い る こ とを前 提 に し

てい る。 従 って,図1-13に 示す よ うに,各 社 の 固有 フ ォー マ ッ ト

とは,変 換 で結 ん で 行 く。 この変 換 ツ ール は,パ ッケー ジ化 され る。

レコー ド区分

レ コ ー ド ・デ リ ミタ

●

図1-11デ ー タ レ コ ー ドの 構 造

◎
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デ ー タ ・タ グ

↓一
デ タ

麗
A社

図1-12

一
固 有 フ ォ ー マ ッ ト

、
、
、
、
、

変換 ツール

レンクス

項 目番号

可 変 長 フ ィ ール ド(項 目)の 構 造

業務別標準 フォーマ ッ ト

〃

変換 ツール

!
'

ノ
ー
一

固 有 フ ォ ー マ ッ ト

＼

可変長型式

可変長型式

雛
B社

業務別標準フ ォーマッ ト

図1-13フ ォ ー マ ッ ト変 換

一36一



■

⑦ 業 務 別標 準 フ ォ ーマ ッ ト

図1-13に おけ る業 務 別 標 準 フ ォ ーマ ッ トとは 次 の よ うな意 味 で

あ る。(表1-6の 例 を参 照)

本 手 順 は,デ ー タ項 目は可変 長 な の で,最 大 長 のみ が 制 限 され る。

さ らに,デ ー タ項 目は省 略 可能 な の で,一 つ の 業 務 処理 用 情 報(例 え

ば 発 注 デ ー タ)は,そ の情 報 に入 れ る ことが できるすべての項 目が 最 大

長 で あ った時 の フ ォー マ ッ トと して表 され る。 これ が業 務 別 の標 準 フ

ォー マ ッ トで あ る。

デ ー タが 伝 送 され る時 は,シ ン タ ックス ・ル ール に従 い,業 務 別標

準 フ ォー マ ッ トは 圧 縮 され,可 変 長 型 式 にな る。

以 上 が ア ウ トラ イ ンで あ る。 こ の方 式 は 従 来 方 式 よ りも複 雑 で あ るが,

そ れ だ け 機 能 が 大 き く製 造業 界 の ニ ー ズに マ ッチ す るも ので あ る。 また,

最 近 構 築 され た 国 際標 準 デ ー タ交換 フ ォー マ ッ トとの整 合 性 が 大 き く,

早期 実 現が 望 まれ る。!

尚,電 子機 器 製造 業 で は,㈱ 日本 電 子機 械 工 業 会 を核 に して,本 提 案

に基づ く新 しい ビジネ ス プ ロ トコル を ベ ー スに した,業 界 標 準 化 の 検討

が 進 んで お り,他 の製 造 業へ の 波 及が 期 待 され る 。

D

◆
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表1-6 業 務 別 標 準 フ ォー マ ッ ト(注 文)

((社)日 本電子機械工業会で審議中のもの)

`

項 目NO 項 目 名 CD 項 目 内 容 最 大 長

◎

倉

1 デー タ処理 晦
受信側 での デー タの処理 順序を表す番号 。受信者側で処理 の順序
を理解で きれば必ず しも連番であ る必 要はな く,採 番方法 は発注
者の任 意とす る。

9⑤

2 情 報 区 分, ◎ 情 報の 種類を表 すコー ド。(注 文,納 入指示等) X{4)

3 作 成 日付 デ ー タ作成 年 月日を表 す。 9(6)

4 発注者 コー ド ◎
注文書 を発行 した企業(6桁)お よび その工場 ・事業場 ・事業部

門(6桁)を 示 す コー ド。
X{】勘

5 注 文 先 ◎
事務処 理上,各 取 引先をユ ニークに表 す為に銀箭 され た コー ド。
取引 先指定(6桁)と 詳細指定(6桁 。拠点毎の指定 など)と で
構成 。

X働

、6
発注部門 コー ド 原価 の責任 部門あ るいは納入 部門を示す 発注者内 部門番号 コー ド。 X(8)

7 注 文 番 号 発 注者側が注 文書 に付けてい る管理 番号。一意性 を持たせ る。 X03

8 製 造 番 号 発注者の社内原価管理等に結び付く社内製造管理番号。 XO9

9 訂 正 コ ー ド ◎ 情 報の変更 ・取消を示 すコー ド。 X(D

10 注 文 区 分 ◎ コ ッ ク品 等 を 示 す コー ド。 X川

Il 注 文 年 月 日 注文書を発行 した 日付 9〔6)

12 単 位 ◎ 数量を表 す基 準を示す コー ド。 X(3)

13 単 位 注文時の製 品一 単位あ たりの 値段 。 900V{3)

14 単 価 区 分 ◎ 決定単価 ・仮 単価 ・変 更単価 等の区別を表 す コー ド。 X{n

15 注 文 数 取引先に対 す る発注数量を 示す。 9(9}V(3)

16 注 文 金 額 単価x注 文数。注文合価 9血o

17 支 給 区 分 ◎ 取引先 に対 す る支給 品の 有無,お よび支給 形態を示 すコー ド。 XU1

18 購 買担 当
一

購入(発 注)担 当バ イヤーを示す コー ド。 Xm

19 材質 ・規 格 ・寸法 発注 品の 材質 ・規格 ・寸法等を示す。 X⑫0

20 仕様書有無 ◎ 仕様 書の有無を 示す コー ド。 X(い

21 版 数
図面 ・仕 様書の作成 ・変更回数を表 し,品 名 ・品 名 コー ドと共 に

発 注(依 頼)内 容 を特 定す る。
X{3)

22 品名(品 名仕様) 一般 的製品名称。(漢 字 可能項 目) XOD

23 受注者側品名 コー ド 受 注者側の製品 コー ド。 X㈱

24 発注者側品名 コー ド 発注者側で採香した発注製品の社内管理番号。 XO5)

25 図ψい仕様書部数 発注者側か ら取 引先に渡 す図 面 ・仕 様書の部数 を示す。 X(2}

26 荷姿(包 装単位) 1パ ッケー ジあた りの梱包数量並 びに梱包方法 を示す コー ド。 X(7}

27 納入方法(直 納区分) ◎ 納入方法を表 す コー ド。 X(2}

28 受 渡 場 所 納 入場所 を示 す コー ド。 X(8)

29 検 査 区 分 検査方法を示 す コー ド。(全 点,抜 き取 り.無 検 査など) X{3}
1

・1

30 納入指示 有無 サイ ン ◎ 納入指示 デー クが発行 されることを示 すサイ ン。 X川

31 納 期 発注者側 が取 引先に提 示する納 期。 9(6)×31

32 納入指示数 納期毎の数 量を示 す。 9(9}V(3)×31

44 分 納 サ イ ン ◎ 分割納入 指示の有無 を示 すサイ ン。 X(D

55 自由使用欄 共通項 目か ら外れ た各社 独 自の情報を 入力す るフ リースペー ス。 X(100)

56 備 考 参考情 報を入力 する フ り一 スペ ース。(漢 字 可能項 目) X6D

桁数合計 962

注 ・年 月 日は全て西暦 とす る(YYMMDD)。 年 は西暦 の下2桁 。

・"CD"欄 の◎ 印は.工 業会 で共通 コー ド化 予定 であ る事を示 す。

・項 目楓は 「オンライ ン リンク共通項 目マ トリックス表 」に準 じた。
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第2章 国際 化へ の対応

⑨

命

経済が国際化す ると ともに,国 際取 引が増加 し,各 企業の システ ムも,そ れ

への対応が必要に な っている。最近は,国 際 回線 を利用 したオ ンライ ン化 が進

み,大 手総合商社な どで は,海 外の支店 な どを隈 な く結んだ 国際 ネ ッ トワーク

の所有が普通にな って きてい る。

以上の ような,社 内 システムの延長上 にある国際 ネ ッ トワークの活用 に加 え

て,海 外 の取 引先 とオ ンライ ン取引(EDI)を 行 うために,国 際 ネ ッ トワー

クを利用す る ケース も増加 している。 この場 合は,ビ ジネス プロ トコルの国際

的共通化が大 きな課題 に なる。現状では,個 別 ケース毎 に コンバ ージ ョンな ど

を駆使 して対応す るのが普通であるが,接 続数 が増加す るとともに,問 題は確

実に大 き くな ってい く。

それへの対応 と して,国 際 レベルの標準化 活動 が活発化 してい る。現在の標

準化活動は,欧 米 を中心 に して 行われているが,最 近の為替 レー トの変動や そ

れ に伴 う生産拠点の変化 な どの影響を受けて,ア ジア地区の積極的参加 も重要

になると思われ る。又,標 準化の内容につ いて も,欧 米の国内標準の延長上 で

構築 され よ うと してい る国際標準 に対 して,ア ジア地区の国内状況 をどの よう

にマ ッチ ングさせてい くかが,大 きな課題 になる と思われる。

いつれ に して も,ビ ジネス プロ トコルの国際化 の波は,押 し留め ることはで

きず,我 が国の経 済発展 のために,適 切 な対応が必要 となる。本章では,そ の

ための参考にな ることを期待 して,ビ ジネス プロ トコルの海外動 向,国 際標準

化動 向等 について述べ る。

●

■
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2、1国 際化の進展.

2.1.1経 済の国際化

世界的 に見て も屈指の工業 国にな った我が国は,世 界有数 の生産拠点 と

な り,輸 出が急増 した。 この辺 りの状況 を,例 えば電 子機器 ・電気機器で

見 ると,全 世界にお ける我が 国の シェアは,実 に30%を 超 えてお り,米

国 とほぼ 同等であ る。家庭用 ビデオ コーダーな ど で は,99%に 達 して

お り,事 実上我 が国の独 占状態 にな ってい る。

こ うした急激な輸 出の増加 は,円 高をもた らし,逆 に輸 入 も増加す るこ

とにな った。特に衣料 品,雑 貨,食 料品な どの軽 工業 品や農産物 の輸入が

急増 してお り,我 が 国の産業構造 に大 きな変化 を起す 原動力にな ってい る。

す なわ ち,我 が国 も,国 際分業 の一 翼を担 うよ うにな った ことを意味 して

お り,そ れだけ経済 の国際化 が進 んだことにな る。

しか しなが ら,こ うした国際化の波にも,転 機 が来た と言われ る。19

86年 頃までは,輸 入が増 加 した とい って も,基 本的には原材料 を輸入 し

製品 を輸出す るとい う構造であ った。 しか しなが らその後,

① 製品組立て を海 外で行 う。

② 海外工場で使 う部品 を原地で調達す る。

③ 部品を海外 か ら輸入す る。

④ 海外工場 で生 産 し,日 本へ 輸入す る。

などの,構 造変化 が進行 し,我 が 国の企業 は急速 に多 国籍化す ることにな

った。見方を変 えれ ば,国 際分業体制が さらに進行 し,新 しい フェーズに

入 ったことになる。

こ うい う状況 下では,従 来は想像 も しなか った よ うな生 産形態が 出現す

る。例 えば,受 注活動 と設計 は我 が国で行い,生 産は海 外のある国で行い,

納入先は,ま た海外 の別 の国で あ り,支 払い(決 済)は 我が国で とい うケ

ースが実際 に起 きてい る。あ る製造 メーカーは,我 が国での生 産を全面的

に止めて工場 を海外 に移 し,我 が国では設計 しか行わ ない ことを,宣 言 し
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た。

この よ うな国際的経済 活動が可 能に なるた めには,物 理的に遠 く離 れた

作業現場 を 自由に コン トロールで きることが必要 で,国 際的情 報交換網の

発達が,こ れ を可能 に した。

も

●

●

2.1.2デ ー タ交 換 の 国 際 化

(1)国 際 デ ー タ交 換 の 必 要 性

前 述 した よ うに,国 境 を越 えた経 済 活動 を行 うた め に は,多 量 の 国境

を 越 えた情 報 交 換 が 必 要 にな る。 多 国籍 企 業 で は,社 内 の デ ー タ交 換 で

も,国 際 デ ー タ交 換 に な る こ とが あ り,大 手総 合 商 社 な どで は,社 内 シ

ス テ ム と して,自 前 の 国 際 ネ ッ トワ ー クを所 有 してい るの も,珍 し くな

くな った 。

以 前 か ら,国 際 デ ータ交 換 の 代表 例 は,貿 易 に伴 うデ ータ交 換(取 引

デ ー タ)で あ るが,こ の 貿 易 も件 数 ・金額 と もに増 加 して お り,そ れ だ

け 国際 デ ータ交換 も増 加 して い る。

(2)EDIと 国 際 デ ー タ交 換

商取 引 に伴 って必 要 とな る デ ータ交 換,平 た く言 えば,発 注 書や イ ン

ボ イ ス な どの 帳 票 デ ー タの交 換 を,オ ンラ イ ンで 電 子 的 に行 う こ とを,

EDI(ElectoricDataInterchange)と い う。EDIは,米 国

で作 られ た概 念 で,商 取 引 に伴 う事 務 処理 の 効率 化 と,事 務 処 理 効 率 化

に よ る商取 引そ の もの の 効率 化/高 度 化 を 目的 と した,企 業 間 シ ス テ ム

で あ る。

EDIが 対 象 とす る デ ー タは,一 般 的 な ドキ ュ メ ン トで は な く,商 取

引 を進 め るた め の デ ー タ(発 注 書 ・イ ンボイ スな ど)に 限 定 され て お り,

統 一 的 ル ール(ビ ジネ ス プ ロ トコ ル)に よ り,デ ー タの種 類 や フ ォ ーマ

ッ トな どが 決 め られ てい る。 そ の 中 には,貿 易 関 係 の デ ー タ も多数 含 ま
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れ て お り,そ れ らが,国 際EDIを 形 成 す る。

EDIは,か な り厳 密 な ビジ ネ ス プ ロ トコル の標 準 化 を 前提 と して運

用 され るの で,国 際EDIを 実 現 す るた め に,EDIの た め の 国 際標 準

ビジ ネ ス プ ロ トコルが 必 要 にな るが,そ の 検 討 もか な り進 ん で い る。(後

述)

(3)欧 米 に お け るEDIの 発 展

米 国 で は15年 以上 前 か らEDIの 研 究 が 始 ま り,こ こ4～5年 で急

速 に発 展 して い る。EDIの 目的 は 商 取 引 の 効 率化 で あ るが,こ こで い

う商取 引 に は,製 造 業 にお け る資 材 調 達 も含 まれ る。 製 造業 でEDIを

取 り入 れ ると,自 動車1台 当 り200ド ル の節 約 に な る とい う試算 が あ

り,そ の 他,以 下 の よ うな 効 果 が提 唱 され て い る。

。流 通 業 で は,注 文1件 当 り15～50ド ルの 節 約

。あ る製 造 メ ー カ ーで は,発 注 書 の処 理 で 年 間300 ,000ド ル の節 約

。あ る銀 行 で は,年 間1 ,500,000～2,000,000ド ルの 節 約 を予 定

・船 会 社 で は,発 注 書 の 処理 期 間 が,10日 か ら3日 に な る と試 算 し

た。

EDI導 入 に よ る以 上 の効 果 を活 用す る こ とで,国 際競 争 力 を維 持 し

よ う とい うの が,米 国 でEDIが 発 展 して い る最 大 の理 由 で あ る。

欧 州で は,TDI(TradeDataInterchange)が 発 展 して い るが,

TDIとEDIと は本 質 的 に 同種 の もの で あ り,TDIの 導 入理 由 お よ

び 効 果 は,EDIと ほ ぼ 同 じで あ る。 そ して,一 般 的 動 向 も欧 州 と米 国

で は 似 た よ うな状 況 に あ る。

さて,欧 米 でEDI導 入 に よ る 国際 競 争 力の維 持 が 必 要 に な った 理 由

と して は,EDIの 効 果 が 予 想 以 上 に大 きい とい うこ と に加 えて,我 が

国 の 急 速 な経 済 進 出 が あげ られ てい る。 そ の結 果,我 が 国 もEDIを 導

入 しなけれ ば な ら な くな った とす れ ば,皮 肉 な め ぐ りあわ せ とい う他 な

い 。
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(4)国 際EDIの 増 加

経 済が 国際化 した今 日では,EDIの 効率 を極限 まで高 めよ うとすれ

ば,す べ ての取 引デ ーータの交換 をEDIの 対象 にす る必要が あ り,必 然

的 に国際EDIが 増加す る。多国籍化 した企業では,国 内EDIへ の対

応 とともに,国 際EDIへ の対応 も必要にな って くる。対応 の仕方 の良

否 が,経 営効率 に影響す る程,重 要 なテ ーマにな って きている と言われ

る。

鳥

?

2.1.3国 内取引 と国際取引の一貫性

(1)貿 易手続 きの簡素化

ある取引が,国 内取引 にな るか国際取引になるかは,国 境 を越 えるか

どうか によ って決 まる。 この国境 とは,多 分 に政 策的に定ま った枠組 で

あ り,経 済的枠組 とはそれ程 関係 していない ことが多い。す なわち,本

質的 には,国 内取引 と国際取 引は同一 である。

世界的に 自由化が進 んでいる現在では,国 内取 引 と国際取 引は,手 続

面で も次第に同一化が進 んでいる。 もちろん,国 境を越 える以 上,完 全

に同一には成 り得 ないが,可 能な限 り同一 にす る方向にある。 具体的 に

は,貿 易手続 きの簡素化 を意味す る。そ うす ることで貿易量 が増加 し,

国際経済が活発化す るか らである。

(2)商 慣習な どの問題

国境を越 えた取 引で しば しば問題 にな るのが,商 慣習な どの違いであ

る。今 日では,貿 易取 引 は 国 際慣 行 を 用いて行われ るのが普通であ る。

国際慣行 とは,よ うす るに一 種の国際標準 ビジネス プロ トコルであ り,

これ をベ ースに した国際EDIの 標準化が進みつつあ る。

一方,我 が国 には,固 有の商慣 習が あるため,こ れ をベ ースに した 国

内EDIの 規格は,国 際EDIの 規格 とは違 ったもの にな って くる。 こ

の違いは,短 期的 には我が国固有の状況 と して国際的 に認知 され ると思
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われ るが,長 期的 に認知 され るか どうかは,予 断を許 さない状況である。

なぜ な ら,取 引 を行 うた めの規格が多数 あ ることは,あ ま り合理的 とは

言 えないか らであ る。

(3)シ ステ ム面か らの問題

国内EDIと 国際EDIの 規格が違 っていれば,両 方 を必要 とす る企

業では,両 方式の システ ムを用意 しなけれ ばな らない。両者の規 格が一

致 している場合 に比べ て,明 らか に無駄 である。 ただ し,別 の見方 もあ

る。規格 が2種 類 に整理 され ていれば,両 者 を コンパ ージ ・ンに よ って

結 合す るこ とは,そ れ程 の負担 にな らない とい う考 え方で ある。 これ が

成立す るためには,両 者の規格の類似性 が大 き ぐなければ な らない。

後 述す る国際標 準規 格(EDIFACT)は,米 国のANSI ,X.12規

格 と欧州のTDI規 格 の類似性 を活用 して生 まれ た新規格であ り,図2

-1の ように ,コ ンバ ージ ョンによ って連携す る ようにな ってい る。 こ

の結果,米 国 と欧州では,EDIツ ールに関す る限 り,国 内/国 際取引

が一本化 す ることにな り,企 業 レベルで見れば,統 一的 システ ムの構築

が可能にな る。

我 が国を どの よ うに して この体制に組み込むかは,今 後の主要 なテ ー

・マとなろ う
。

θ

■

4

図2-1EDIの 国際標準化構想
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2.2海 外 で の動 向

海外 で の オ ンラ イ ン取 引 ネ ッ トワ ー クは,一 般 的 にEDI(Electoric

DataInterchange)と 呼 ばれ る。 海 外 に おい て もEDIの 構 築 は 活 発 化

して お り,ま た 標 準 化 も進 展 して い る。 標 準化 の グル ー プは,米 国 と欧 州 の

2つ に大 別 され,前 者 は,ANSIX.12,後 者 はTDIと 呼 ぶ 標 準 規

格 が形 成 され つ つ あ る。 さ らに,世 界標 準 規格 を構築 し よ う とす る検 討 も既

に 始 ま ってい る。 これ は,UN-JEDI(UNJoint-EDI)と 呼 ばれ る。

これ ら海 外 の 標 準規 格 に共 通 した特 徴 は,業 界 横 断 的 規 格 に な ってい る こ

とで あ る。 す なわ ち,業 種 の 違 いや 業 界 の違 い に よ らず,共 通 に利 用 で き る

規 格 に な ってい る。 この よ うな汎 用性 を持 たせ る た め,か な りの技 術 的 工 夫

が 成 され,ま た,数 多 くの デ ータ交換 支 援 ツ ールが 同時 に 開発 され てい る。

当推 進 セ ン ターで は,こ の よ うな海 外 の 動 向 を調 査す るた め,今 年 度,米

国 内 の オ ン ライ ン取 引 ネ ッ トワー クを調 査 した。 本 章 で,そ の 中か ら,AS

CX.12の 活 動 と規 格 の ア ウ トライ ン を述 べ る。

8

2.2.1EDIと ビ ジネ ス ・プ ロ トコル

EDI(ElectoricDataInterchange)と は,取 引 デ ータの オ ン

ライ ン交 換 シス テ ムの 総称 で あ り,我 が 国の 取 引 ネ ッ トワ ー ク ・シ ス テ ム

に対 応す る 。 米 国 で は,1970年 代 以 後,様 々 な試み が実 施 され,1980

年 以 後,本 格 的 シ ス テ ムが稼 働 す る よ うに な って きて い る。

そ の 目的 は,企 業 間 の デ ー タ交 換 にお い て,図2-2の よ うに従 来 は一

度帳 票 に打 ち 出 して 相 手 に渡 してい た もの を,図2-3の よ うに帳 票 に打

ち 出す こ と な く,通 信 回 線 を用 い て交 換 す る こ とに よ り,メ リ ッ トを生 み

出 そ う とす る もの で あ る。 この場 合 重 要 な こ とは,ビ ジネ ス ・プ ロ トコル

の 共通 化 で あ り,欧 米 に お け るEDIの 歴 史 は,ビ ジネ ス ・プ ロ トコル 共

通 化 の 歴 史 で あ った と も言 え る。
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ビジネス プロ トコルが共通化 されたEDIで は,

確認 されてい る。

① 情報伝達 時間の短縮

② 情報伝達 の信 頼性向上

③ デ ータ再入 力の廃止

。従 来 は … … …

(企 業)

次 の よ うな メ リッ トが

{

取 引先へのサ ービス向上

競争力の強化

コス ト低減化

郵送

(取 引先)

A

,

。ED工 で は ・… ・・

コ ン ヒ。ユ 一 夕
一

コ ン ピ ュー タ

(企 業) (取 引先)

図2-3異 企 業 間の デ ータ交 換

●

以上 のよ うな メ リッ トを フルに得 るた めには,ビ ジネスプロ トコルの共

通化 が必要 不可欠で あるが,こ の共通化の範 囲が重要である。我 国では,

業 種毎 あるいは業界毎の共通化が指向 されてい るが,欧 米では,業 界横断

的共通化が現在指向 されてい る。業界横断的共通 化が必要 な理 由は,次 の
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よ うに説 明 され て い る。 す な わ ち,取 引 は,元 々垂 直 に実 施 され る もの で

あ り,EDIは 本 質 的 に業 界 間(あ るい は 業 際)で 必 要 な ネ ッ トワ ー クだ

か ら で あ る 。 そ し て,そ の 形 態 は,図2-4に 示 す3種 に分 類 され てい

る。

し

勺

2.2.2EDlの 背 景

EDIの 第1の 目的 は,業 務 コス トの 削減 で あ る。 例 えば,取 引相 手 と

交換 す る各 種 帳 票 を作 成 した り,交 換 した り,そ れ を再 度 コ ン ピュ ータ に

入 力す るた め に,

USA$7billion/年

$350/SHIP

EEC£7billion/年

5%～7%/全 体

(注1)物 流にかかる総費用

の費 用が 必 要 だ と言 わ れ て お り,こ れ を 節約 す る こ とは,大 きな テ ーマ に

な ってい た。 もち ろん,コ ンピ ュ ータ ・シス テ ムそ の もの の コス トが 低 下

した こ とも大 き な理 由で あ る。

加 えて,日 本 をは じめ とす る極 東地 域 の 国 々の経 済 的 進 出 に よ り,例 え

ば,自 動 車 な どの 自国産 の 工 業 製 品の 販 売 シ ェ アが 低 下 した こ と な ど も,

EDIを 推i進ず る大 き な原 動 力 に な って い る。 取 引のEDI化 に よ り,国

際 競 争 力 が強 化 され るか らで あ る。

も う一 つ の理 由 は,消 費 の 多様 化で あ る。 我 国 同様 米 国 で も,消 費 の 多

様 化 ・個 性化 が進 行 して お り,製 造 ・流 通 共 に,多 品種 少 ロ ッ ト生 産 あ る

い は 多 品 種 少量 取 引 を余 儀 な くされ てい る こ とで あ る。 こ の た め,事 務 処

理 コス トが 上 昇 しつ つ あ り,こ の 面 か らもEDIに よ る効 率化 と高度 化 が

必 要 なわ け で あ る。
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1企 業 対N企 業(メ ー カ ー 対 サ プ ラ イ ヤ ー,メ ー カ ー 対 デ ィ ー ラー)

取

引

先

C

N企 業対N企 業(業 界共同利用型システム)

N企 業直列(書 類積み上げ型システム 例 輸送関連業界)

図2-4ア プ リ ケ ー シ ョ ンの3大 タ イ プ
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一方 ,環 境 の変化 も見のがせ ない。後述す るが,業 界 団体 による積極的

なEDI推 奨活動(会 議 ・出版物 ・展示会 な ど)な ども普及 に拍車をかけ

ている し,大 企業 では既 に社 内システ ムが完 成 し,次 の システム化 目標が

企業 間にな ってい るこ とも,EDIが 進展す る大 きな要因であ る。

し

`

ら

2.2.3各 業 界 の 動 向

こ こで,米 国 の 各 業 界 の 動 向 を簡 単 に ま とめ る。

(1)自 動 車 業 界

米 国 自動 車業 界 は,GM,フ ォー ド,ク ライ ス ラ ー とい う ビ ッグ3を

擁 し,米 国 産業 の 中 で も基 幹 産 業 とな って い る。 しか し,周 知 の とお り

日本 車 ・西欧 車 に 加 えて韓 国 車の進 出 な ど,市 場 に お け る海 外 メ ーカの

進 出 が激 し く,こ れ に対 抗 す べ く米 国 自動 車業 界 はEDI導 入 に踏 切 っ

た 。

EDIシ ス テ ム の導 入 に当 っては,自 動 車 メ ー カ,部 品 メ ー カ及 び 関

連 メ ーカが 中 心 と な って シ ス テ ムの 核 とす べ く,AIAGと い うグル ー

プを作 り,運 営 に あ た らせ た 。現 在 は30 ,000社 以 上 の企 業 が この シス

テ ム を利 用 して い る。 又,他 業 界 か らの 企 業 の参 入 が 今 後 さ らに増 える

と見 られ て お り,巨 大 な シス テ ムと して 形 成 され つ つ あ る。

AIAGの 発 表 で はrEDIの 導 入 効 果 と して 車1台 当 りの生 産 コス

トが100-200$削 減 で き てい る」 と して お り,「 他 のJust-in-

time方 式 との 相 乗 効 果 に よ り,ト ー タル で は1台 当 り500$ぐ らい

の コス ト削 減 が 可 能 」 とい う コ メ ン トを 付 加 えた 。

これ らの効 果 は 全 く単 純 な方 法 に よ って生 み 出 され て い る。 それ は 従

来 の受 発 注 時 に 企業 間 でや りと り してい た ドキ ュメ ン ト類 を な くす こ と

で あ った。EDIは,ド キ ュメ ン トが 企 業 か ら企 業 へ 渡 され る時 間 及 び

費 用(こ れ らは恐 ら くデ ータ と して コ ン ピ ュ ータ に イ ン プ ッ トされ る ま

で の もの)の 合 理 化 とい う観 点 か ら生 産 コス トの 削 減 を実 現 した と言 え
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る。AIAGの 役 員 の一 人 は 「1990年 まで に 自動 車業 界 にお け る企業

間 で や りと りされ る ドキ ュ メ ン トの数 は,現 在 の9・O%以 下 に な るだ ろ

う」 と予 言 して い る。

さ らに,米 国 自動 車業 界 に はTransnetと い うEDIの は し りと も言

え る シス テ ムが存 在す る。 これ はAIAGの 生 産 系 の ネ ッ トワ ー クに対

して,自 動 車 メ ー カ ー と卸売 業 者 又 は デ ィ ーラ ー との 間 の販 売 系 ネ ッ ト

ワ ー クで70の メ ーカ ーと3000の デ ィ ーラ ーが 参 加 してい る。

この シ ス テ ム もMEMA(MotorandEquipmentManufactur-

ingAssociation)が 核 と な り,GEの ネ ッ トワ ー クが利 用 され て い

る。 月間 約40,000件 もの オ=ダ ーが この シス デ ム を介 して な され てい

る。.

(2)電 気 業 界

電 気 業 界 は,NEMA,NAED,NEMRAの3団 体 が 中 心 とな っ

てEDIの 導 入 を 試み た。ANSIX.12の 標 準 フ ォ ーマ ッ トの も と

にCDCネ ッ トワ ー クを 利 用 して 始 め られ た が,業 界 内 の合 意 を 得 られ

な い まま の見 切 りス タ ー トで あ ったた め,失 敗 に終 った。

但 し,大 企 業 の うち数 社 は 自社 で 部 品 メ ーカ等 との 間 でEDIを は じ

め て い る。 これ は 好 結 果 を生 み 出 している よ うだ 。

(3)紙 ・パ ル プ業 界"`

この業 界 で は 現 在,EDIシ ステ ム導 入 を 計 画中 で あ る。 但 し,各 企

業 か ら結 成 され る団 体,及 び カナ ダの 団 体 を含 め た6団 体 は,非 常 に 積

極 的 に導 入 へ の 準 備 を進 めて い る。GE社 は この シス テ ムの ベ ンダ ー と

して 選ば れ,標 準 フ ォ ーマ ッ トの設 定 等 を サ ポ ー トを してい る。 現 在 は

製紙 メ ー カ,印 刷 業 者,出 版 社,問 屋 の 十 数 社 の 間 で 試験 的 に使 わ れ る

こ とに な って お り,船 の積 荷 明細 書 が 最 初 に デ ータ と して交 換 され る予

定 で あ る。
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④ 製 薬 業 界

この 業 界 で は1976年 か らEDIシ ス テ ムが利 用 され て い る。 そ こ

で 特 筆 す べ き点 は,他 の業 界 の よ うに業 界 全 体 と して計 画 的 に導 入 され

た ので は な く,AmericanHospitalSupplyCompany(AHS)

とい う一 企 業 が 牽 引役 とな って 業 界 全 体 に浸 透 して い った こ とで あ る。

AHSは い ち早 く彼 らの ク ライ ア ン トとの 間でEDIを 活 用 した。 当

時他の競合 メー カーの"二 重 ナ ー ダ ー"や"オ ー ダ ーの紛 失"等 の ミス が,

自社 の事 務 上 の問 題 に と どま らず,顧 客 の 不信 を招 い た の に 対 して,A

HSはEDIに よ りこれ らを全 て排 除 し,圧 倒 的 に有利 な立 場 に 立 った 。

(薬 品 の病 院 等へ の デ リバ リーは,オ ー ダー ミス に よ りタイ ミン グが遅

れ る と,も の に よ っては 非常 事 態 に な る こ と も予想 され る)そ こで 他 メ

ー カー も,EDIの 導 入 を試 み 始 め た。

企 業 ご との 別 々の シス テ ムは,ク ライ ア ン ト側 に不 満 を生 じさせ る と

して,AHSの シ ステ ムを基 本 と して,GE社 の コ ーデ ィネ ー トに よ っ

て 業 界 のEDIシ ステ ムが 構 築 され た 。

さ らに化 学 メ ー カ ー等,他 の 業 界 とのEDIも 必要 とな り,現 在はX.

12標 準 フォー マ ッ トが 使 用 され てい る。

1・

2.2.4EDlス タ ンダ ー ド(ANSlX.12)

ASCX.12は,米 国 の 主 要 な業 界 団 体 で組 織 され た 民 間 団 体 で,

EDIに 関す る各 種 の 問 題 の解 決方 法 につ い て検討 を行 って い る機 関 で あ

る。

そ の 始 ま りは,1975年 に さか のぼ る。 す なわ ち,1975年 にTD

CC(TransportationDataCordinatingCommittee)に よ り,

物 流 業 界 用 の 標 準EDIフ ォー マ ッ トが 開発 され た の が,出 発 点 とな って

い る。 この,TDCC標 準 フ ォー マ ッ トは,1979年 以後,航 空 ・鉄 道

・海 運 ・陸 上 輸 送 の 各 業界 に導 入 され た 。
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この 頃 は ま だ業 界 別 の ア プ ロ ーチで あ り,以 後,

UCS:食 品 業 界

WINS:倉 庫 〃

CIDX:化 学 品業 界

AIAG:自 動車"/眺 今

等の業界が,そ れぞ娠 準 フ ォーマ 。,を 開発.導 入 した.

これ ら個 々の業 界 単 位 の標 準 化 の 動 きは,次 第 に業 界 横 断 的 な検 討 へ と

変化 し始 め た。 なぜ な ら,元 々取 引 は,業 界 間 で垂 直 的 に(業 界 横 断 的 に)

行 わ れ るか らで あ る。 この よ うな状 況 か ら,1979年ANSL(Ameri-

canNationalStandardInstitute)にASCX.12委 員会 が 発 足 した。

'こ の 委 員 会 は
,商 業 取 引 に 関す る情 報 交 換 の た め の規 準 を開 発 す る こ とを

目的 と して い る。

ASCX.12は,図2-5に 示 す よ うな組織 で,米 国で ほ とん どの

業 界 が 参 加 してい る。 そ して,1983年 に,最 初 の標 準 規 格 を策 定 し,

1986年 には 追 加 の規 格 を策 定 した。 この 両 年 に 策 定 され た規 格 の 概 要

は 以 下 の とお りで あ る。

(1)X.12規 格 の範 囲

① トラ ンザ クシ ョ ン ・セ ッ トの標 準化

トラ ンザ クシ ョ ン ・セ ッ ト(オ ーダ ー,・イ ンボ イ ス等)毎 に デ ー タ

フ ィ ール ドの 内容,桁 数(最 大 桁数),位 置,'レ コ ー ドの並 び 等 を規

定

② 各 種 コ ー ドの 標 準 化

トラ ンザ ク シ ョン ・セ ッ トを構 成 す る各 フ ィ ール ドの 中 で,統 一 コ

ー ドに で き る もの の コ ー ド体 系 を確 立 。

③ デ ー タ交 換 コ ン トロ ールの 標 準 化

デ ー タの集 配 信 を行 な うた め の デ ータ シ ー ケ ンス,コ ン トロ ール情

報 の 内 容 を規 定 。

一54一

4



AmericanNationalStandardInstituteに お け る 企 業 間 情 報

の 形 式 の 規 格 化 を 検 討 す る委 員 会(X.12)

ANSIよ り委 託 さ れ た 小 委 員 会

AccreditedStandardCommitteeX。12

◎

■

一
(参 画 業 界)

・AluminumAssociation

・AmericanIronandSteelInstitute

'
・AmericanSupplyandMacnineryManufactures

Association(ASMMA)

・AutomotiveIndustryActionGroup(AIAG)

・BISAC,DRMA,NACHA,NHED,NAP(h}M,

NAP(u)M,NIDA,NOPA,NRMA,SIDA
.,WSA

・TranspotationDataCoord'inatingCommittee

(TDCC):座 長

図2-5ASCX.12の 組 織

◆

、

(2)X.12の 対 象 トラ ン ザ ク シ ・ ン

・請 求

・支 払/送 金

・引 合 い/回 答

・オ ー ダ ー/コ ン フ ァ メ ー シ ョ ン

・オ ー ダ変 更/コ ン フ ァ メ ー シ ョ ン

・出 荷 指 示/完 了

・船 積 書 類(PackingList
,BillofLading等)

・そ の 他 フ リ ー イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン/ク レ ー ム情 報

ま た,図2-6に,ANSIX.12規 格 に よ る デ ー タ構 造 を 示 す 。
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通

信

セ

ッ

シ

ョ

ン

/ICデ ー タ交換ヘ ッダー
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タ
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ル

|

プ

! GSア プ リ ケ ー シ ョン グ ル ー プ ヘ ッ ダ ー

機

能

グ

ル

1

プ

1 STト ラ ン ザ ク シ ョン セ ッ トヘ ッダ ー

'BIGス タ ー トセ グ メ ン ト

LSル ー プヘ ッダ ー

Nl

N3請 求 先

N4

Nl

N3請 求 先

N4

Nl

N3発 行 者

N4

LEル ー プ ト レ ー ラ ー

IT9取 引 条件

PER担 当 者

LSル ー プ ヘ ッ ダ ー

ITI、

1ア イ テ ム 情 報

LEル ー プ トレ ー ラ ー

CAD出 荷方法

TDE請 求合計

＼SEト ラ ン ザ ク シ ・ン セ ・ ト ト レ ー ラ 「

ST

デ ー タ セグメン ト

SE

GEア プ リ ケ ー シ ョ ン グ ル ー プ ト レ ー ラ ー

>GS
lST

デ ー タ セ グ メ ン ト

＼SE
＼GE
＼IEデ ー タ交換 トレー ラー

＼

'図2 -6 、ANSIX.12デ ー タ構 造
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2.2.5米 国 に お け る企 業 間情 報 ネ ッ トワー クの 動 向

米 国で は企 業 間情 報 ネ ッ トワ ー クをElectronicDataInterchange

(EDI)と 称 して お り,EDIの 呼 称 が一 般 化 して い る。EDIの 標 準

化 は,ほ ぼ 我 が 国 で い う ビジネ ス ・プ ロ トコル の標 準化 に対 応 す る。

(1)標 準 化 の 経緯

米 国 の 企 業 間 情 報 ネ ッ トワ ー ク(EDI:ElectronicDataInt.

erchange)標 準 化 の主 要 な 流 れ を 図2-7に 示す 。

① 業 界 内 の標 準化

米 国 のEDI標 準 化 動 向 をみ た場 合,業 界 内の 標 準 化 段階 と業 際 間

の 標 準 化 段 階 に分 け る こ とが で き る。

EDI標 準 化 に先 行 した業 界 は運 輸 業 界 で あ る。Transportation

DataCoordinatingCommittee(TDCC)が1968年 に設

立 され,TDCCを 中心 に 関連 業 界 団 体 の 協 力を 得 てEDI標 準 が 検

討 され た 。 そ の 検 討 の結 果,1975年 に まず鉄 道業 界 のEDI標 準

(RAIL)が 設 定 され た。 引 き続 き1970年 代 の後 半 に,海 運 業

界(OCEAN),航 空 業 界(AIR)及 び トラ ック業 界(MOTO

R)の 業 界 標 準 が 設 定 され た 。 この うち,業 界 内 に広 く行 きわ た った

の はRAILとAIRの2つ で,ほ とん どの企 業 がEDI標 準 を採 用

して い る。 そ の 背 景 に は,例 えば航 空 業 界 では飛 行機 便 の 接 続 の た め

に 企 業 間 を 結 ぶ コ ンピ ュ ータ処理 を必 要 と して い た な どの 事 情 が あ る。

コ ン ピ ュー タ化 の利 点 が 特 に多 くな い と ころ,例 えば トラ ッ ク業 界

な どで はEDI標 準採 用 の 進 展 は遅 い。 トラ ッ ク業 界 で は 中 小 企 業 が

非 常 に 多 く,業 界 と して の コ ン セ ンサ ス が 得 に くい こ と も標 準 化

の 進 展 を 遅 くして い る。

② 業 際 間 の標 準化

運 輸 業 界 の 動 向に影 響 され た形 で,食 品 業界 に も1970年 代 後 半

か らED.1標 準 化 の動 きが 起 こ った。
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1976年 にUnifiedCodeCounci1(UCC ,旧UPC)内 に

EDI標 準 検 討 委 員 会 が 設 け られ,標 準化 の検 討 を開 始 して い る。1

980年 には 関 連 業 界 か ら調 査 を依 頼 され たArthurD.Little社

が 調査 結果 を報 告 し,EDI化 が 有 効 な こと,及 び標 準 と して はTD

CC標 準 が 適 当な こ と を提 案 して い る。 その 後,UCCとTDCCと

の 共 同作 業 でUnifiedCommunicationStandard(UCS)が

1980年 頃 に設 定 され,パ イ ロ ッ トモ デル に よ る実験 を経 て,現 在

実 運 用 にい た って い る。1986年 現在,約150社 がUCSを 採 用

してお り,数 年 後 に は400～600社 に拡 大す る と予 想 され てい る。

UCSの 特 徴 は 運 輸 業 界 の もの と異 な り,当 初 か ら"業 際 間"の 標

準 を 目指 して い た こ とに あ る。 この こ とはUCSを 採 用 して い る業 種

分 布 にみ られ,参 加 して い る企 業 は製 造 業,卸 売業,小 売 業 が ほぼ5

:4:1の 割 合 に な ってい る。 当 初UCSは,食 料 品 を 主 な対 象 商 品

と して い た が,最 近 で は薬 品,事 務機 な ど対 象 が 広 が る 傾 向 を見 せ て

い る。

倉 庫 業 界 も同様 に業 際的 な標 準 を 目指 して い る。 当初 倉 庫 業 界 で は

UCCと 標 準 化 の 調整 を行 って い た が,UCSへ の 直接 の 参 加 は 途 中

で あ き らめ,UCSと ほぼ 同時 期 に倉 庫 業 界 と製造 業 とでWINS

(WarehouseIhformationNetworkStandard)を 設 定 した 。

しか し ご く最 近 で は,UCSにWINSを 含 ませ る よ うな方 向 に煩 き

つ つ あ る。

も う一 つの 動 き は,AmericanNationalStandard(ANSI)

の もの で あ る。

ANSIは,ジ ェネ リ ッ クなEDL標 準 開 発 を 目指 旦Lエ ン
ffH-x'一 一'

」こAS,C_一.Xl-2一委員会 を簸L⊇ た。ASCX12委 員会 は各種 の業

界委 員から構i成され てお り,委 員会での 検討の結果,1980年 に最

初の標準 が,1983年 に第2版 の標準 が発表 された。(な お,ASC

己 惚ANS＼c

て96し ぜ 癬 輌y硲
一58一

臼}の 一サ宕 ト

い んoゾ 斥3・ ・s7

4



●

X.12の 事 務 局 業 務 を現 在TDCCが 行 ってい る。)

こ のANSI標 準 を基 本 形 と し,電 機 製 品 用(EDX),化 学(薬

品)用(CIDX)及 び 自動 車(AIAG)の 業 界 単 位 で の標 準が 設

け られ,現 在 パ イ ロ ッ ト ・モデ ル の試験 な どが 行わ れ て い る。

この よ うに,米 国EDI標 準化 の 動 きは こ の2～3年 非 常 に活 発 で,

1985年 を ¶tEDI元 年"と も称 して い る。

● 19701975一19801985

●

1968

0

TDCC

設 立

運
輸
業
界
標
準
検
討

鉄道業界標準一一 全鉄道業

*1:1980年 にArthurD.Little,Inc

が 食 品 業 界 に 対 し,

標 準 を 推 薦 す る報 告 書 を 提 出 。

*2ANSCX12

年 にVersion1,1983年 にVersion

2のEDI標 準 を 発 表 。

海運業界標準
一ー一一{-5社 程度

航空業界標準
…・一一 一一[⊆=〔 工 ー一一ーー一一ーー ー一一 全航空業

トラック業 界標準

・…一 一50社 程度
倉庫業標準一 50社 程 度

UCSへ 参加の方向

1976食 品 業標準150社

握(UCC)「 玲}一 → 灘 慧 ㌶ 社)訳M
、979繊 製品
〇 一ーー一[亟 ユー一←(数 年で200社)

盤X●S2,イ ヒ学(薬 品)
………一 匡[亟}一 ・・社程度

自動車

TDCCのED、 ………pa現 在1・確 度

1ヨ ー ロ ツノマ(ECE)

と協 議 中委 員 会 で は
,1980

Gw、y(縦 しぷ2-7

冷 パ リ 〈.12〆

3署til,qクqc.ny2.g
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ゆ
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② 組織 的関係

米 国におけ る関連組織 の活発 な動 きとその連 係の良 さは注 目に値す る。

主 な組織 の関係 を図2-8に ま とめる。標準化 に関連する組織 と しては,

、企業,業 界団体,調 整機 関(第3者),そ れ にネ ッ トワーク ・サ ー ビス

業が あげ られ る。

米 国の特徴 は調整機 関の存在 とネ ッ トワーク ・サ ー ビス業にあ る。調

整機関は,関 連す る企業又 は団体間の相互の調整を行 う所であ るが,図

2-8に あげ たTDCC,ANSI,UCCは それぞれ多少性格 が異 な

る。

TDCCは,運 輸業界を背景に発足 した組織 で,現 在は標準 その もの'・

の制定は行わず,調 整の役 目に徹 してい る。(た だ しTDCCが 制定 し

た標 準 コー ドの保守は行 っている。)

ANSIは 米国の標準作成機関 としての位置づ けか ら,非 常 に広範 な

業 種 を含 ん でい る。ASCX.12に 参加 してい る企業 は製造業が多

い。 米国の国家的 な機関 としての位置づ けか ら,国 際的な調整 を も役 目

としてい る。

UCCは 流通業 界団体 的な色彩が強い。最近UCSの 伸びが急 なこと

もあ り,重 要な調整機 関である。

特筆 され る ことは,こ れ らの調整組織間の関係が緊密なことで ある。

TDCCはUCCと も密接 に接触 を持 ってい る し,同 時にANSIの 秘

書機関 としての役 目を持 ち,情 報交換 には非常 に大切な役割を果た して

い る。

ネ ッ トワーク ・サ ー ビス業の活動 も活発であ る。 ネ ッ トワー ク ・サ ー

ビス業 は個 々の ユ ーザへ のサ ービスを行 うと同時に ,EDI標 準の制定

に関 しては,業 界 団体及び調整機 関を積極的に支 援 してい る。

業界団体 の協 調性 も良い。例 えば,UCSの 制定に携わ った団体は

GroceryManufacturesAssociation,FoodMarketingInsti・

4
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tute,CooperativeFoodDistributionofAmerica,Natio.

nal-AmericanWholesaleGrocersAssociation,National

AssociationofRetailGrocersInTheUs及 びNational

FoodBrokersAssociationと6団 体 あ り,そ れ も 製 造 業,小 売 業,

卸 売 業 と 広 範 囲 に わ た っ て い る 。

●

ネ ッ トワ ー ク ・サ ー ビ ス業

GEIS

マ ク ダ ネ ル ・ ダ グ ラ ス,

nformaticsGeneralt,

図2-8米 国における関係機関

吟

2.2.6EDlと デ ー タ ・コー ドの関 係

(1)EDI標 準 の構 造

米 国 に お け るデ ータ ・コー ドはEDI標 準 と密 接 な 関 係 を 有 してい る。

そ のた め,ま ずEDI標 準 とデ ータ ・コー ドの 関 係 を 明 らか にす る。

① 構 造

2.2.5項 で 述 べ た よ うに,現 在 の 米 国のEDI標 準 はTDCC系 列

の もの とANSI系 列 の もの が あ るが,両 者 と もに基 本 的 な構 造 は 同 ・
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じで あ る。

EDI標 準 の 構 造 は 図2-9に 示 す よ うな 階 層 構造 に な って お り,

購 入 注 文 書,送 り状 な ど文 書単 位 で標 準 が 制 定 され てい る(ト ラ ンザ

ク シ ョ ン ・レベ ル)。 トラ ンザ ク シ ョンは,セ グ メ ン ト(文 書で い え

ば 行 な ど に相 当)か ら構 成 され て お り,ヘ ッ ダ ー ・セ グメ ン ト,デ ー

タ ・セ グ メ ン ト,ト レイ ラ ー ・セ グ メ ン トの 順 序 で あ る。 各 セ グメ ン

トは 最 下位 の 単位(デ ータ ・エ レメ ン ト)か ら構 成 され る。

図2-9に よ りデ ー タ ・セ グメ ン トを説 明す る と,例 えば 企 業識 別

セ グ メ ン トは4つ の デ ータ ・エ レメ ン トか ら な り,4つ の デ ー タ ・エ

レメ ン トは 各 々組織 の識 別 コー ド,企 業 名,企 業IDコ ー ドの条 件,

企 業IDコ ー ドで あ る。

② コ ー ドの種 類

図2-10に もあ る よ うに,EDI標 準 の コ ー ドに は数 種 類 あ る。

コ ー ドの 内容 及 び コ ー ドの 規 模 か ら分 け た コ ー ドの種 類 を 図2-10

に ま と め るが,EDI標 準 の 特徴 は ペ ア ・コ ー ドに あ る。

つ ま り,利 用 す る コ ー ドを す べ て 一種 類 に 限定 しない で,数 種 類 の

異 な った コ ー ド体 系 の もの が 利 用 され る とい うこ とを前 提 に してい る。

そ の た め,コ ー ドそ の もの を識 別 す る た め の指 示 コ ー ドと コー ドその

もの との ペ アで 意 味 を なす よ うに な ってい る。

も う一 つ の 特 徴 は 関 連 す る組 織 に あ る。 コ ー ドに も比 較 的 規模 の 小

さい コー ドと規 模 の 大 きい コ ー ドが あ るが,一 般 的 に規 模 の大 きい コ

ー ドは そ の 変 更 が 非 常 に難 しく ,そ の保 守 に も相 当の 労 力を要 す る。

そ の た め,規 模 の 大 きい コー ドを単 一 機 関 で 集 中 的 に管 理 す る ので は

な く,各 々の 組 織 に管 理 を任 せ る方 法 を と って い る。

この こ とは ベ ア ・コー ドの採 用 に も関 連 してい るが,既 に何 らか の

統 一 コ ー ドが 存 在 す るの で あれ ば,EDIの 推 進 の た め に もそ の コ ー

ドを 利 用 す るの が 最 善 で あ る とい う考 え方 が基 本 に あ る。
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構 成 例

特 定 業 界 用 のEDI標 準

Transactionl

Segment1(Header)

Segmentl

DataElementα

DataElementβ

DataElementrl

DataElemen↑r2

Segmentp(Trailer)

Transaction2

Transactionx

UCS:食 品 流通業界

購入注文(書)

トランザクシ ョン開始 の識別

企業識別セグメン ト

組織 の識別 コー ド(エ ージェント,銀 行,卸 業 等)

企 業名

この様に,コ ー ドは,コ ー ド企業IDの 条 件

自体 と,そ のコー ドに何が使
}われてい るかを示す ものとの企業IDコ ー ド 組
合せで適用す る場合が多い。

トランザクシ ョン終了の識別

送 り状など

図2-9EDI標 準の 構 造

1命

「

1.内 容 による種類

A単 独 コー ド

条件 コー ド

そのコー ドのみで意味,内 容が 明確 なもの。

例 えば,州 のコー ド,ZIPコ ー ド,UCSのUPC(商 品)

コー ドなど。

コー ドその もの と,そ のコー ドの意味,内 容 の条件を示す指示

コー ドの組 で利用され るもの。

例 えば企業を識別する場合,ど の コー ドを適用 して いるか(例

えばDun社 の コー ドかSCACコ ー ドかなど)を 指示す るコー

ドと,コ ー ドその ものの組合せ で利用 される。

データの値 の条件を示す コー ド。

重量単位,日 時表現方法などが代表例である。

規模及び関連組織 によ る種類

Aメ ジ ャー ・コー ド:規 模 の大 きいコー ド(例 えば300コ 以上)

この コー ドは通常TDCC以 外 の組織が保 守を行 う。

マイナー ・コー ド 規模 の小 さいコー ド

この種類 コー ドの一部分を,TDCCで 値 の設定,保 守等 を

行 う。

図2-10TDCC/EDIの コー ドの 種類

一63一



(2)標 準 デ ー タ ・コ ー ドの 利 用

① 標 準 コー ド例

具体 的 に どの よ うな コ ー ドがEDIに 利 用 され てい るか をみ るた め

に,TDCC標 準 が 候 補 と して あ げ て い る標 準 コ ー ド例 を表2-1,

2-2,2-3及 び2-4に 示す 。(TDCCの 資 料 を も とに 作 成)

この 例 にみ られ る よ うに,各 種 の コ ー ドが 標 準 コ ー ドの候 補 と して

あ げ られ てお り,い ず れ も個 々の 用 途,目 的 の た め に 関連 機 関 が独 自

に 制定 し保 守 を行 って い る もの で あ る。

EDIを 前 提 と した コ ー ドは,表2-4に あげ た コー ドの うち,T

DCCが 制 定 した もの のみ で あ る。 保 守機 関 と して は 公 的 な 色彩 の 強

'
い組 織 が 多 い 。

② 具体 的 利 用

EDIに どの標 準 コ ー ドを適 用 す るか は,当 事 者 間 で 合 意 の 上 決 め

る こ とを基 本 と してい る が,普 遍 性 の 高 い もの,例 えば 州 の コ ー ド,

ZIPコ ー ド,電 話 番 号 な どの利 用 が比 較 的 多 い よ うで あ る 。

注 目され るの は,UCSの 動 きで あ ろ う。UCSで は,商 品 コー ド

(Productcode)と して はUPCコ ー ド,企 業 コ ー ドと して はDun

社 が 割 り当 て て い る コー ドに4桁 の ユ ーザ ・サ フ ィ ッ クス ・コ ー ドを

付 加 した コ ー ドの利 用 を 明確 に定 め てい る。

UCSへ 参 加す る企 業 及 び業 種 の 増 加 の傾 向か ら判 断 す る と,UC

Sで 定 め た コ ー ドの 利 用 が 今 後他 のEDIに お い て も重 要 に な る と考

え られ る。 そ の 理 由は 上 記 両 コー ドの 適 用性 の 広 さに あ る。 す なわ ち,

Dun社 の コ ー ドは 対 象 企 業 範 囲 が300万 社 に も及 び,EDIを 行 う と

考 え られ る企 業 の 規 模 か ら,EDI参 加企 業 の大 部 分 が含 まれ てい る

と判 断 され る。 一 方,UPCコ ー ドも当 初 の食 品 分 野 か ら,最 近 は ス

ポ ー ツ製 品,薬 品,化 粧 品へ と広 が ってお り,電 機 製 品 に お い て もU

PCコ ー ドの 採 用が 進 め られ てい る。
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▲

企 業 の住 所(場 所)の 特 定 につ い て も,Dun社 の デ ータか ら場 所 を

知 る とい う方 法 が と られ て い る よ うで あ り,こ の2つ の コ ー ドの 適 用

性 は 非常 に広 い とい うこ とが わ か る。

適 用 性 の面 で はUPCコ ー ドの方 針 も重 要 で あ る。 電 機 製 品 を例 に

と る と,一 般 に 各社 が 独 自 に カ タ ログ番 号 等 の コ ー ドを定 めて い るが,

UCCの 方 針 は 各社 で定 め た コ ー ドとUPCコ ー ドの共 存 を 前 提 に し

て い る こ とで,UPCコ ー ドは あ くまで 企 業 間 の"共 通 言 語"と して

位 置づ け てい る。EDI標 準 が採 用 してい る コ ー ド体 系(ペ ア ・コ ー

ド)の 柔軟 さを 考 える と,UPCコ ー ドと各社 固 有 コ ー ドを共 存 させ

る方 式 は そ の 普 遍性 が 非 常 に高 い とい える。

合
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表2-1標 準 企 業 コー ド例

対 象 機 関 備 考

航 空 会 社 InternationalAirTrans一 航 空 会 社 の コー ド,2文 字(ア ル フ ァ ベ ッ ト)

portAssociation(IATA)

銀 行 AmericanBankers 政 府 登録銀行 の コー ド

Association

一 般 企 業 Dun&Bradstreet,Inc. Dun社 が 登録,保 守 を行 ってい る一般企業 の コー

ド。9桁 の数値か らなってお り,300万 社以上

の企業 を登録 してい る。

UCSで は,9桁 の コ ー ドに4桁 の ユ ー ザ ー サ フ

イ ック ス ・ コー ドを付 加 す る こ と に ょ り,よ リ レ

ベルの深 い識別を可能に している。

運 輸 会 社 NationalMotorFreight StandardCarrierAlphaCode(SCAC)

TrafficAssociation, NMFTAが 個 々の運輸企業に,2～4文 字(ア ル

Inc.(NMFTA) フ ァ ベ ッ ト)の コ ー ドを 割 り当 て て い る。

海 運 会社 FederalMaritimeCommi一 海運会 社に割 り当てられた許可番号(Licence

Ssion(FMC) number)

そ の 他 ・UPCコ ー ドに 登 録 さ れ て い る ベ ン ダ ー(メ ー カ ー)・ コー ド

・国防省に登録 している企業 コー ド

・電話番号

などが適宜用 い られてい る。

▲

■

表2-2標 準 商 品 コー ド例

対 象 機 関 備 考

関税 目的 UnitedStatesTariff

Commision

統 計処理及び関税 のために設定 され た商品 コー ド。

7桁 の数値か らなる分 類 コー ドである。

運 賃 識別 NationalMotorFreight

TrafficAssociation,Inc・

(NMFTA)

米国内 での輸送運賃のク ラス分 けのための商品 コ

ー ド
。6桁 の数値 か らなる分類 コー ドで ある。

国 際 貿 易 UnitedNation 国連 が経済分析 のために設定 した商品 コー ド。

2～5桁 の数 値か らなる分類 コー ドで ある。

輸 送 物 AssociationofAmerican

Railroads

StandardTransportationCommodity

Code(STCC)。2～7桁 の 数 値 か ら な る 輸 送 物

全 般 に対 す る 分 類 コー ドで,産 業 分 類 を基 とす る。

米 国 政 府 DefenseLogistics

ServiceCenter

米 国政府が供 給する物品の コー ド。

4桁 の分類 コー ドと,g桁 の数 値 コー ドの合計13

桁 の合成 コー ドで,単 品識別に用い られ る。

そ の 他 商 品 コー ド(CommodityCode)と は 別 に 単 品 識 別 コ ー ド(Productcode)と

して,UPCコ ー ドな どが 適 用 さ れ て い る。

台

■
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表2-3標 準場 所 コ ー ド例

対 象 機 関 備 考

空 港 InternationalAirTrans一 空 港のある場所の コー ド。5桁 。

portAssociation(NMFTA)
一 般 的 NationalMotorFreight StandardPointLocationCode(SPLC)

な 場 所 TrafficAssociation,Inc・ ある特定の場 所の識別に用 い られ,6桁 十3桁 の

(輸 送) (NMFTA) サ ブ ・ コー ド,合 計9桁 の 数 値 コ ー ドか ら な る。

申請 によって特定の場所に コー ドを付加 す ること

が可能 である。

一 般 的

な 場 所
CanadianFreightAssoci一 CanadianSPLC。6桁 の 数 値 コ ー ド。

('カ ナダ) ation

州 の レベル DepartmentofCommerce 50州 とWashingtonD.C.の コ ー ド。

一 般 的 NationalBureauofStan一 人が住 んでい る場所 の識別 コー ド(FIPS55コ ー

な 場 所 dards ド)。7桁 の数値コードであり,上2桁 は州の識別に用い

られてい る。人 口センサスなどの場所 との対応が

とられ てい るのが特徴 で ある。

そ の 他 ・郵便番号(ZIPコ ー ド
,5桁 の数値)

・国防省 関係で設定された場所 コー ド ,

な どが用い られ てい る。

前 出 したDun社 の 企業 コー ドか ら,住 所を特定 するとい う方法 もとられてい る。

表2-4そ の他 の コー ド例

対 象 機 関 備 考

危 険 物 InternationalMaritinle

Organization(IMO)

InternationalAirTransport

Association(IATA)な ど

危険物 の商品 コー ド

コ ン テ ナ'

タ イ プ

InternationalAirTransport

Association(IATA)

コンテナ ・タイプとその説明用の コー ド

*梱 包方法 TransportationData

CoordinatingCommittee

(TDCC)

梱包形態(3桁 のアル ファベ ッ ト),梱 包 材料
.

(2桁 の数値)の2種 類の コー ド

、

*請 求方法 TransportationData

CoordinatingCommittee

(TDCC)

支払 い請求方法の コー ド化。3桁 の アル ファベ ッ

ト。

*取 扱 い

方 法

TransportationData

CoordinatingCommittee

(TDCC)

取 扱 い 方 法 の コー ド化 。3桁 の ア ル フ ァ ベ ッ ト。

一

*単 位識別 TransportationData

CoordinatingCommittee

(TDCC)

距離,温 度,時 刻 などの単位識別。2桁 のアル フ

ァベ ット。

*印 の コ ー ドは,TDCCで 設 定 し,保 守 し て い る コ ー ド。
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2.2.7標 準 化 事 例

こ こで は,米 国 に お け る デー タ ・コー ドの標 準化 事 例 と してNMFTA

(NationalMotorFreinghtTrafficAssociation)を あげ る。

(1)NMFTAの 概 要

NMFTAは 米 国 の 陸 運企 業 を会 員 とす る団体 で あ り,米 国主 要 トラ

ッ ク企 業 の99%以 上 を カバ ー してい る。

この 団 体 の 主 要 目的 は,運 賃 に 関す る規定 の 作成,保 守 で あ り,そ の

目的 か ら次 に述 べ る各種 コ ー ドの標 準 化(統 一 化)を 行 って い る。

(2)商 品 コー ド

NMFTAで は,米 国 内輸 送運 賃 ク ラス設 定 を 目的 と した 商 品分 類 を行

い,そ れ を コー ド化 して い る。

コー ドは6桁 の数 値 か らな るが,図2-11に 例 示す る よ うに一 般 の

商 品 分 類 とは 異 な り,輸 送 とい う観点 か ら分 類 を行 って い る。

例 えばElectrodesの 部 分 を見 る と,Device,testing,Inst-

rument,testing及 びMonitoring,Patientが56750と コー ド

化 され て お り,こ の グル ー プが 料 金 設 定上 の 一 つ の ク ラス と な ってい る。

同 じElectrodesで も他 の 商 品 はべ つ の 値 に コー ド化 され てい る。

(3)企 業 コー ド

NMFTAで は,登 録 申請 の あ った運 送 企業 に対 し,一 義 的 な コー ドを

割 り当て て い る。

こ の コー ドは,StandardCarrierAlphaCodo(SCAC)と

呼 ば れ て お り,4桁 の アル フ ァベ ッ ト文 字 か らな る。

図2-12に 例示 す る よ うに企 業 名 を も とに コー ドを定 めて お り,例

えばNationwiteHorseCarriersIncに はNAHCと コー ドが付

され てい る。

これ らの コー ドは,NMFTAで 保 守 を行 って お り,コ ー ドの新 規 追

加,削 除 等 の 情 報 を定 期 的 に会 員 企業 に流 して い る。
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SCACコ ー ドは 出版 物 と と もに,磁 気 テー プに よ る提 供 も行 わ れ て

い る。

■
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図2-12 NMFTA企 業 コー ド例
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④ 場所 コー ド

次 にSPLCコ ー ド(StandardPointLocationCode)に つ い

て説 明 す る。

この コー ドは,輸 送 料 金 設 定 の た め に場所 を コー ド化 す る もので,場

所 とは 市(city),町(town),村(village),コ ミ ュ ニ テ ィ

(community),鉄 道 の駅,空 港,そ の他 の輸 送 目的 か ら一 つの 場 所

と して扱 う もの で あ る。

コー ド体 系 は 次の よ うに設 定 され て い る。

nln2n3n4n5n6SlS2S3

町

m

再

㍉

斑

斑

恥

㍉

図2-13に よ って説 明 す る と,

が 割 り当 て られ,

n5n6="00

割 り当て られ,全 体 でtt178300017"の9桁 で エ ンバ イ ヤ ・ス テー ト

ピル を 識別 して い る。

図2-14に サ ブ ・コー ドの 内容 を示 す 。

この コー ドの 特 徴 は,詳 細 さ と柔 軟 さに あ る。 詳 細 さ とい う面 で は,

サ ブ ・コー ドを設 け る こ とに よ り非 常 に 限定 され た地 点 の 識別 が可 能 に

な ってい る。 柔 軟 性 とい う面 で は,サ ブ ・コー ドに利 用 者 各 自が任 意 に

設 定 可 能 な範 囲 を設 け てい る こ と,及 び共 通 コー ドと しての 運 用 の仕 方

に あ る。 この コー ドはNMFTAが 保 守 を 行 ってい る が,n5n6レ ベ ル

:州,地 方(province)レ ベ ル の コ ー ド

:郡(county)レ ベ ル の コー ド

:上 で 定 義 した 場 所(市,町 な ど)の 識 別 コー ド

s3:サ ブ ・ コ ー ド。 よ り詳 細 な 場 所 を 識 別 す る た め の も の

で,001～699は 例 えば 学 校 な ど公 的 な 場 所 の た

あ に 予 約 され て お り,700～999は 利 用 者 が 各 自

で 任 意 に 設 定 で き る。

ニ ュ ー ヨ ー ク 州 東 部 にnln2=tt17"

以 下 ニ ュ ー ヨ ー ク市 の マ ン ハ ッ タ ンnn=tt83",

"
,エ ン バ イ ヤ ・ス テ ー ト ビル にsss=ttO17"が

一72一
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⑨

以 下 で は ユ ーザ ーか らの 申請 を可 能 に してお り,そ の 申請 が 受 理 され た

場 合,"共 通"的 な場 所 コー ドと して 取 り扱 われ,そ の コー ドが 周 知 さ

れ る。

た だ し,米 国の 運 輸業 界 に お け る共 通 的 な場 所 の 識別 に は,ZIPコ

ー ドが一 般 的 に 用 い られ てお り
,現 時 点 で このSPLCコ ー ドを利 用 し

てい る の は,ご く限 られ た企 業 であ る。(ト ラ ック業 ,メ ー カー な どを

含 め て最 大 で500社 程度 が 利 用 して い る との こ とで あ っ た。)

SCACコ ー ドと同様 にSPLCコ ー ドも磁気 テ ー プで提 供 され て お

り,EDIで の 利用 も順 次 広 が って 行 くの で はな い か と担 当者 は述 べ て

い る。

■
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2.2.8EDIサ ー ビス

(1)EDIサ ー ビスの 位 置づ け

図2-15は そ の 形態 を示 した もの で,ネ ッ トワー クの接 続 の方 式,

標 準 フ ォ ー マ ッ トとの 関 係か ら,4つ の タ イ プに分 け られ る。

標 準 フ ォー マ ッ トとの 関係 でい えば,タ イ プ1,2,3と もに企 業 自

.身 で 標 準 フ ォー マ ッ ト,又 は相 手 先 企業 が 受 け付 け可 能 な フ ォー マ ッ ト

に合 わせ る必 要 が あ る。 そ の うちで も,タ イ プ1は フ ロ ッピー ・デ ィス

ク等 に よ る オ フ ライ ン ・デ ー タ交 換,タ イ プ2は 個 々の ユ ー ザ ー 同士 が

直接 ネ ッ トワー ク接 続す る オ ン ライ ン ・デ ー タ交 換 で あ る。

タ イ プ3は ネ ッ トワー ク接 続 にVAN(ValueAddedNetwork)

を利 用 す る もの で,こ の サ ー ビス を利 用 した 場 合,機 器 レベ ル の互 換 性

の 問 題 はVANを サ ー ビスす る企 業が 通 信 プ ロ トコル変 換 な どで対 処 す

る。

タ イ プ4は,さ らに ビジネ ス プ ロ トコル までの 互 換 性 サ ー ビス を第3

者 が 提 供 し よ う とす る もの で,タ イ プ3を 包 含 し,米 国 で は ネ ッ トワー

ク ・プ ロセ ッシング ・サ ー ビス と呼 ばれ てい る。 この場 合,個 々の企 業 は

独 自の フ ォーマ ッ トの ま ま他 企 業 との企 業 間 ネ ッ トワー クが 可 能 とな り,

そ の 利 用 価 値 は 大 きい。

最 近,米 国 で は この ネ ッ トワー ク ・プ ロセ シン グ ・サ ー ビス(EDI

サ ー ビス)を 行 う企業 が増 加 してお り,InformaticsGenera1社,

McdoneUDouglas社,GEIS社 な どが その 代 表的 な 例 で あ る。

米 国 にお け るEDIサ ー ビス の特徴 の一 つ は,こ れ らの サ ー ビス会 社

が,例 えばTDCC,UCCな どの 調 整機 関 と密接 な 関 係 を持 って い る

こ とで あ り,調 整機 関 もそ の ユ ー ザ ーに サ ー ビス会 社 を 積極 的 に紹 介 し

て い るo

(2)GEIS社 の サ ー ビス概 要

EDIサ ー ビス会 社 の うち,GEIS社(GeneralElectric
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InformationServices)の サ ー ビス概要 につ い て説 明す る。

GEIS社 はGE社 の系 列 会社 で あ り,古 くか らMARK－ 皿な どの

ネ ッ トワー ク ・サ ー ビス を米 国 内及 び 海 外 に広 く行 ってい る。 そ の ネ ッ

トワー ク ・サ ー ビスの一 環 と してGEIS社 が 最 近 力 を注 い で い るの が

EDIサ ー ビスで あ る。

GEIS社 で は 広範 囲 な業 種 のEDIを サ ー ビス しよ うと してお り,

特 に 製 造業,流 通 業 な どを 主要 な対 象 に しよ うと してい る。GEIS社

は,業 務 の一 環 と して 標 準化 活 動 に も 力 を入 れ て お り,ASCX.12

の メ ンバ ー に もな って い る。 ま た,AIAG(AutomotiveIndust-

ryActionGroup,自 動 車 業 界 にお け るEDI推 進 団体)な どの 団体

活動 も積 極 的 に支 援 してい る。

GEIS社 が 提 供 してい るサ ー ビス には,EDI*EXPRESS*QUI

CKCONNECT*(ユ ーザ ー条 件設 定 の た めの ツー ル),EDI*PC

(パ ソコ ン利 用 のEDI)(*い ず れ もGEIS社 の 登 録 商 標)な どが

あ る が,主 なサ ー ビス で あ るEDI*EXPRESSの 主要 機能を図2_16

に ま とめ る。

EDI*EXPRESSは 企業 間 の文 書(フ ォー マ ッ ト)を ネ ッ トワー

ク交 換 す る もの で,そ の た め に必 要 な翻 訳 機 能 を提 供 して い る。 ただ し,

この 変 換 は文 書 の 様 式(フ ォー マ ッ ト)に 関 す る変 換 で あ り,デ ー タの

中 身 につ い て は 関 知 してい な い。 ま た,標 準 化 され た文 書 間 の 変換 を主

体 と して お り,個 々の 企 業 間 の フ ォー マ ッ ト変 換 は原 則 と して 行 って い

ない。

今 回 の 調査 の対 象 で あ るデ ー タ ・コー ドとい う面 で は,該 当す る企 業

間 で ネ ッ トワー クに 利用 す る デー タ ・コー ドの 共 通 化 が 行 われ てい る も

の と して お り,特 に変 換 サ ー ビス は行 ってい ない。
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1.メ イル ・ボ ックス機能

送 り側か らの デー タを一時1「メイル ・ボ ックス 「1に保存する機能。

この機能 に より,送 り側/受 け側の コンピュータ稼動 時間の相違 などの問題 を解 消で

きる。

2.正 当性 チ ェック機能

受け側 において,デ ータのタイプ,構 造 などの正当性をチ ェックする。

3.翻 訳 機能

送 り側及 び受け側で文書 フォーマ ットが異 な る場合,送 り側 のフォーマッ トを受 け側

の フォーマ ットに変換(翻 訳)す る。

翻訳 には次の2種 類がサー ビスされ る。

(1)特 定 の フォーマ ットか らある標準 フォーマ ットへ の変換(例 えばUCS)。

(2)あ る標準 か ら(例 えばUCS)別 の標準への変換(例 えばEDI)。

この翻訳 は フォーマ ットの変換で あり,デ ー タの中身については関知 しない。(例

えば商品 コー ドの値そ の ものの変換は行 わない とい う意味。)

上 記2,3の 機能 のために,ユ ーザー側はGEIS社 に社内での利用 フォ三マ ット

などに関す る情報 を与 える必要が ある。

GEIS社 のパ ンフレ ットを もとに作成

米EDI+EXPRESSはGEIS社 の登録商標で ある。

図2-16EDI*EXPRESS*の 主 要 機 能

◆

.直
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2.3国 際標準化 の動 向

世 界経済の一体化 が進んだ現在 では,国 際間の デー タ交換が急速 に増 加 し

てお り,オ ン ライ ンによるデー タ交換(国 際EDI)の ニーズが増大 してい

るo

国際EDIを 実現す るた めには,ビ ジネスプロ トコルの国際標準化が必要

であ り,最 近 にな って,ISO規 格制定へ向けての作業が活発化 してい る。

本節では,ISO規 格作成 を中心 とした,国 際標準化の動向について述べ る。

●

2.3.1国 際 標 準 化 の 経 緯

(1)貿 易手 続 簡 素 化 か らの ア プ ロー チ

国際 標 準 化 の ル ー ツは,15年 以 上 前 に 遡 る。1970年 代 始 め 頃

の,増 大 す る世 界 貿 易 に伴 って課 題 に な った事 務 処 理(貿 易 手続)の 合

理化 に関 す る検 討が,国 際EDIと 国 際標 準 化 の 出発点 で あ る。

当初 は,手 続 きその もの の簡 素化 あ るい は帳 票 フ ォー マ ッ トの標 準 化

作 業 な どが 行 われ たが,や が て,米 国 お よび 欧 州 を中 心 と して,オ ン ラ

イ ン ・デ ー タ交 換 に よ る 効 率 化 が指 向 され るよ うに な った。

前 者(米 国)の 発展 した 結 果 が,前 節(2.2)で 述べたANSIX.12

で あ り,後 者(欧 州)の 発 展 形 が,TDI(TradeDataInterchan-

ging)で あ る。

後 者 は,ECE(EconomicComissionforEurope)の 場で検

討 され た のが 特 徴 で あ り,次 第 に,国 際 標 準 化 の動 きヘ シフ トしてい っ

た。

(2)国 際 標準 化 の ス ター ト

オ ンライ ン ・デー タ交 換(す な わ ち,EDI)の た めの 規 格 の標準 化

は,米 国 と欧 州 で 別 々に進 んだ が,1985年 頃 か ら,こ の2つ の規 格

を共 通化 し,一 本 化 しよ う とす る検 討が 始 ま った。

そ の 理 由 は,次 の よ うに な る。

e

－80一



`

c

●

米 国 と欧 州 との 間 の貿 易 量 は,極 め て多 く,そ の た めの デ ー タ交 換 を

オ ン ライ ン化 し よ うとす る と き,両 者 のEDI規 格 が食 い違 っ てい る こ

とは,不 便 な だ け で,メ リッ トが ない か らで あ る。

このた め に結 成 され た グル ー プは,UN-JEDI(UN-Joint

EDI)と 呼 ば れ,国 連 のECEの 場 を 中心 に,標 準 化 活動 を 行 って い

る。

(3)国 際 標準 化 グル ー プ(UN-JEDI)の 特徴

UN-JEDIは,貿 易 手 続 簡 素化 とい う視 点 か らの ア プ ロー チの延

長 上 に誕生 した グル ー プで あ る ため,世 界 各 国の 主 と して貿 易 関 係 の 団

体 で 構 成 され て い る。

その 中 心 的存 在 は,SITPRO(SimplificationofInterna-

tionalTradeProcedures)と 呼 ば れ る英 国の 貿 易 手続 簡 素 化 推進

機 関 で あ る。 我 が 国 もJASTPRO(日 本貿 易関 係 手 続簡 素 化 協 会)と

い う貿 易手 続 簡 素 化 推 進 機 関 が 参 加 しいい る。

しか しなが ら,米 国 か らは,や や 視点 の 違 うグ ル ー プで あ るASC

X.12が 参 加 してい る 。ASCX・12は ・ 国内/国 外 を問 わ ず 一般 の

取 引 デー タ交 換(EDI)に お け る ビジ ネ ス プロ トコルの 業 界 横 断 的標

準 化 を 目標 と して設 立 され た グル ー プで あ り,単 な る貿 易関 係団 体 で は

ない 。 そ の 結 果,UN-JEDIグ ル ー プに も2つ の 方 向が 感 じ られ る。

一 つ は ,貿 易 デ ー タ交 換 を 中心 と したEDIの 国際 標 準 化 で あ り,も

う一 つ は,も っと広 範 な業務 処 理 を対 象 と したEDIの 国際 標準 化 で あ

る。

最 近 は,ど ち らか とい えば,後 者 の ア プ ロー チが 主 流 に な りつ つ あ り,

後 述す る国際 標 準 も,デ ー タ交 換 一般 を 対 象 と してい る。 この 場 合,U

N-JEDI参 加 グルー プも,貿 易 とい う範 囲 か らデ ー タ交 換 一 般へ と,

対 象範 囲 を拡 大 す る必 要 が あ り,各 国 の対 応 が課 題 とな る。
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(4)UN-ECEか らISO規 格 化 へ

UN-JEDIは,UN-ECEの 場 で新 しい 国 際 標 準 の検 討 を行 な

い,EDIFACT(EDIForAdministration,Commerceand

Transport)と 称 す る新 しい規 格 を作 成 した。

そ して,従 来 で あ れ ば,各 国 の貿 易 手 続 簡 素 化 推 進 機 関 を通 じて,こ

の 規 格 の 普 及 を図 る ところ を,今 回 は,こ の規 格 をISOの 場(TC

154)に 持 ち込 み,ISO規 格 にす る こ とに な った。

こ う して,国 際 標 準 と してオ ー ソ ライ ズ し,各 国 に普及 させ よ うと し

てい る と こ ろが,大 き な特徴 で あ る。

そ の か わ り,ISO規 格 化 の 際 に,貿 易 デ ー タ交 換 向け のEDI規 格

か ら,デ ー タ交 換 一 般 向け の汎 用EDI規 格 に,性 格 が 変更 され てい る。

こ う して,貿 易 手 続簡 素 化か ら出発 したEDIの 国際 標準 化 は,デ ー

タ交 換 一 般 向 け の 汎 用EDIの 国際 標 準 化 に 発展 した。

そ の 裏 には,経 済 が 国 境 を越 えて しま い,国 内取 引 と国際 取 引(貿 易)

を区 別 す る こ との 意味 が 次 第 に減 少 してい る とい う背 景 が あ る。

,

●

2.3.21SOに お け るEDlの 国 際標 準 化 作 業

(1)伝 送 手順 と ビジ ネ ス プ ロ トコル

EDIを 行 うた め に は,既 に述 べ た よ うに,伝 送 手順 と ビジネ ス プ ロ

トコル の 標 準化 を行 うこ とが必 要 で あ る。'

ISOで は,2つ の技 術 委 員会rTC97」 とrTC154」 で そ れ

ぞれ,伝 送 手 順 と ビジ ネス プ ・ トコル の 規 格 を検 討 してい る。 ・

TC97で は,OSI方 式 で 知 られ る,新 しい 伝 送 手段 の 国 際 標 準 規

格 が作 成 され て お り,TC154で は,前 述 した 新 しい 国際 標 準 デ ー タ

交換 フ ォ ーマ ッ トで あ るEDIFACTが 作成 され た。'
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●

●

亀

(2)デ ー タエ レメ ン ト(デ ー タ コー ド)の 標準 化

①ISO/TC46関 係

ISO/TC46ド キ ュ メン テ ー シ ョンはISOの 前 身 で あ るIS

A時 代 の1937年 に設 置 され,創 設 か ら現在 に至 る まで 一 貫 して ド

ィ ッが事 務局 を担 当 して い る。

戦 後ISOは,TC46の 活 動 に よ る ドキ ュ メ ンテ ー シ ョン関係 の

ISO/Rを 逐 次 制 定 した が,米 国 ・英 国 な どの技 術 先 進 国 は,当 時,

ドキ ュ メ ン テー シ ョンの 国際 規 格 の 必 要 度 につ い て 認識 が 低 く,ISO

/Rを 自国 の規 格 に 受 け 入 れ よ うと しな か った。

しか し,情 報 の 流 通 手 法 の 発展 と国 際 化 に伴 い,TC46の 活動 に

積極 的 に 参 加 しISO/Rを と り入 れ る こ とに よ って,自 国の 規 格 と

関 係国 の 規 格 に 整 合 性 を持 たせ る こ とが 有 利 で あ る との認 識 が 高 ま り

今 日に至 っ てい る。
'
TC46は,次 の よ うな構 成 に な ってい る。

SC2翻 字(文 字 交 換)

SC3用 語

SC4機 械 化

WG1符 号

WG3,配 列 規 則

WG4機 械 可 読 書誌 情 報 の フ ァイル 構 造

WG5ア プ リケ ー シ ョン ・レベ ルの プ ロ トコル

SC5シ ソー ラー

SC6書 誌 デ ー タ要 素

SC7出 版 物

WG2国 名 コー ド

WG8図 書 館 資 料 の 価 格 指標

WG9国 際 図 書 館 統 計
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WG11図 書 出版 関 係統 計

TC46関 係 の 重 要 コー ドは,以 下 の3つ であ る。

ISO/TC46の デ ー タ コー ド関 係規 格 には 以 下 の もの が あ る。

(a)ISO3166-1981

Codesfortherepresentationofnamesofcount-

ries(国 名 コー ド)

(b)ISO2108-1978

Documentation-InternationalStandardbooknumbe-

rin9(ISBN)(国 際 標 準 図書 番 号)

(c)ISO3297-1986

Documentation-InternationalStandardserial

numbering(ISSN)(国 際 標 準 逐 次 刊 行物 番 号)

②ISO/TC97/SC14関 係

デ ー タ コー ドは,情 報 処 理 シス テ ム内の 処 理 効 率 の 向上 又 は情 報 交

換 シ ス テ ムに お け る共 通 コー ド設定 な どの た め,そ の 標 準 化 の必 要 性

が 増 大 し,ISOの デ ー タ コー ドの 標準 化 活 動 が この 委 員 会 で 行 われ

てい る。 日本 もPメ ン バ ー と して 加入 して い る。

現 在 まで にISOと して制 定 され た もの,及 び審 議 中 の もの は 表2

-5の とお りで あ る
。 な お,参 考 の た めにJISで 制 定 され た もの,

お よび 審 議 中 の もの との対 比 をの せ る。

9

一84一



「

表2-51SO関 係 の コー ド

■

●

デ ー タ コ ー ド名 ISO JIS 備 考

日付の表示 2014 XO301(C6262) δ

週の数え方 2015 一 ○

年間通産 日 2711 一 ○ ○印の ものについて

は まとめてISOで

単位記号の表記方法 2955 XO124(C6273)
はDIS8601と

時刻の表示 3307 XO302(C6263) ○ して審議中

性別コー ド 5218 XO303(C6264)

時差の表示 4031
一

q

地点の表示 6709 一

検査文字システム 7064 一

組織の表示 6523 一

デー タ要素の構成 ・表現の指針 DP7352
一

同上 デー タコー ドの付 け方

と原理
DPTR9789 一 データコードの指針の別冊

分類表示の構造 DIS7826 一

デー タ要素の表現 審議中 一

データ要素標準化の調整 審議中 一

(3)そ の 他 の関 係 技 術 委 員 会(団 体)と そ の概 要

TC46とTC97/SC14の ほか に,デ ー タ コ ー ドに 関す る海 外

■

●

の関 係 団 体 を あ げ る と,ISOで はTC97の 中 で,

TC97/SC15

TC97/SC17

TC97以 外 で は,

ラ ベ ル と フ ァイ ル 構 成

(LabellingandFileStructure)

ク レ ジ ッ トカ ー ド及 び 識 別 カ ー ド

(IdentificationandCredit

Cards)

r-85一

」



TC12

TC37

TC68

TC154

な どがあ る。

量,単 位,記 号,換 算 率 及 び 換 算 表

(Quantities,Units,Symbols,Con-

versionFactorsandConversion

Tables)

用 語(Vocabulary)

銀 行 業 務(Banking)

行 政 ・商 業 ・工 業 用 書 式 及 び 記 載 項 目

(DocumentsandDatainAdmini-

stration.CommerceandIndustry)

ISO以 外の主 な関係団体 としては,

CCC

CCE

ECE

UNCTAD

UPU

な どが あ る。

CustomsCo-operationCouncil

CommissionoftheEuropean

Countries

U.N.EconomicCommisionfor

Europe(後 述)

U.N,Conference`onTradeand

Development(後 述)

UniversalPostalUnion

2.3.3国 連貿 易デ ータエレメン ト集

(1)経 緯 ・背景

国連ECE貿 易手続簡易化作業部会 は,国 際間にて貿 易データ交換を

行 う場合の各 国貿易関係者の共通基盤 を設 け るため,1975年 以降,

関係国際機関 の協力を得て貿易 デー タエ レメン トの統一化,標 準化作業

を行 って きた。
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φ

◆

■

そ の 作 業 結 果 は,1981年6月,ECE,UNCTAD両 事 務 局共

同 に よ りUNTDED(UNTradeDataElementDirectory

:国 連 貿 易 デー タ エ レメ ン ト集)と して 発 行 され た。

そ の後,1983年4月 に は 改訂 版 が 発 行 され,以 後 常 設 の 保守 機 関

を 通 じて毎 年 更新 され てい る。 原本 は,英 語,フ ラ ン ス語,ロ シ ア語,

スペ イ ン語 の4ケ 国 語 版 で 出 て い るが,わ が 国 のJASTPRO(日 本 貿

易 関 係 手続 簡 易 化 協 会)に お い て,そ の 日本 語版 が1986年3月 に 出

版 され て い る(JASTPRO刊85-22)。

(2)概 要

本UNTDEDに 集 録 され た 標 準 デー タエ レメ ン トは,国 際 貿 易 に お

け る デー タ交 換 の 簡 易化 を 目的 と して い る。 この 標 準 デ ー タ エ レメ ン ト

は,デ ー タ交 換 の い か な る方 法 にで も使 用 で き る。

これ らの デ ー タエ レメ ン トは 伝 送 ご とに選 択 で き る し,ま た例 えば,

ECE内 で 開発 され た貿 易 デ ー タ交 換 の た めの ガイ ドライ ン(GTDI)

の 中で も使 用 で き る(適 用 範 囲)。

UNTDEDは,下 記 の9部 か ら成 って い る が,そ の 中 の1,2,3,

4,9節 につ い て は 国 際 規 格(ISO7372)と して 登録 され てい

る(構 成)。

一第1節

第2節

第3節

第4節

第5節

第6節

第7節

第8節

第9節

序 論

索 引(デ ー タエ レメン トの一 覧表)

標準 データエ レメン ト

注 釈

コー ド

関連勧告 および標準

書類上 の問題(作 成予定)

保 留

雑 則
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デー タエ レメ ン トの カテゴ リー と識 別 子 の 割 当は,4桁 の数 字 が,デ ー

タエ レメ ン ト識 別 子(タ グ)と して使 用 され てい る。 デ ー タエ レメン ト

は,広 義 の カ テ ゴ リに グル ー プ分 け され,各 国 お よび 企 業 の使 用 のた め

の十 分 な枠 を確 保 す る必 要 が あ るた め,次 の よ うに割 り当て られ る。

0000～0999

1000～gggg

は 使 用 し な い

グル ー プ1:

'グ ル
ー プ2:

グ ル ー プ3:

グ ル ー プ4

グ ル ー プ5

グ ル ー プ6

グ ル ー プ7

グ ル ー プ8

グ ル ー プ9

(1000～1499)書 類,参 照 事 項

(2000～2499)日 付,時 間,期 間

(3000～3499)当 事 者,住 所,場

所,国

:(4000～4499)条 項,条 件,約 定,

指 示

.(5000～5499)金 額,料 金,パ ー

セ ン ト

:(6000～6499)数 量 識 別 子,数 量

:(7000～7499)貨 物 の 明 細,識 別

子

:(8000～8499)輸 送 形 態 と 手 段,

コ ン テ ナ

:(9000～9499)そ の 他

各々の 一 般 カテ ゴ リー内では,最 初 の500の 数 字 が 国 際 的 に 合 意 され

た デ ー タ エ レメ ン トに割 当て られ,次 の300が 各 国の デ ー タ エ レメ ン

トで あ り,最 後 の200が 私 的 企業 用 と して利 用 で き る。

偶 数 の タ グは,デ ー タ項 目の 平 語 に よ る表 現 を示 す の に使 用 され,そ

の次 の 奇 数 は,そ の 同 じデー タ エ レメ ン トの コー ドが あ る場 合,そ の コ

ー ドに よる表 現 の た め に と られ て い る。
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2.3.4国 連 貿易データ交換指針書

(1)経 緯 ・背景

貿易 デー タ交換 を相互に,又 は多数の相手方 と行 う場合の伝 送文 の構

成,伝 送上の各種 ルールを国際的 に標準化 し,実 用化す ることは,国 際

間の貿易手続,情 報処理の上で大 きな改善 をもた らす ものと考 えられ る。

国連ECEで は,1970年 代後半 か ら貿易 デー タ交換 ルールの標準

化作業 を行 ってきたが,そ の結果がUNTradeDataInterchange

Directory(UNTDID:貿 易 デー タ交換指針書)で あ る。

貿易 デー タ交換 に関す るこの ガイ ドライ ンは,ECE作 業 部会 の専門

家会議 の5年 間にわた る検討作業 を もとに して作成 され,1980年9

月に承 認 された ものであ る。'、

本 ガイ ドライ ンは,関 係業界に対 し,貿 易デー タ交換標準化 の進 むべ

き概括的 方向を示す ことが極 めて重要で あると考 えて作成 された。す な

わち,試 行錯誤 の上,最 終的に採用 できないよ うな解決策に無駄な投資

をす る リスクをできるだけ避けよ うとす る ものであるポ

JASTPRO(日 本貿易関係手続簡 易化協会)よ り,そ の完全 日本

語版 が第1～3章(JASTPRO刊85-21),第4章(同84-

15)の2冊 分 に分 けて発行 されてい る。

② 概 要

本UNTDIDの 構成は,大 き く次の4章 か ら成 ってい る。

第1章

第2章

第3章

第4章

序 論

貿 易 デ ー タ交 換 の た め の ア プ リケー シ ョン レベ ル プ ロ ト

コルの 登 録 規 則

用 語,基 準,デ ー タエ レメ ン ト

貿 易 デー タ交 換 の た め の ガイ ドライ ン(Guideline

forTradeDataInterchange:GTDI)

本指針 書のなかのGTDIは,英 国の貿易手続簡 易化機関SITPRO
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が提 案 したTDIシ ン タ ッ クスル ー ル と米 国 の提 唱す るEDI(Elec-

tronicDataInterchange)シ ン タ ッ クスル ール を検 討 し,1980

年9月ECE作 業 部 会 で,TDIをECEの 貿 易 デ ー タ交 換 の 標準 ル ー

ル とす るこ とが採 択 され た もの で あ る。 本指 針 書は,前 記 採 択 に基 づ き,

まずGTDI(第4章)が1981年5月 に 発 行 され,次 い で 第1～3

章 が1984年7月 に発 行 され た。

UNTDEDが,貿 易 書 類,手 続 き上 に発生 す る デ ー タエ レ メン トを

記 述 した辞 書 で あ るの に対 し,UNTDIDは,そ れ らの デ ー タエ レメ

ン トを伝 送 の た め に どの よ うに組 み 立 て,又 は 組み 合 わ せ る か とい う,

いわ ゆ る文 法 書 に 相 当 す る もの とい え る。

そ の中 心 は,第4章GTDIで,そ の 内容 は 次 の とお りで あ る。

第1節

第2節

第3節

第4節

第5J節

第6節

第7節

第8節

第9節

第10節

第11節

第12節

(参 考)

は じめ に

用 語

デ ー タ交 換 用 キ ャラ クタセ ッ ト

伝 送 文 の 構 成 要 素

基 本 的 シ ン タ ッ クス ル ール

基 本 的 シ ン タ ッ クス ル ール の使 用 例

基 本 的 シ ン タ ックス ル ール の拡 張

GTDI用 サー ビスデータエ レメン ト及 びセ グメン ト集

デー タエ レメン トとそのGTDI識 別 子 一 覧 表

GTDIメ ッセ ー ジ タイ プ一 覧 表

エ ラー訂 正 方 法

デー タ交 換 用 各 種 装 置 に対するシンタックスルールの 適 用

性

TDIシ ン タ ッ クスル ー ルの伝 送文 構 成 図(図2-17

参照)
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(3)そ の 地

本指 針 書 は,多 くの 国 に おい て実 際 に使 わ れ て い る適 用 業 務及 び パ イ

ロ ッ トプ ロジ ェ ク トの双 方で 得 られ た 数 年 に わ た る経 験 を反 映 して,

1986年2月"UNTDI標 準"と 呼 ぶ 改 訂版 が 出 され たが,1ま だ 日

本 語 版 は 出 てい ない。

ま た,こ の 中 の ア プ リケー シ ョン レベ ルの シ ン タ ッ クス ク ー ル は,

EDIFACT(ElectronicDataInterchangeforAdmini-

stration.CommerceandTransport:行 政,商 業 及 び 運輸 の た め

の電 子 的 デ ー タ交 換)と して 現 在 国際 規 格 案(DIS9735)の 段 階

に あ り近 々国 際 規 格 として 登録 され る予定 で あ る。

つ
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第3章 業 界 で の ネ ッ トワー ク化 動 向

`

本章では,各 業界での ネ ッ トワー ク化動 向について述べ る。本 章では,

① 鉄鋼業(高 炉 メー カー)と 総合商社間のオ ンライン取引

② クレジ ッ ト業界 にお ける国際化戦略 とオオ ソリゼーシ ・ン ・ネ ッ トワーク

③ 流通 業界にお けるオ ンライ ン取 引ネ ッ トワー クの展開

を取 り上 げ,そ れぞれ の業界 におけ るネ ッ トワーク化の現状 と課 題 を示す。

いつれ の業界 において も ビジネスプ ロ トコルの標準化 が重要 であ ることにつ

いては,共 通であるが,そ の内容 になると,業 界それぞれ の事情 によ り,標 準

化に対す るニーズが異 ってい る。鉄鋼業界 では,か な り以前 か らビジ ネスプロ

トコルの標準化が実施 され てい るた め,現 在では,標 準化は当然の こととな っ

てお り,あ ま り表面へ 出てこない。一方,流 通業界では,業 界主導 型 とい うよ

りも,一 民間組織主導の標準化が進んでいる。実務的ではあるが,将 来に宿題

を残す可 能性 もない とは言 えない。

クレジ ッ ト業界では,国 際戦略がか らんで,さ らに複雑 な状 況に なってい る。

この業 界では,今 後,ISOな どの 国際標準化組織 を舞台に した標準化活 動が

必要 と思われ るが,厳 しい国際競争下 にある同業界で,そ の よ うな協力体制を

構築 で きるか ど うか,前 途多難 とい うところであろ う。

以上,ほ んの僅 かの現状紹介で あるが,そ れぞれの業界の ネ ッ トワー ク化の

特徴 を把 握 していただ ければ幸いで ある。

■

◆
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3.1鉄 鋼 業 界(高 炉 メ ー カ ー)と 商 社

鉄 鋼 業 界 で は,昭 和40年 代 に,帳 票 コー ドの 標 準 化 を実 施 して 以来,こ

れ まで に,様 々 な業 界 情 報 化 に関 す る検 討 を行 って き た。 最 近,当 業 界 で は,

受 注取 引 の オ ン ライ ン化 が 活 発 に進 め られ てい るが,ビ ジネ ス プ ロ トコル に

つ い て は,既 に あ る業 界 標 準 が 使 わ れ てい る。 一 方,ネ ッ トワー ク化 そ の も

の は,各 社(高 炉 メ ー カー)別 に構 築 され てい る。 そ こで,新 日本 製鉄 株 式

会 社 を例 に して,鉄 鋼 業 に お け る オ ー ダー エ ン トリー ・シス テ ム と,そ の ネ

ッ トワー ク化 の 展開 に つい て,概 略 を述 べ る。

3.1.1鋼 材取 引の特 徴(受 注生 産)

鉄鋼 業は数 ある産業の中で も受注生 産方式 の比 重の高い業界で あ り生産

す る鋼材の大半が需要家の細かな指 定に よる注文製 品である。厚み ・幅 ・

長 さ ・成分 ・強 さな ど,規 格サ イズの違いで何 万種類 とい う注文 内容 に細

分 され る。 したが って,細 か な仕様 をベ ースに生産 を行 う受注生 産方式 は,

需要 家各 々の鋼材仕様工程 に最 も無駄 な くフ ィッ トし,素 材 産業 の高度化

とコス トダウンに貢献す るために欠かせ ない受注形態 と言 える。

一方で,メ ー カーは鋼材 を実際 に生産す る前 に,こ れ ら多種,膨 大な注

文明細 を積上げ集計 して,こ れ を最 も合理的 な生産実行計画 に組 上げ るこ

とになるが,こ れ が受注 産業 と言われ る所以 である。 このよ うに需要家の

使い勝手に よって注文 され る鉄鋼製 品は,し たが'ってその取 引も 「先物契

約方 式」 といわれ る方式 で行 われ,一 般商品 とは若 干異 な った方法が と
(注1)

られてい る。

●

(注1)先 物 とは,生 産す る1～2カ 月前 に売 買契約 を締結 し,そ の契約 内容 に基づいて

生産 ・出荷を行 う契約形 態の ことで,鉄 鋼製品の契約形態の大半を 占めている。
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3.1.2鉄 鋼流通 の形態

商社経由の販売が原 則であ り,紐 付契約が 主流で ある。鋼材が生産 され

てか ら需要家への 出荷 ・代金回収 までの取引の流れ は大 き く3つ に区 分で

きる(図3-1鋼 材取 引の流れ参照)。 商社経 由取引(A,B)の 場 合は

「紐付」 と 「店売」 の2種 類 の契約形態 に分 類 され るが,一 般 に紐 付の比

率 は70～80%で ある。 また,商 社 を経 由しない直売方式(Oも ある。

`

鉄 鋼 メ ー カ ー一

一

需

要

家

A

注 文(紐 付) 商

社

総
合
高

熱

鉄
鋼
専
業
商

竺

〔紐付 ・店売 〕

注文

販

売

部

門

生産 ・

出荷指示

製

鉄

所

'

、

送 状,請 求 書

B(店 売)

∋

e

∋

'

送)臨
請求書

、

出荷情報

注 文
特

約

店

注 文
■

く

∋

送状,
請求書

,〔 直売,紐付 〕

∈

送状,
請求書

注文

∈

送 状,請 求 書

図3-1鋼 材取引の流れ

●

① 紐付契約

契約 の流れは,メ ーカー⇔商社⇔需要家 となっているが,需 要家 の注

文品 に対 す る仕様 決定(例 えば,価 格,数 量,仕 様)は メーカー,商 社,

需要家間で 了解 されてい る。取引の分 野 としては,大 口または特定需要

家(造 船 ・自動車 ・機 械 ・電気器具等)が 大部分で あ り,通 常 は継続的
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に取引 され てい るこ とか ら先物契約の形 を とってい る。

② 店売契約

商社は不特定多数 の需要家 に,ど の位 の価格で,ど の位 の量が売れる

のか を自己 の リス クの もとに見込んで メー カーに注文 の申込み を行 う。

この取引が店売 りの形態で ある。 この場 合,商 社か らの発注 に基づ き生

産 された鋼材は メ ーカーか ら商社 の倉庫に搬入 され る。商社は,一 旦倉

庫に保管 してお き,必 要 な都度個 々の需要家 に販売す る形が とられ る。

3.1.3商 社 の機 能

タ 鋼 材 の取 引 に際 し
,商 社 は,需 要 家,メ ー カー間 に あ っ て,契 約 に 伴 な

う種 々の機 能 を果 してい るが 主 要 な機 能 は 以下 の とお り。(図3-2も 参

照)

① 製品 の需要開拓,販 売活動

② .契 約取 引事務

↓ 需要家の注文条件 の把握 とメー カーへ の注文 申込 ,契 約取交事務

(需 要家用語で の注文 を メーカー用語へ置 き変 えて発注)

・ 製品の受渡業務,代 金 回収支払

③ その他……省略

3.1.4販 売 ・生 産システム(オ ーダ ー ・エ ン トリー ・システム)概 説

販売生 産事務 シス テムの中心 を 占めるオーダーエ ン トリーシステムとは,

需要家か ら商社 を経 由 して受 付け られ る鋼材の注文 につ いて,需 要家の要

求 してい る品質水 準を明確 に把握 し,社 内の どの設計 品質 を適用 して,ど

の製鉄所で製造 し,約 束の期 日までに納入す るかを決定 し,こ れ らの 内容

を生産指示 として製鉄所 に伝達す るまでの範囲 をカバ ーしてい るシステム

で ある。

鋼材 の品種は,厚 板 ・冷延薄板 ・H形 鋼 ・鋼管 をは じめ,多 種類 にのぼ
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るが,同 一 品種の中で も用途や加工 方法 によ って,規 格や仕様が異 な り,

何種類 もの製 品に分かれる。設計品質の種類は多種類 にわた り,需 要家が

発注す る注文 の件数 も膨大 な もの とな ってい る。

これ ら一 件一件 について,材 質 ・寸法公差 ・形状 ・表面仕上げ な ど,何

種類 にものぼ る注文品 としての必要項 目を,一 品種 当 り多数 の品質設計 マ

ス ターに対応 させ,さ らに納期 ・輸送方法 ・受渡場所等を照合,補 足修正

す る。 これ らの処理 については,コ ンピュータ化 され運営 され てい る。 こ

のオ ーダー ・エ ン トリー ・システ ムの全体 は以下 の とお りである。(図3

-3も 参照)

(1)注 文 受付

需要 家か らの注文 は,商 社 を経 由 して,ま ず 本社 と営業所 の販売部門

で受付け る。 これ らの注文 の うちほぼ80%(件 数 比)は,商 社 企業間

システムで運営 されてお り,伝 送 又は磁気 テープ搬送 によるデ ータ入力

が行 われてい る。

(2)注 文書記入項 目チ ェック

これ らの注文 デー タは,需 要家の要 求す る納期 どお りに生産で きるか,

注文 仕様 どお りの製品が生 産で きるか ど うかな どのチ ェ ックと,条 件補

足が必要で あれ ば必要項 目の コーディングが,販 売 ・技術部門で行われ,

コン ビュータへ入 力され る。

(3)コ ンピュー タ処理

① 注文 内容の チ ェ ック

注文 デー タの精 度を厳密 にチ ェ ックす る。

② ス ク リーニン グ(本 社 にお ける品質設計業務)

ス ク リーニングとは,注 文一件毎 に需要家が要求する鋼材 が,社 内

の どの設計 品質で生産可能か を明確 にす る仕組みで ある。例 えば,製

品の成分 ・機 械的性質 をは じめ,外 観 ・形状 ・寸法公差,梱 包 仕様な

どあ らゆる仕様 を明確 に規定 してお り,全 体 を多種類にわた る非常 に
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細 か い メ ッシ ュで と らえ なが ら,コ ン ピ ュー タの 性 能 を フル に活 用 し

て い る。 これ に よ って,同 一 の 注文 は どの 製 鉄 所 で 生 産 して も全 く同

じ品質 の もの に仕 上 げ る こ とが 保証 され て い る。

③ 投 入 調 整(ロ ール 負 荷 バ ラ ン ス計 算 と ミル 配 分)

各 製 鉄 所 にお け る ロール 負 荷 バ ラ ンス,す なわ ち,工 場生 産能 力 と

の マ ッチ ン グが 行 わ れ,こ れ に よ って,い つ,ど こで,何 を,ど れ だ

け生 産 す るか を決 定 す る。

(4)製 鉄 所 へ の生 産 命 令

本社 の コン ピ ュー タで 処 理 され た 注文 デ ー タは,生 産 命 令 と して各 製

鉄 所 へ 伝 送 され る。

㈲ コ ン ピ ュー タ ・シ ス テ ム と して の 特 徴

コ ン ピ ュー タ ・シス テ ム とし ての 特徴 は以 下 の よ うに図 式 化 され る。

・ シス テ ム関 係 箇 所 の広 域 化

製 鉄 所 ●全 国 情 報 通 信 ネ ッ トワー ク

営 業 所(企 業 間 ネ ッ トワー ク)

■

取 引 商 社

流 通 基 地 等

(全 社 ネ ッ ト ワ ー ク)

販 死 都 門

生 産 技 術 部 門

販 売 管 理 部 門

そ の 他 関 連 部 門

・ 大量デー タ処理

注 文 情 報 項 目
(従 来の約3倍)

・OA化 基 盤 づ くり

全 ・販売生産部 門におけ るオンライン事務処理

士 ●オンライ ン端末の設置

●データの一 元管理

●高 負荷 オ ンライン技術

●新端末機 器

「≡
●分散処理

●漢字情報等
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〔補 足 〕 送状,代 金請求,売 上計 上 システムについて

工場 と流通加工基地 か ら送 付 され る送状デ ータに受注 デー

タの代金請求項 目(単 価,口 銭,支 払条件 等)を 付加 して,

請 求金額 を計算 し請求書 を発行 してい る。 さ らに,そ の結果

を売上計上 システムにつ ないでいる。

●

q

3.1.5企 業 間 シ ス テム 概 説

メ ー カ ー⇔ 商 社 間 の 鋼 材 取 引 に伴 な う,定 型 的 な取 引情 報 を相 方 に 於 け

る業 務 効 率 化 を 目的 として,伝 送 又 は磁 気 テ ー プで交 換 を行 な うシ ス テ ム

で あ る。(図3-5参 照)

業 務 効 率 化 メ リッ トの享 受 と言 う面 で は,ギ イ ブ&テ イ クの シ ス テ ムで

あ る。

〈 シス テ ム開発 の経 緯 〉

・47年4月:注 文 情 報(商 社 → メ ー カー)
,請 求 情 報(メ ー カ ー→ 商

社)の や り取 りにつ い て,従 来 の 「帳 票 」 に加 えて 「磁

気 テ ー プ」 を随 伴 す る仕組 み が ス ター ト

・47～61年:対 象 範 囲 の拡 大(商 社 ,品 種)に つ い て 遂 次 拡充 対 応,

現 在 鋼 材 取 引 き注 文 件数 の8割 強 が シ ス テ ム化 され てい

る。

・61～62年:従 来 の磁 気 テ ー プ ベ ー スで の 交換 を伝送 ベ ー ス に レベ ル

ア ップ,交 換 情 報 の 範 囲 につ いて も拡 大 してい る。 な お,

伝 送 化 され た情 報 の 中 で,注 文 の 申込 み に つ い て は,帳

票,授 受 が,廃 止 され,ペ ーパ ー レス化 が 行 われ て い る。

◆ 3.1、6業 界 ベ ー ス での ビ ジ ネ スプ ロ トコル標 準 化 の動 き

当業 界 で は,昭 和40年 代 か ら,㈱ 鋼 材倶 楽 部 の帳 票 コー ド専 門委 員 会

を中 心 に して,ビ ジ ネ ス プ ロ トコル の標 準化 活 動 を行 って い る。 そ の概 要
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を以下 に示す 。

〈委員会の組 織〉

〔鋼 材 倶 楽 部 理 事 会 〕

|
〔帳票 コー ド専 門委員会 〕 一 各社 部長 クラスで構成

1
〔帳 票 コ ー ド 研 究 会 〕 一 各社課長 ・係長クラスで構成一

〔メ ー カー分 科 会 〕 〔商社分科会 〕

〈 「帳票 ・コー ド専門委員会」の機 能 と活動状況〉

"畑 機能:メ ー カー,商 社間 におけ る鋼 材取引帳票及び コー ドを対象 と

した取 引事務の標準化 を図 り,事 務処理の合理化 ・効率化に

ついて調査,研 究 を行 う。(昭 和43年3月 に発足)

L(2)委 員会 メンバー:高 炉 メーカー5社
,商 社7社

(3)主 な活動実績:① 注文 書,送 状 記載項 目の標準化

② 送 状兼請求 テープの標準化

③ 事務処理 ル ールの標準化

・ 請求単価金額 の算 出方法

・ 鋼材重量計 算方法 等

④ メー カー,商 社 間にお ける情報交換シス テムの

調査 ・研究

D

●
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3.2ク レジ ッ ト業 界 か らみ た 国 際 ネ ッ トワー ク

国 際 カ ー ド戦 略 は,力 ニ ド自体 の戦 略 展 開 とネ ッ トワ ー クの戦 略 展 開 に な

って き て お り,ネ ッ トワー ク戦略 は ク レジ ッ トオ ー ソ リゼ ー シ ョン ネ ッ トワ

ー クとATMネ ッ トワー クに 区分 され て ,グ ローバ ル 化 しつ つ あ る。

ク レジ ッ トオ ー ソ リゼ ー シ ョン ネ ッ トワー クにつ い て は,国 際 メ ジ ャー カ

ー ドで あ るVISA
,MASTER,AMEX,DINERS等 は そ れ ぞれ

独 自の ネ ッ トワー クを構 築 し展 開 してい る。 ま た,ATMネ ッ トワー クにつ

い て はREGIONALネ ッ トワー クか らNATIONALネ ッ トワー クへ,

そ して 最 近 はCIRRUS,ATMネ ットワー クにみ るよ うなINTERNA

TIONALネ ッ トワー クへ と急 速 に進 ん で き てい る。 先 日のMASTER

に よ るCIRRUS買 収 は,ATM全 世 界 ネ ッ トワー クの戦 略 パ タ ー ン をほ

ぼ き め た こ とに な る。

因 に,SAISONグ ル ー プで は現 在NYCEネ ッ トワー ク(ATM7,000

台)とCIRRUSネ ッ トワー ク(ATM20,000台)と 提 携 して お り,国 際規

格 の セ ゾ ン カー ドで の利 用 が 可能 にな って い る。 なお,本 年 中 にVISAネ

ッ トのATM,MasterTellerネ ッ トのATMも 利 用 で き る よ うに な り,

全世 界 のATMネ ッ トワー クが 確 立 す る。

この よ うな環 境 下 に おい て,い か に低 コス トで短 期 的 に国 際 的 な ク レジ ッ

ト総 合 ネ ッ トワ ー クを構 築 して い くかが 重 要 な 戦 略 テ ー マ に な って き てい る。

以 下 に,今 後 の 具体 的 な国 際 化 戦 略 を意 識 レて 基 本的 な事項につい てまとめた 。

q

■

3.2.1国 際 オ ーソ リゼ ー シ ョンネ ッ トワー ク の実 態

現 在,海 外 で 稼 動 してい るオ ー ソ リゼ ー シ ョソネ ッ トワー クの 形態 を大

別 し'てみ る と次 の4パ ター ン に分 け られ る。(カ ー ド会 社 独 自の ネ ッ トワ

ー クは除 く)

① 銀 行 に よ る ネ ッ トワー ク

② 自社 ネ ッ トワ ー ク
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③ サ ー ドパ ーテ ィに よ る ネ ッ トワー ク

④EFT-POSネ ッ トワー ク

次 に,各 パ ター ンの概 要 を招 介 す る。

(1)銀 行 に よ る ネ ッ トワー ク

VISA/MASTER等 に加 盟 す る大 手銀 行 は,VISA/MAS

※

TER等 の 提 供 シス テ ム,あ るい は独 自に汎 用 パ ッケ ー ジ シス テ ム を導

入 して,自 行 のPOS/ATMネ ッ トワー クを構 築 して い る。

この場 合,自 行 で 発 行 カー ドを出 した場 合 には,自 行 システ ムで オ ー ソ リ

を行 な うが,他 行(社)発 行 カ ー ドは,VISA/MASTER/AM

EX等 の セ ン タ ー あ るい はNDCの よ うなサ ー ドパ ーテ ィ ・セ ン タ ーに

ス ウ ィッチ ン グされ,オ ー ソ リゼ ー シ ョンを行 う。

(2)自 社 ネ ッ トワー ク

大 手小 売 業,石 油 会 社,レ ン タ カ ー会社 の よ うに 自社 で カ ー ドを発 行

して い る企 業 は,銀 行 や カ ー ド会 社 の オ ー ソ リゼ ー シ ョンネ ッ トワー ク

に加 入せ ず,独 自の オ ー ソ リゼ ー シ ョン ネ ッ トワー クを構 築 して い る。

この場 合,オ ー ソ リゼ ー シ ョンだ け で な く,POSレ ジを配 し,売 上

げ ・在 庫 等 の管 理 を行 な ってい る ケ ー ス も多い 。

自社店舗

※ 自社 ネッ トワー クはついては,ア メ リカの場合 自社専用線では

な くGEISCOMARK*NET等 のVANを 利 用 してい る

ケースが多い。

図3-7自 社 ネ ッ トワ ー ク
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銀行 加盟店

加盟店

▲

加盟店

口 Rotary

Te|cphone

音声応答._『
TouchTone

Telephonc

Electronic

CashRcgister

*汎 用パッケージ ・ソフ トとしては次のようなものがある。

MTech社 製 .Action2000ATM+

◆Action2000PCCS

.Action2000POS+

・ACtiOn2000SuperSWitCh

・8ASE24

・BASε .24-ATM

◆BASE24-POS

図3-6銀 行 に よる ネ ッ トワー ク
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(3)サ ー ドパ ー テ ィ に よ る ネ ッ ト ワ ー ク

ア メ リ カ で は,ク レ ジ ッ トカ ー ドの オ ー ソ リゼ ー シ ョ ン の 代 行,オ ー

ソ リデ ー タ の ス ウ ィ ッ チ ン グ,カ ー ドの 発 行,売 上 伝 票 の ク リ ア リ ン グ

の 受 託 等 を 行 な う第 三 者 機 関(サ ー ド ・パ ー テ ィ)が 存 在 す る 。

lVISA

センター

MASTER

センター

他のサード

パーティ

センター

/へh－ ⑨R…ry

オーソ デ一夕

サードパーティセンター

Touch

Tone

Lト ー[MECR

・CAT

ECR

ア メ リカ で は 以 下 の 会 社 が あ る 。

.NationalOataCorporation(NDC)

01elecredit

◆EnvoyCorPoPation

◆FirstOataResources

●TotalSyste田ScrviCeS

・BuypasstheSyStem

図3-8サ ー ド パ ー テ ィ に よ る ネ ッ ト ワ ー ク

① オ ー ソ リゼ ー シ ・ン ・サ ー ビス

VISA/MASTERの オ ー ソ リゼ ー シ ョン にあ た って は,そ の

サ ー ドパ ーテ ィと提 携 して い る銀 行 が 発 行 す る カ ー ドにつ い て は,サ

●
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ふ

●

叫

一 ドパ ー テ ィが 保 有 し てい る信 用 情 報 フ ァイルで チ ェ ッ クし ,他 の銀

行 の カー ドにつ い て はVISA/MASTERの セ ンタ ーヘ ス ウ ィ ッ

チ ン グ して チ ェ ックさせ て い る。 各 カー ド会 社 の セ ンタ ー とは,リ ー

ス ドライ ンで 結 ぼ れ てお り,サ ー ドパ ー テ ィ保 有 の信 用 情 報 フ ァイ ル

の メンテナンスは,各 カ ー ド会 社 か ら情 報 を受 け取 る都 度 行 な って い る 。

AMEXの オ ー ソ リゼ ー シ ョン にあ た っては,サ ー ドパ ーテ ィに 信

用情 報 フ ァイ ル を持 たせ てい ない の で,デ ー タはす べ てAMEXの セ

ン ター に ス ウ ィ ッチ され て チ ェ ッ ク され る。

② ク リア リ ング ・サ ー ビス

ク レ ジ ッ・トカー ドに よ る売上 げ に とも な う加盟 店の 売 上伝 票 の ク リ

ア リン グを行 な ってお り,① 売上 票 の セ クシ ・ン と加 盟 店 ご との デ ー

タ管 理,② 会 員へ の請 求 書 の作 成 と発 送,③ ク レジ ッ ト会 社,銀 行 へ

の金 額 の 通知 等 を行 な ってい る。

(4)EFT-POSネ ッ トワー ク

欧 米 で は,買 物 代 金 の決 済 手 段 と して,特 に ス ー パ ー マー ケ ッ ト等 の

小売 店 に お け る多数 の 小切 手 利 用 客 に対 して小 切 手 をデ ビ ッ トカー ドに

切替 える こ とを狙 い に,ホ ン コン ・シ ン ガポ ール ・日本 等 で はい わ ゆ る

銀 行POSと して は,銀 行 ・ク レジ ッ ト会 社 ・通 信 業 者 ・八 一 ドウ ェア

メ ニ カ ー ・関 係 当局 等 を 中心 に,各 国で ネ ッ トワー クシ ス テ ムが 構 築 さ

れ て い る。

クレジット

社

EFT-POS

ネッ トワーク

POS

ターミナル

8

図3-9EFT-POSネ ッ トワ ー ク
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3.2.2国 際ATMネ ッ トワ ー クの 実 態

以 下 に,米 国 のATMネ ッ トワー クの最 近 の 動 向 を 示 す 。

(1)急 増 す るTRANSACTIONお よびATM台 数

ATMの 取 引 量 は1985年 後 半 よ り急 激 な増 加 傾 向 を示 して い る。

ATMの 設 置 台 数 の増 加 に比 例 してATMの 取 引量 が 増 加 して い る事 は

当然であるが,ATMの 安 定 稼 働 や 信 頼 性 及び ネ ッ トワー クの提携 の進 展

に よ って顧 客 の 利 便 性 が 著 し く増 大 した こ とが主 な理 由 と言わ れ て い る。

(2)提 携 が 進 むATMネ ッ トワー ク

現 在 ア メ リカに は約180のREGIONALNETWORKSが

稼 働 中 で あ り,そ のほ とん どが 最近4年 間 に接 続 され た もので あ る。

REGIONALNETWORKSは,ATMの 取 引 量 を増 加 させ て

手 数 料 収益 を得 る 目的 で,複 数 の金 融 機 関 がATMの 相 互 利 用提 携 を行

った ネ ッ トワー クで,そ の 中 に は複 数 の 州 を カバ ー した 規 模 の大 きい ネ

ッ トワ ー クもあ る。

更 に,複 数 のREGIONALNETWORKSを 接 続 して 国全 体

を カ・ミーす るNATIONALNETWORKSと してCIRRUS

とPLUSが 積 極 的 な展 開 を始 め た為,多 くのNETWORKSや 金融

機関 が 参 加 表 明 を行 い 提 携ATM網 が 急 拡 大 しつ つ あ る 。二 大NATI-

ONALNETWORKSの 他 にNATIONALNETWORKS

としてNATIONET,CASHEXCHANGE,ADP,MASTER

とVISAも 強 力 に提 携 を 進 め てい る。

(3}ノ ンバ ン、ク系 のATMネ ッ トワー ク

現 在 米 国 に於 け る エ レ ク トロニ ッ クバ ンキ ン グの推 進 役 で あ るATM

網 が 業 種 の 垣 根 を越 えて拡 大 しつ つ あ る。

全 米 に7,5 -00以 上 の チ ェー ン網 を持 つ セ ブ ンイ レブ ンは手 数 料 収 入

の獲 得 と顧 客 サ ー ビス の 向上 を狙 ってATM設 置 を急 速 に進 め てい る。

シア ー ズ は,デ ィー ン ・ウ イ ン ター を 買収 してATMカ ー ドに クレ ジ ッ
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トカー ドの機 能 を付 与 した デ ィス カバ ー カ ー ドを発 行 し,SearsNet

ATM網(SerasSavingsBank,Calif.,)を 拡 充 す る 一 方,

VISAATMネ ッ トワー ク と提 携 して 利便性 を増 した 。

更 に,セ ー フウェー,ク ロー ガーな どの 大手 スー パ ー もそ ろ ってATM

の設 置 に積 極 的 で 来店 客 の 多 い 小 売 店 の 店 頭は,格 好のATM設 置 場所

に な って い る他,学 校 ・病 院 や 駅 等 に もATMが 設 置 され 始 めて お り,

最 近 で は20%以 上 は金 融 機 関 の 支 店 外 に設置 され てい る。

ATM設 置 が 歓 迎 され る理 由は

① 店 頭 レジに於 け る現 金 払 い が 増 加す る 。

② 小 切 手 やCREDITSLIPの 事 務処理 が 煩 雑 か つ 人 件 費 が 高

くな って き た。

な どが あげ られ る と思 わ れ る。

(4)INTERNATIONALATMネ ッ トワー ク

CIRRUSは 現在,ア メ リカ,カ ナ ダの3,600CITYで 約16,000

台 のATMを 稼 働 させ てい るが,今 後 は 日本 と英 国 へ の拡 張 を 目標 と し

てい る。 又,ヨ ー ロ ッパ と東 南 ア ジ アは 商 用 ・観 光 両 面 よ りATM提 携

先 地 域 とし て大 き な タ ー ゲ ッ トに してい る。

一 方 ,PLUSは 昨 年8月 に 日本 ・英 国 ・プエル トリコへ の 拡 充 計 画

を発 表 す る と同 時 に,SWEDEN,NORWAY,BELGIUM,

AUSTSTRALIA,NEWZEALANDへ の 計 画 も検 討 中 で

あ る と伝 え られ てい る。

ク レジ ッ トカ ー ド系 のVISAは 既 に 米 国 をは じめ 日本,フ ラ ン ス,

英 国,オ ー ス トラ リア な ど15ケ 国 以上 で ビザATMネ ッ トワー クを展

開 して い る。 マ ス ター カー ドは,米 国で 約5,000台 の 「マ ス タ ー テ ー

ラ ーATMシ ス テ ム」 を稼 働 させ て い るが,こ れ を米 国以 外 に も展 開す

る こ と を決 め 日本,欧 州 各 国,東 南 ア ジア 各国へ 設 置 を し始 め て い る。

ア メ ッ クス も国 際ATMネ ッ トワー クの拡 充 を急 い でお り,英 国,フ ラ
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ン ス等 主 要 欧 州各 国 を ネ ッ トワー ク し,更 に東 南 ア ジ アへ も ネ ッ トワー

ク網 を拡 げ つ つ あ る。

ANETWORKS.ATMS

①SHAREDNETWORKS・ ・150-175

②ATMS・=64,000

③NATIONALNETWORKS=8

④NATIONALNETWORKATMS=39,771

B.

C.

USAGE.FREQUENCY

①40%OF140MILLIONCARDHOLDERSUSEATMS

②AVERAGEFREQUENCYOFUSEPERMONTH二5

③AVERAGEMONTHLYATMvOLUME=4,700

④AVERAGEMONTHLYTRANSACTIONSINTHKUS

=301MILLION

TRANSACTIONMIX〔%〕

①WITHDRAWALSABOUT65%

②BALANCEINQUIRIESABOUT20%

③DEPOSITS,PAYMENTS,TRANSFERSANDCASH

ADVANCESABOUT ,15%

■

亀

図3-10ATM設 置 ・利 用 状 況

楡
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表3-1 各 国のATM設 置台数

ATMs

1984 Countries 1985

52,663 1. Japan 63,687

49,564 2. UnitedStates 59,075

8,189 3. France 9,415

5,881 4. England 8,749

3,501 5. Spain 4,845

3,436 6. Canada 3,665

1,901 7. Germany 2,495

1,746 8. SouthAfrica 2,253

1,798 9. Italy 2,129

1,611 10.
,

Australia 2,125

1,313 11. Sweden 1,374

1,099 12. HongKong 1,239

1,181 13. Scotland 1,234

963 14. Switzerland 1,191

615 15. Finland 825

678 16. Belgium 731

489 17. Singapore 613

274 18. Brazil 572

498 19. Israel 523

266 20. Austria 522

197 21. Argentina 421

360 22. Norway 410

306 23. NewZealand 381

332 24. Malaysia 343

268 25. Ireland 315

314 26. Denmark 288

209 27. PuertoRico 287

228 28.
.

Mexico 185

90 29. Thailand 148

80 30. Taiwan 148
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A。ATMS-15,750〔DEC.1986〕

B2.MEMBERS-2,831〔DEC.1986〕 、

C3.CARDS-58.4MILLION〔DEC.1986〕

D4.TRANSACTIONS-OVERlMILLION〔DEC.1986〕

E5.COVERAGE

①46STATES&CANADA

②3,607CITIES

③300FTOPSMSA

.〔STANDARDMETROPOLITAN

STATISTICALAREA〕

④960FTOPSMSA

l⑤97%OFPOPULATION

図3-11CIRRUS社 の 状 況

4

▲

3.2.3日 本 の カー ド会 社 か らみ た オ ー ソ リゼ ー シ ョン ネ ッ トワー ク

国 際 メジ ャー カ ー ドと提 携す る方法 と 自社 独 自で 開 発 展 開す る方 法 が考

え られ るが,独 自 に よ る開発 は3.2.2の 国 際 提携 事 情 で も分 か る通 り,至

難 の 技 で あ ろ う。 日本 にお け る殆 どの カ ー ド会 社が,次 の よ うな こ と を考

慮 しつ つ 国 際 提 携 の 形 を と る こ とが予 想 され る。

① 自社 の国 際 戦 略 構 図 の なか で 提携 先 の 世 界戦 略 と オ ーバ ー ラ ップ さ

せ てい く。

② 将 来 的 にみ て,最 適 な 提 携 パ タ ー ン と提 携 ネ ッ トワー クを 構 築 して

い く。

③ 協 調 と競 争 の原 理 の も とに 提 携 の メ リ ッ ト ・デ メ リッ トを整 理 し,

着 実 に対 応 してい く。

④ あ くまで も 原点 を顧 客 の 利 便性 と メ リ ッ トの訴 求 にお い て判 断 す べ ▲
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きで あ る。

⑤ 提 携 先 の 選 定 ポ イ ン ト

世 界 戦 略 方 針 と ネ ッ トワー ク プ ロセ ッシ ン グに あ り,ネ ッ トワー ク

に つい て は特 に 次 の よ うな こ とが 重 要 で あ る。

・ ネ ッ トワ ー クの 大 き さ(世 界 各 国の カバ ー状 況)

・ サ ー ビス機能 と質

・ ネ ッ トワ ー クの信 頼性 ・安 定 性

・ ラ ン ニ ン グ ・コス ト

・ オ ペ レー シ ョンの 容 易 性

・ レ スポ ン ス タ イ ム

・ セ キ ュ リテ ィ

次 に オ ー ソ リゼ ー シ ョン方 法 つ い て ま とめ てみ た。

(1)日 本 の カ ー ド会 社 の オ ー ソ リゼ ー シ ョン方 法

現 状

マ ニ ュア ル型 ・加 盟 店 に ネガテ ィブ ・リス トを送付 じ,チ ェ ック

・一 定 額 以 上 は 電 話 及 び テ レ ックスで 照会

オ ン ライ ン型 提 携 型

・専用 線 を利 用 し,本 部 コン ピ ュー タと直結

独 自構築 型

・国際VANを 利 用 し,独 自ネ ットワーク網 を構築

(課 題)

・国 内 ・海 外 シ ス テ ムの統 一化

国 内 →CAFIS手 順

海 外 →'VISA手 順

・国 内 ・海 外 共 用 カー ドの 発 行

ISO裏 面 対 応

◎

θ
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〈 日 本 〉 〈 海 外 〉

ロ
クレジット会社

国際テレックス

ロ ー≡LO
海外拠点 加盟店

、

`
.

国際専用線
本部
'セ ンター

一 ℃/

レジット会社 銀行ホスト 加盟店

クレジット会社

.W田SUVAN

(GEISCO等)

サ ー ド・パーティ

(NDC等)

加盟店

図3-13日 本 の カ ー ド会社 の オ ー ソ リゼ ー シ ョン方 法

禽

,ぺ

① テ レ ッ クス ・オ ー ソ リゼ ー ジ ョン

・ 加 盟 店 に ネ ガテ ィブ ・ リス トを 送 付 し,チ ェ ック

・ 一 定額 以 上 は 各地 の オ ー ソ リゼ ー シ ョン拠 点 に 電話 を し,そ こか

ら国 際 テ レ ックスで 日本 の オー ソ リゼ ーシ ョン セ ン ターへ 照会

(問 題 点)

・ ナ ー ソ リゼ ー シ ョン に時 間 が か か る。

・ 海 外 にオ ー ソ リゼ ーシ ョン拠 点 が 必 要 。

・ オ ー ソ リゼ ー シ ョン ・コス トが 高 い 。

・ 時 差 の関 係 で 日本側 に24時 間 体 制 が必 要
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〈 日 本 〉

国際テレックス
`

,

オーソリゼーション

センター

〈 海 外 〉

オ ーソ リ拠点

(オペレーター)

図3-14テ レ ッ ク ス ・オ ー ソ リゼ ー シ ョ ン

加盟店

② 専 用 線 ネ ッ トワー ク

本 社 ホス ト(日 本)と 各 国 ネ ッ トワー クシステムを 国 際 専 用 線 で接 続

(問 題 点)

●

●

●

多 国 間 シス テ ム に個 別対 応(プ ロ トフル,フ ナ ー マ ッ ト)

莫 大 な シ ステ ム ・ネ ッ トワー ク投 資 が 必 要

ホ ス トの24時 間 稼 動

オペ レー シ ョンの24時 間体 制

ネ ッ トワー ク シ ス テ ム の メ イ ン テナ ンス

日 本 海 外

図3-15専 用 線 ネ ッ ト ワ ー ク

アメリカ

ホンコン

シンガポrル

オース トラリア

イギリス
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(2)国 際 メ ジ ャ ー カ ー ドに お け る オ ー ソ リゼ ー シ ョン 方 法

図3-16を 参 照

3.2.4課 題

最 後 に,国 際 カ ー ドビ ジ ネス に お け る基 本 認 識 と課 題 を ま と め る。

(1)国 際 ネ ッ トワ ー クサ ー ビス時 代 の 到来

① カー ドが世 界 を 歩 く。

② ネ ッ トワー クが 業 務 を越 え,国 境 を越 える。

③ ネ ッ トワ ー クが カ ー ドビ ジネ スの生 命。

② 顧 客 オ リエ ンテ ッ ドな 立場 か ら要 求 され て くる 国際 提 携 事 情

① 国際 化 の ス ピ ー ドが早 く,そ の対 応 が必 要

●

●

●

●

顧客の国際意識

顧客の海外旅行

教育の国際交流

企業の国際進出

職業の国際化

② 国 際 化 の広 域 化 一世 界 各 国の 対 応 が必 要

③ コ ン ピ ュー タtoコ ン ピ ュー タの 世界 か ら一 挙 に ネ ッ トワ ー'クtoタ

ー ミナ ル の世 界 へ 突 入

・ 世 界 各 国 ,各 ロ ケ ーシ ョンの ター ミナ ル を連 動 し た グ ロー バル な

ネ ッ トワー ク

④ 対 応 が 追い つ か な い 国 際 ネ ッ トワー ク化 に関 す る技 術 革 新 と企 業 対

応

・ 世 界 を カバ ーす る複 数 ネ ッ トワー クの 構築

・ 世界 エ リア別 ア クセ ス ポ イ ン トの設 立

・ 各 種 タ ー ミナ ル の設 置 と接 続(端 末 と プ ロ トコル の標 準 化)

・ 自社 コ ン ピ ュ ー タ ・イ ン ター フ ェイ スの 開発 対 応
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加盟銀行

加盟銀行

POS

ネ ッ トワーク

PLUS

HYCE

等

EPSCO

等

信用照会システム

取引決済システム

オンライン ◆ネッ ト7ー ク'シ ステム

SOP

i①

携

行

提

銀

…② 脳 。トワーク

大手小売業

石油会社

等

POS

ATH

i③.サ ー ドパ ー テ ィ ・ネ ッ ト ワ ー ク

C

等

肋

図3-、6国 際.ジ 。一 カー ドの イ ン 。 一ナ シ1ナ,レ.ネ 。,ワ ー,.シ ステ ム
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・ 自社 コン ピュータの処理能力対応(24時 間 ノウダウン)

⑤ 世界各国の通信回線事情 の違い

適 当な通信 回線 が提供 されてい ない

適 当な相談先がない

・ 機 器調達が難 しい

・ 利 用制度がよ くわか らない

国によ って以上 のよ うなことがあ る。

⑥ 世界各国 の言葉の違い

ター ミナル ガイ ドメ ッセージ

・ 伝票項 目名 とフォーマ ッ ト

マニュアル類

・ 問い合わせ応答

⑦ 未経 験の世界
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3.3流 通業界

業 界VANの 先進 事 例 として,日 用品雑貨業界の プラネ ッ トを取 り上げ

る。

3.3.1流 通業の特質

流通業 とは,消 費財が生 産 されてか ら消費者 に届 くまでの,商 品 に関す

る取 引,保 管,物 流,決 済 な どの諸 々の活動 をす る事業 のこ とをい う。 こ

の流通活動 に携わ る流通業 には,商 品 を生産す る製造業,消 費者の近隣で

消費者が必要 な時 に,必 要な物 をす ぐに入手で きる ように各種の商 品を保

管 ・陳列 して販売す る小売業,製 造業 と小売業の中間で商 品の保管 ・分配

を受け持つ卸売業 な どの企業が ある。 さらに,商 品の保管 ・物流 を専 門に

受け持つ倉庫業や,運 輸業 もあ る。

近年,と くに消費 者の購 買決 済手段 として クレジ ッ ト・カー ドが普及 し

てい るが,こ れ らの クレジ ッ ト・カー ドを発行 し,資 金回収 を行 な うク レ

ジ ット・カー ド会社 も,企 業 間の決済を行 な う金融機関 も,広 い意味で流

通活動 に参画 してい る。流通 業 に属す る各企業 は,相 互 に関連 を持 ちなが

ら,そ れぞれが流通活動全体の機能 を果た している。(図3-17参 照)

流 通業 の特徴の主 なもの をあげ る と次の よ うになる。

① 流通業で取 り扱われ る消費材は,食 品,雑 貨,衣 料 品,家 庭用品,そ

の他生活 関連用品 な ど多岐 にわた り,多 種多様であ る。

② 消費者の購 買接点で あ る小売業 には,消 費者の購買の便 宜性 に合わせ

て,百 貨店,量 販店,ス ーパ ー,コ ンビニエンスス トア,各 種専門店な ど

の業態があ る。 各業態 では,そ れぞれのマーケ ッ トターゲ ットに合わせ

て,晶 群,プ ライス ゾーンな どを絞 って,商 品を組み合わせ,販 売活動

を行 な ってい る。小売業の商店数は,82年 度の商業統計 によれば,172

万店 にのぼ る。

③ 小売業の1店 舗で取 り扱われ る商品数 は,小 規 模店で も数 品 目で数百
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図3-17流 通 業 の構 造

(出 典:流 通 ビジネ ス ・プ ロ トコル)
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アイテムか ら,大 型 店で は多品 目で数十百 アイテ ム,数 百万 アイテ ムに

ものぼる。まさに,少 量,多 品種で ある。商品 は,消 費動向の変 動に合わ

せ,新 製品が どん どん現われ,季 節 ご とに多 くの商品が入れ替わ る。

④ 消費者が小売店 で購 入す る量 と頻度 については,日 常品 は毎 日必要 な

量だけ,耐 久品は必要 な ときに必要 な物だけであ り,1つ の小売 業では,

毎 日,数 百人か ら数万 人の客が 買物 をす る。 小売業で は,日 常品は毎 日

あるいは週 に2回 程度の頻 度で卸売業 に補充発注 を行 ない,1～2日 の

間に納品 され るのが一般 的で ある。 その発注 内容は少量多 品種で あ り,

近年,こ の少量多頻 度発注 の傾 向は,ま すます顕著にな ってきてい る。

⑤ 小売業が多品種の商品を扱 うのに比較 して,卸 売業で扱 う商品群の種

類 は絞 られ て くる。 小売業 は数十か ら数千の卸売業 と取 引を して,必 要

な商品を入手 してい る。同時に,卸 売業 は,多 くの小売業 と取 引を して

い る。

わ が国の卸売業の数は,82年 度の商業統計 によれぼ,42万8000

店である。

⑥ 卸売業 は,特 定の品種 に関 し,数 十 か ら数百 に及ぶ製造業または仲間

卸か ら商品を仕入れ て在庫 してい る。 卸業か ら製造業 に発注 され る1回

の発注量 は,あ る程度 ま とま ってい る。 つま り,卸 売業は,小 売業 と製

造業の間にあ って,製 造業か ら商品 を集め,小 売業 に分配す る と同時に

流通在庫のバ ッファ的役割 を果 た してい る。

流通業では,以 上 のよ うな特徴の なか にあ って,多 くの企業 間で毎 日,

商 品の発注,仕 入,納 品,請 求,支 払い等の取 引と物流が行 なわれ てい る。

●

3.3.2流 通 業 に お け る 企業 間 ネ ッ トワー ク 化 の現 状

(1)オ ン ライ ン ・ネ ッ トワ ー ク化 急進 の背 景

電 話 で注 文 を 出す 。 納 品 書 が 届 く,請 求書 が 郵 送 され て くる。 これ ら

'
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はいずれ も取引情報交換 である。取引 とは,い うまで もな く企業 や個人

との間で行 なわれ る商品や サ ービスの授受の ことだが,受 注,契 約,納

品,請 求,支 払い とい う一連 の業務がそれに伴 なって くる。 この一 連の

取引 の情報交換には,ペ ーパ ーが介在 し,こ れが電 話や人手 による直接

の手渡 し,あ るいは郵送 とい う手段 によって伝達 され るのが一 般的であ

る。

この取 引情報交換 に新 しい手段が出現 したのである。OA機 器に よる

伝達 がそれで ある。すなわち,発 注書 をフ ァックスで伝送 した り,オ ン

ライ ンで取引相手 に発注情報 を送 り込む方法が漸増 して きてい る。

流通業 におけ る取引情報 の特徴 は,情 報の発生頻度が きわめて高 く,

量的 にも非常に多い とい う点 にある。 また,取 引先 の数 も多いため,こ

の取 引情報交換の事 務処理 負荷は比較的大 きい とい える。急増す る取引

情報 をいか に正確 に,迅 速に,し か もあま りコス トをかけず に伝 達 し,

処理す るかが大 きな課題 とな ってきたので ある。(図3-18参 照)オ

ンライン化は,こ れ らのニーズを満たす手段 として受け入れ られて きた。

流通業 においては,コ ンピュータ同士,あ るいはコン ピュータ と端末機

を通信 回線で結び,取 引当事 者企業 間で取 引情報 ネ ットワー クを構築す

るメ リッ トが,き わ めて大 きい ことは言 うまで もない。

ζの企業間オンラインを可能 とした背景 と して,制 度上 の改善 と技術

の進 歩 も忘れ るこ とはで きない。卸店 ・小売 り間に受発注 デー タを中心

とした効率 的デー タ交換 システム構築 の ニーズが急速 に高 まってきた こ

とを受けて,1980年 には,日 本チ ェーンス トア協会 に よ り伝送制御

手順(JCA手 順)の 標準化が行 なわれた。1985年4月 には,第 三

次通信回線開放が実 施 され,企 業間のデー タ交換 におけ る障害が 完全 に

撤廃 された。 それ によ って,デ ー タ交換を業 とす る 第三 者(い わ ゆ る

VAN業 者)の 介在 ができるよ うにな った。 さらに,も う一つの課 題で

あ った オンライン用機器,ソ フ トの利用技術も進んだ。中小の企業 で も
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比較 的 容 易 に オ ン ライ ン化 を実 現 す る ハ ー ドや ソフ トが 開発 され た 。

以 上 の よ うに,流 通 業 を取 り巻 く経 営 環 境 の 変化 とそれ に対 応 した通

信 手 段 の 改善,コ ン ピ ュー タや 端 末 機 な どの情 報機 器 の進 展 が あ ったか

らこそ,取 引 情報 交換 の オ ン ライ ン ・ネ ッ トワー ク化が,急 ピ ッチで 普

及 したのである。今 後は,そ の対 象 企 業,対 象 業 務 が ます ます 拡 大 してい

くだ ろ うと思 われ る。(図3-19,3-20参 照)
■

20

15

10

5

17.517.617.5 食
品 ・菓子卸 売業の受 注データ伸 び率
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伸 びを1年 平均に換算 した もの.

2.食 品 ・菓子 は当委員会社7社 、 日用雑貨 ・家庭用品 ・医薬品は同4社

のデー タを加重平均 した もの.

資料:当 委員 会委 員を対象 としたアンケー ト調査'(60.3)

図3-18売 上高 ・受注 データの伸び率推移

(出 典:情 報武装型卸売業 ビジ ョン)
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資料:通 商礫 省 「減 デーグ ース{・関するア ンケー ト」(58・11)・

図3-19オ ン ラ イ ン受 発 注 シ ス テ ム の 採 用 状 況
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図3-20オ ン ライ ン化 の 内容
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② 小 売 り ・卸 店 開 の オ ン ライ ン ・ネ ッ トワー キ ン グ

流 通 業 の 中 で も,取 引情 報 交換 の オ ン ライ ン化 は,大 手 スー パ ー,コ

ン ビ ニエ ン ス ス トア とそ の納 入企 業 間 で と くに活 発 で あ る。一 部 の先 進

的 ス ー パ ーで は,75年 ご ろか ら自社 の 取 引先 との 間 で 受 発 注 デ ー タを

中心 に オ ンラ イ ン化 を 開始 した ところ もあ る。 日本 チ ェー ン ス トア協 会

が,1980年 にJCA手 順 を制 定 し,異 機 種 の端 末 機 同士 で も通 信 で

きる よ うに な って か ら,一 段 と急 速 な オ ン ライ ン化 の進 展 を示 してい る。

チ ェー ンス トアで の取 扱 い 商 品 は,多 岐 にわ た ってい る もの の,そ の

中 心 は食 品,日 用 品 雑 貨 な どの定 番 商 品 で あ る。 そ して これ らの定 番 商

品 は,フ ァ ッシ ョン商 品 とは異 な り,補 充 発 注 型 の商 品 な ので あ る。 チ

ェー ンス トア側 と して は,当 然,取 引 先 との オ ン ラ イ ン化 を 図 る こ とで,

よ り正確,迅 速 に発 注 活 動 を行 ない,リ ー ドタイ ムの短 縮 を 図 りたい 。

また,そ れ に よ って 自社 の発 注 作 業 を軽 減 し,在 庫 の圧 縮 を 目指 した い

と思 って い る。 こ うい った こ とが,チ ェー ン ス トア業 界 で の オ ン ライ ン

シス テ ム普 及 の背 景 に な ってい る とい えよ う。(図3-21参 照)

一 方
,オ ン ラ イ ンの 相 手 先 で あ る納 入 企業 側(卸 売 業 や製 造 メ ー カー)

も,積 極 的 な受 け 入 れ 姿 勢 を示 して い る。 なぜ な らば,い ち 早 く受 注 デ

ー タを入 手 して ,物 流 活 動 の 効 率化 を 実 現 した り,再 入 手 作 業 を な くす

な ど,自 社 の情 報 システムの 高度 化 を図 りたいか らで ある。(表3-2参 照)

この よ うに,チ ェーンス トア と納 入 企 業 間 で は,お 互 い に小 売 り狽L卸 売

り側 の 双 方 の メ リ ッ トの 享受 を唱 い 文 句 として,オ ン ライ ン化 の気 速 な

普 及 が 図 られ て き て い る が,伝 送 デ ー タ フ ォーマ ッ トが 不統 一 とい った

点 で 問 題 な し とは しな い 。

受発 注 デ ー タ交換 の シ ス テ ム化 が 定 着 しつ つ あ る チ ェー ンス トア業 界

で は,最 近,そ れ 以 外 の 取 引情報 と して,請 求 ・支 払 デ ー タや 納 品 ・欠

品 デ ー タ,そ し て商 品 販 売 デ ー タ,新 商 品案 内 デ ー タな どにつ い て,オ

ン ライ ンで の 情 報 交 換 が 進 め られ よ うと して い る。 ま た,小 売 業 全 体 で
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は,チ ェーンス トアだけで な く,中 小 スーパーや百貨店な ど,他 の小売

業態 もこの オンライ ンデータ交換 システムの導入 に踏み切 るところが増

えてきている。 この小 売 業 斜 納 入 業 者 間 オ ンライ ンネ ッ トワークには,

取 引当事 者 同士 で直接 に取引情報を交換す る場合 と,VAN業 者 など第

三老 を仲介 させ る場合 とがあ る。

この第三 者機 関は俗称"地 域VAN"と 呼ばれ,現 在,県 に一 つの割

合で設立 されつつ あるかの よ うな様相 を呈 している。 この地域VANの

特徴 とい えぼ,小 売業が扱 う商 品 アイテ ム数が業種 を越 えて多岐 にわた

ってい るため,納 入業者 にあた る卸店側は,異 業種連合体 の形態 を とら

ざるを えない。 また,配 送 エ リアが狭い とい う制約か ら,特 定地域 内で

の展開 にな らざるをえない。

2年 以内に導入予定

58tヒ(64.5%)

オンライン ・システム

1年 以内導入予定

ホ;回 答な し
9
2吐(2.2%)

資料:日 本チェー ンス トア協会 「情報システム化実態調査」(58.4)

亀

● 図3-21受 発 注 デ ー タ交 換 の オ ン ライ ン ・シ ス テ ム導 入状 況
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表3-2卸 売 業 にお ける企業間オ ンライ ン化状況

(社,%)

酪
企業

うちオ ン

ラインを

行 ってい

る企業数

オ ン ラ イ ン 先(複 数 回答有 り)

仕 入 先 販 売先 物流業者 金融1幾関 そ の 他 無 回答

食 品 64 43(67.2) 9(14.1) 31(48.4) 3(4.7) 5(7.8) 0 13(20、3)

菓 子 14 14(100,0) 3(21.4) 10(71.4) 0 0 0 2(143)

繊維 服飾 ・寝装品 89 61(68.5) 6(6.7) 32(36.0) 7(7.8) 3(3.4) 3(3.4) 21(23.6)

洗 剤 ・化 粧 品 17 116(14.1) 14(82、4) 14(82、4) 1(5.9) 3(17.6) 0 0

家 庭 雑 貨 13 9(69.2) 2(154) 8(115) 2(154) 0 0 0

医 薬 品 30 25(83.3) 9(300) 10(33.3) 1(3.3) 2(6.7) 1(3.3) 8(26.7)

そ の 他 37 27(73.0) 5(13.5) 12(32.4) 2(54) 1(2.7) 1(2.7) 12(324)

計 264 195(738) 48(18.2) 117(443) 16(6.1) 14(5.3) 5(19) 56(21.2)

●

弓

資料:今 回実施 したアンケー ト調査(59.10)

(出 典:情 報武装型卸売業 ビジ ョン)

(3)卸 店 ・メ ー カ ー間 の オ ン ラ イ ン ・ネ ッ トワ ーキ ン グ

小 売 ・納 入 企業 間 の オ ン ライ ン化 は,1981年 ご ろ よ り急 速 に進 展

して きたが,卸 売 業 ・製 造 メ ー カー間 の オ ン ライ ン化 は,現 在,よ うや

く緒 につ い た と ころで あ る 。 加 工 食 品,菓 子,日 用 品 雑 貨,医 薬 品 な ど

の業 界 がそ の代 表 だが,こ れ に 歩 調 を合 わせ る 形 で ,い わ ゆ るtc業 界

VAN"も 台 頭 しつ つ あ る。(図3-22参 照)

この卸 ・メ ー カー間 の ネ ッ トワ ニ クが小 売 り ・卸 間の もの と異 な る と

ころ は,オ ンラ イ ン化 の 対 象 業務 が 必 ず し も受 発注 だ け で な く,プ ライ

オ リテ ィの 高 い 業 務 か ら開 始 され てい る点 で あ る。 た と えば ,菓 子 業界

で は,メ ー カ ーが 小 売 業 な ど に直 送 納 品 した場 合 の 直 送 デ ー タが オ ン ラ

イ ンで 卸 売 業へ 送 られ て い る。 ま た,日 用 品 雑 貨 業 界 で は,出 荷 案 内(卸

店 か らみ た 仕 入 デ ー タ)が メ ー カーか ら卸 店 に オ ン ラ イ ンで伝 送 され て

■

'
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いる。 これ らは,出 荷案 内書 を作成 ・送付す るに要す る コス トとそれ を

インプ ッ トす るのに要す る人手 を確実 に軽減 して くれ る。 また,商 品 と

同時 に納品書 が到着せず,後 か ら郵送 されて くるために仕入業務が複雑

化 してい るとい う問題 について も,オ ジラィ ン化に よ り,商 品の動 きと

情報 の動 きを合わせ ることがで き,仕 入処理が単純化 してい る。 この例

の ように,現 在抱 えている問題解決のために,オ ンライ ン化 の効果が着

実 に現われ始 めている。

一ーーー－ft界VANと 地 域 小 売 店VAN(ス イ
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一 業界VANと 地域小売店VAN(ス イッチング・センター:SC)の 倒一

1)業界VAN運 営 会社2)地 域VAN運 営会社

①プラネット(日 用品雑貨業界)① オリオン(静 岡県)

②ファイネット(食 品業界)② ヘリオス(北 港道)

③JDネ ッ ト(薬 品業界)③ トリオ・ネット(富山県)

④ベンサム(東 京都)

◎LINK(熊 本県)な ど約30社

図3-22流 通VANの 進 展
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卸 ・メー カー間 で は,現 在,相 互 の 業界 団体 が 中心 とな って,オ ン ラ

イ ン化 を健 全 に促 進 す る ため の 各 種 の基 盤 整備 が進 め られ て い る。 要 す

る に,ビ ジ ネス ・プ ロ トコル の標 準 化 だ が,そ の な かで は,統 一 伝 票,

コー ドの 標 準 化,デ ー タ フ ォーマ ッ トの標 準化,そ して伝 送 手順 な ど,

か な り細 部 にわ た った業 界 内の 取 り決 めが 行 な わ れ つつ ある とい ってよ

い。
■

3.3.3流 通 業 に お け る ビ ジ ネス ・プ ロ トコル

(1)標 準 化 の 現状

流 通 業 に お け る取 引情 報 の オ ン ラ イ ン化 は,小 売 り,卸 店 開,卸 店 ・

メ ー カー 間 と,い ろい ろ な業 態 間 で 普 及 して き てい る。 こ こで注 目す べ

き こ とは,ビ ジ ネス ・プ ロ トコル の 標 準 化 な しに は,企 業 間 オ ン ライ ン

は発 展 し え ない とい う点 で あ る。 第 三 者 で あ るVAN業 者 は,コ ー ド変

換,フ ォ ー マ ッ ト変換,プ ロ トコル 変 換 な どの 付 加 サ ー ビス を して くれ

るた め,一 見,た いへ ん便 利 な よ うに思 え る。 しか し,各 種 の変 換 処理

をVAN業 者 に委 ね て い ては,そ っ く りユ ーザ ー に利 用 コス トの 増 大 と

い う形 で は ね か え って く るだ けで あ る。 ビジ ネ ス ・プロ トコル の 標 準 化

が進 ん で い て こそ,は じめ てVANを うま く,安 く使 え る環 境 に な る と

い うこ と を忘 れ て は な らない 。

今 日,オ ン ラ イ ン化 の進 展 に よ って,伝 票,コ ー ド,フ ォー マ ッ トな

どの ビジ ネ ス ・プ ロ トコル の標 準 化 の ニー ズ は一 層 高 ま って き てい る と

い えよ う。 す で に小 売 り,卸 店 開で は,オ ン ライ ン 用の 伝 票(タ ー ンア

ラ ウ ン ド伝 票)が 制 定 され,受 発 注 用,請 求 ・支 払 用の デ ー タ ・フ ォー

マ ッ トな どが標 準 化 され て きてい るの で あ る 。一 方,卸 店 ・メ ー カー 間

にお い そ は,業 種 に よ ってそ の 内 容 は 若干 異 な って い る。 日用 品雑 貨 業

を例 に とれ ば,統 一 伝 票,共 通 取 引 先 コー ド,共 通 商 品 コー ド(JAN

コー ド)を 採 用 した デ ータ ・フ ォー マ ッ トが標 準 化 され てい る。 伝送 制

●
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●

⑨

■

御 手 順 につ い てい えば,JCA手 順 の採 用 が 全 業種 で 定 着 してい る。

昨 今 は,各 業 界 団 体 が 中 心 とな って,各 種 の標 準 デ ー タ ・フ ォー マ ッ

トの 制 定,標 準 コー ドと してJANコ ー ド,共 通取 引先 コー ドの採 用,

さ らに業 界 ご との統 一 伝 票づ く りが 推 し進 め られ て い る。VANの 利 用

は,ビ ジ ネ ス ・プ ロ トコル の標 準 化 が前 提 とな って は じめ て,効 率 が 高

ま る。 ま してや,直 接 的 な取 引 情報 の 交換 の オ ン ラ イ ン化 を 図 るな らば,

ビ ジ ネ ス ・プ ロ トコル の標 準 化 な く して は,そ の進 展 は あ りえない とい

つ て も過 言 で は ない 。

総 じて,現 在,流 通 業 にお け る ビジ ネス ・プ ロ トコル の標 準 化 の対 象

は,統 一 伝 票,伝 送 デ ー タ ・フ ォーマ ッ ト,伝 送 制 御 手 順,統 一 コー ド,

統 一 コー ドシ ン ボル,値 札,ク レジ ッ トカ ー ド,ギ フ ト券 な どの 分 野 に

大 別 で き る。 これ らの各 ビジ ネ ス ・プ ロ トコルの 項 目は,流 通 業 の 各 業
t

態 間 の重 要 業 務 ネ ッ トワー ク と関 連 して,さ らに,強 力 に標 準 化 が 推 進

され て い くこ と にな ろ う。(図3-23参 照、)

JANコ ー ド

物 流 コー ド.

デー タ交換 フォーマット.共 通取 引先 コー ド

ーソ
ン
換
イ
交
一フ
タ
ン

一

汁
デ
・

標
準

デ
ー
タ
交

換

フ
ォ
ー

マ
ッ
ト

(
商

品
情
報

}

」
手
順

「

用手J

醐「

一夕交 フt－ マ7ト

統一伝票,共 通取引先コー ド

物流 シ ンボル

標準デー タ交換フォーマッ ト

標 準 デー タ交換 フォーマ ッ ト(商 品 情報}

よJANコ ー ド
リ

図3-23

POSデ ー

分折会社

提 準デー タ交換

フォーマ ッ ト

(売 上,事 故 情報}

クレジ ッ トカー ド

会 社

業 務 と標 準 ビジ ネ ス プ ロ トコル の 関 連 図

(出 典:流 通ビジネス・プロトコル)
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(2)今 後 の方 向

流 通 情報 シス テ ムは,今 後,VANやPOS(PointofSale)シ

ス テ ム(販 売 時 点情 報 管 理 シ ス テ ム),EOS(ElectronicOrdering

System;補 充 発 注 シス テ ム),流 通 デ ー タサ ー ビスな どの 普 及 に と も な

って,そ の 有 効 利 用 と効 率 化 の ニ ー ズが ます ます 拡 大 され て くる も の と

予 想 され る。 また,今 後,次 々 と実 現 され て くる新 し く高 度 な技 術 と シ

ス テ ム化 の ニー ズ に よ って,流 通 情 報 シ ス テ ムは,さ らに高 度 に,複 雑

に,か つ有 益 に発 展 して い くで あ ろ う。 そ れ と とも に,い ろい ろ な面 に

お い て,ビ ジネ ス ・プ ロ トコルの 標 準 化 も また新 た に定 め られ て い く こ

とに な ろ う。

しか し,標 準 化 は定 め る こ とに意 義 が あ るの で は な い 。標 準化 に つ い

て 重 要 な こ とは,定 めた 標 準 を,こ れ に係 わ る多 くの企 業 が そ の 意 義 を

よ く理 解 し,積 極 的 に採 用 し使 い 込 んでい くことなので ある。 標 準 化 の 普

及,促 進 が 最 も重要 な の は,そ の 意 味 にお い てで あ る。

●

3.3.4日 用品雑貨業 界における ビジネス ・プ ロ トコルの標準 化の動 向(標 準

化 の現状 と課題)

企業 間情報 ネ ッ トワー ク化が急速 に進 展 しつつあ るなかで 日用品雑貨業

界 として も,こ の企業間 デー タ交換 システ ムをよ り効果的に運用す るため

の各種の情報基盤 の整備が進 め られて きた。具体的 な活動 としては,統 一

伝票の制定,JANコ ー ド,共 通取引先 コー ドの採用,一 連 の伝送 デー タ

・フォーマ ッ トの統一 な どがあ り,業 界の メーカー ・御 間の 「取 引総合 マ

ニアル」を完成 させた ことが最大の成 果 とい えそ うで ある。 今後は,業 界

内において広 くこの マニアルに沿 った形 で各企業が積 極的に利用す ること

が期待 される。(図3-24)日 用品雑貨業界は,多 くの業 態 との取引が

ある関係上,そ の業態 に合 わせ た異 業種 の企業 との標準化 を促進す る必要

が あ り,今 後,ま す ます業種 業態を越 えて,標 準化への話 し合い の場 を持

■

一136-一



っ こ とが 望 まれ る。一

(金 鈴連統一伝 票は主 に百貨店,チ ェー ンス トア等 を除 く下図の取引に際 して使用)

じ

図3-24

← → 螂鼓一蹴
一一ー一≒〉 百 貨店 統一伝 票

.:・`

」C=⇒ チ≡ ストアぽ ・、

全 卸 連 制 定 の統 一 伝 票 お よび各 種 フォ ーマ ッ.トの 適 用範 囲

(出 典:流 通 ビジ ネ ス ・プ ロ トコル)

亀

●

ビジネス ・プロ トコルの標準化 と合わせ て大切 な ことは,"取 引制度

の簡素化"で あろ う。業界用語でい うな らば,現 品景品添 付,値 引き,

リベ ー トなどとい った現行の複雑 な取引制度 を簡素化,単 純化す るこ と

こ とによ り,取 引基盤 の整備 を図ることもたいへん重要 な課 題 とい える。

また,最 近の小売業界 におけるPOSシ ステムの急速な普 及に ともな

う対応策の一環 として,商 品マスタの伝送 データフォ一二マ ッ トの統一 と,

その登録,保 守 まで を含めた コー ドマスター管理の一元化が必要不可欠

とな りつつ ある。現在,こ の コー ドマスター管理 にはプ各企業が大 きな

労 力を費 してい るが,.当 該 作業 の省 力化は,各 企業 にとって とて も大 き

な課題 とな って こよ う。 さ らに最近,い ろい ろな情報機 器 を駆使す るこ

とによ りPOSデ ータを分析 して商品動向を把握 し,マ ーケテ ィング活

動 に利用す るケースが増 えて きてい る。 これ らの分析 データをさ らに広
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く有効 に活用す るために も商 品の分類 名な らび にそ の コー ド体系 の整備

も急がれ る ところであ る。

3.3.5業 界VANrプ ラ ネ ッ ト』に よ る標 準 化 の推 進

(1)プ ラ ネ ッ トの 概 要

㈱ プ ラネ ッ トは,日 用 品 雑 貨 業 界 の メ ー カー8社(ラ イ オ ン㈱,ユ ニ

・チ ャー ム㈱ ,㈱ 資 生 堂,サ ン ス ター㈱,ジ ・ン ソ ン㈱,十 條 キ ンバ リ

ー㈱ ,エ ス テ ー化 学 ㈱,牛 乳 石 鹸 共 進 社㈱)とVAN会 社 の㈱ イ ン テ ッ

クに よ って,60年8月 に設 立 され たrVAN運 営 会 社 』で あ る。 日用

品 雑 貨 業 界 には,約3千 の 卸店 と数 百 社 の メ ー カ ーが あ り,日 々大 量 の

取 引 を して い る 。 当 然,・各 社 と も コ ン ピ ュー ター を持 ち,互 い に デ ー タ

の 交 換 を した い と望 ん でい る の だ が,業 界 内の 卸 店 同 志,メ ー カー 同志

は 互 い に競 争 会 社 で あ るた め に,中 々統 一 的 オ ン ライ ン通信 が始 ま らな

い 。 そ こで 登 場 した の が,rVAN運 営 会 社 』"プ ラ ネ ッ ト"で あ る。

プ ラネ ッ トは,本 来 ま と ま り難 い業 界 各社 を と りま と め,業 界VAN

'を うま く作 り上 げ て い くとい う仕 事 をす る
,世 界 初 の イ ン フ ォ メ ー シ ョ

ン ・オ ー ガナ イ ザ ーで あ る。'

イ ン フ ナ メー シ ョン ・オ ー ガ ナ イザ ーは,ま ず,と りま とめ をす るわ

け で あ る。 現 在,上 記 の8メ ー カーの 外 に,さ らに17社 が 加 わ り,合

計25メ ー カーが 参 加 してい る(小 林 製 薬㈱,貝 印 刃物 ㈱,ニ ッサ ン石

鹸㈱,日 本 リー バ㈱(以 上4社 は,出 資会 社),㈱ ネ ピア,山 陽 ス コ ッ

ト㈱,㈱ 白元,マ ン ダ ム㈱,サ ラ ンラ ップ販売 ㈱,呉 羽 化学 工 業 ㈱,㈱

津 村 順 天 堂,P&Gフ ァー ・イ ー ス ト ・イ ン ク,カ ネボ ウホ ーム プ ロ ダ

クツ販 売 ㈱,三 菱 アル ミニ ウ ム㈱,㈱ 日本 香 堂,ビ ジ ョン㈱,大 日本 除

虫 菊 ㈱)。

ま た,卸 店 の 方 も,62年7月 末 に200社 を越 え,そ の 後 も,順 調

に増 えて きて い る。 イ ン フ ォメ ー シ ョン ・オ ー ガナ イザ ーの 第2の 仕事
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亀

は,標 準 化 の推 進 で あ る。

プ ラネ ッ トは,VAN会 社 で は な く,業 界 と してVANを うま く使 う

とい う立 場 に あ るrVAN運 営 会 社 』で あ るた め,極 力,標 準 化 を進 め

て,通 信 コ ス トを安 くす る算段 をす る。 幸 い,日 用 品雑 貨 業 界 で は,通

信 手 順(プ ロ トコー ル)は,JCA(日 本 チ ェー ン ス トア協 会 手 順),

商 品 コー ドは,JAN(JapanArticleNumber)が,ほ ぼ 標 準 と し

て使 わ れ てい る。 伝 送 フ ォ ー マ ッ トにつ い て も,全 卸 連 が 設 定 した標 準

フ ナー マ ッ ト(5デ ー タ種類)が あ る。 プ ラ ネ ッ トは,こ れ らの 各標 準

が 実 務 の 上 に普 及 す る よ うに促 進 す る役 割 をは た してい る。

第3に,プ ラネ ッ トは,標 準 に基づ い た 業 界通 信 シス テ ム を作 り,そ

れ を イ ン テ ッ クの 大 規 模 ネ ッ トワー ク"AceTelenet"に 搭載 し,業

界 各 社 に デ ー タ交 換 サ ー ビス を提供 して い る。現 在,プ ラ ネ ッ トが デ ー

タ交 換 サ ー ビス して い る もの は,r発 注 デ ー タ 』,r仕 入 デ ー タ』,r請

求 デ ー タ 』,r販 売 デ ー タ 』,r商 品 マ ス タ ー 』等 の メ ー カ ー ・卸店 間

通 信 で あ る。(図3-25参 照)

この よ うに,日 用 品 雑 貨業 界 で は,業 界 と りま とめ役 の プ ラ ネ ッ トの

出 現 で,他 業 界 に さ きが け て,業 界 の 本 格 的 取 引 自動 化 を実 現 した訳 だ

が,食 品 業 界 で も メ ー カー7社(味 の素㈱,㈱ ニ チ レイ,日 本 水 産㈱,

㈱ 加 ト吉,大 洋 魚 菜㈱,日 魯 漁 業㈱,雪 印乳 業㈱)と ㈱ イ ン テ ッ クよる

VAN運 営 会 社"フ ァイ ネ ッ ト"が61年4月 に誕 生 し,着 実 に 実 績 を

伸 ば しつ つ あ る。

以 来,プ ラネ ッ トや フ ァイ ネ ッ トの よ うな進 め 方 に よ り,各 種 の 業 界

ご と に取 引 の 自動 化 を 目的 と して,業 界VANが 次 々 と生 まれ,も し く

は計 画 され てい るが,一 部 を除 い て,な か なか進 展 して い ない よ うに思

わ れ る。

プ ラネ ッ トや フ ァイ ネ ッ トの よ うな業 界VANは,日 々 デ ー タ交 換 を

す る企 業 間の"イ ン フ ラス トラ クチ ャー"の 構 築 を進 め るわ けだ が,各
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ソフ ト開発費¥⑤ 商品Data

通信処理料¥

プ ラ ネ ッ ト

標準化 ・システム化 ・

VANの 運営 ・コー ド管理

① 卸 店
発注Date副

㌫鞠
⊆⊇

ド

/麟 麟 。)
コ ンサル テ ーシ ョン

パ ッケー ジ販 売

T㈱ プラネット」の主たる料金

1)接続料金'(契 約時一括支払)

①基本接続料金:150千 円/卸 店(多 数接縞 引ある)

@加 算接続料金:10～60千 円/卸 店(利 用するデータ種類に応じ加算される)

2)利 用料(毎 月支払)

①基本利用料:3～10千 円/卸 店(接 続メーカー数に応 じ段階網 引がある)

②加算利用料:2～5千 円/鈍 磨(利 用するデータ種類に応じ加算される)

3)通 信処理料(デ ータ量に応じ毎月支払)

図3-25 「㈱ プ ラネ ッ ト」 の 体 係

企業の内部処理 システ ムの一 層の合理化を促す ことにな るだろ う。

業 界VANに 参加 した企業の受発注業務,請 求業務の 自動化 を手始め

に,在 庫 管 理 シ ス テ ム,売 掛 金 管 理 シ ステ ム,買 掛 金 管 理 シ ス テム,資

金管 理 システム,原 価管理 システムの開発が次 々に進む ことが予想 され

る 。

ただ し,こ れ は業界VANに 参加すれば獲 得で きるとい うものではな

く,各 企 業 の 自助 努 力 が必 要 で あ る こ とは 言 うまで も ない 。

さ らに,将 来,金 融 の ネ ッ トワー ク と結 合す る こ とに よ る決 済 の 自動
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化 につ い て も,強 く期 待 され てい る し,大 きな メ リ ッ トを も た らす もの

と 目 され てい る。

(2)標 準 化 の 内 容

① ビ ジネ ス ・プ ロ トコル の標 準 化

プ ラネ ッ トは,「 卸 流 通 を基 本 政 策 とす る メ ー カ ーが協 力 して,業

界 内 の情 報 通 信 ネ ッ トワー クの構築 と卸 店の シ ス テ ム化支 援 を 行 ない,

業 界 の流 通 機 構 全 体 の 体 質 強 化 を 図 る 」 とい う設 立 の 目的 を掲 げ て

い る。 ま た"競 争 は店 頭 で,シ ス テ ムは共 同で"と い うキ ャ ッチ フ レ

ー ズの下 ,業 界 の特 化 型 イ ン フ ラス トラ クチ ャー とし て機 能 す る こ と

を 目指 し,ひ たす ら,よ り良い競 争 を して も ら うた め の土俵 づ く りに

遽進 してい る。VANが 発 展す れ ば,標 準 化 は 必 要 ない と考 える向 き

も あ るが,逆 に今 こそ 標 準 化 が 求 め られ てい る時 代 はな い 。VANを

安 く効率 的 に 利 用 す る ため には,や は り,標 準 化 を推 進 す る こ とが重

要 で あ る。 今 時 点 で,標 準 化 に成 功 した業 界 とそ うで ない 業 界 で は,

5年 を待 たず して天 地 の差 が で き るだ ろ う。VAN会 社 で あれ ぼ,標

準 化 な どせ ず に,変 換 料 を稼 い だ方 が 良い のだ ろ うが,VANを うま

く使 うとい う立 場 に あ る プ ラ ネ ッ トは,ユ ー ザ ーの た め に,強 力 に,

標 準化 を進 め て い る。

.標 準 化 は,プ ロ トコル,コ ー ド,伝 送 フ ォ ー マ ッ トを中 心 に統一 化

を進 め て きた が,幸 い,今 ま で に例 をみ ない ほ ど順 調 に進 ん で い る。

(表3-3参 照)特 に,伝 送 フ ォー マ ッ トは,全 卸 連 お よび 各 種 工 業

会 の尽 力 で業 界 標 準 フ ォー マ ッ トが 制定 され た 。 日々 の取 引の 業 務 全

般 に わ た って,伝 送 フ ォー マ ッ トの 標 準 が設 定 され てい る業 界 は 他 に

類 例 をみ ない 。 プ ラ ネ ッ トは,こ の業 界標 準 フ ナー マ ッ トを遵 守 し,

ユ ーザ ーの利 用拡 大 を積 極 的 に推 進 して い る。 さ らに,こ れ らの 基 幹

的 標 準 の ほか に,デ ー タの 桁 数や 単 位,運 用 の時 間帯,ト ラ ブル時 の

回復 方 法 な ど,多 くの通 信 上 の細 則 を取 り決 め て 標 準化 してい る。
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表3-3フ ォ ー マ ッ ト,コ ー ドの 標 準 化

【フォーマ ッ トの標準化状況 】

フ ォ ー マ ッ ト デ ー タ内 容 と標 準 化 の状 況

① 発注デー タ

デー タ種類r21』

卸 店が メーカーに商品を注文 した内容を示すデー タ

全卸連統 一フォーマ ッ ト(86年9月 決定)

② 仕入デー タ

デー タ種類r31』

メーカーが卸店に商品を納 品 した内容を示すデー タ

〃(85年11月 決 定)

③ 請求照合 データ

デー タ種類r39』

メーカーが卸店に代金を請求 した明細 内容を示すデータ

〃(86年9月 決定)

④ 販 売デー タ

デー タ種類r25・29』

卸 店が小売店等に商品を販売 した内容 を示すデー タ

〃(86年9月 決定)

⑤ 商品データ

デー タ種類r62』

商 品名,商 品 コー ド,価 格,サ イズ等を示すデ ータ

〃(86年9月 決定)

●

途

【コー ドの標準化状況 】

コー ドの種類 標 準 化 の 内 容

(Dデ ー タ 種 類 JCAリ ザ ーブ 『01』～ 『20』 以 外の枠内で標準設定

『JANコ ー ド 』を 採 用 。 た だ し,「 国 コー ド 」,「 チ ェ ッ

(2)商 品 コ ー ド クデ ィジ ッ1」 を除い た 『10』 桁 で運用。 しかも,商 品の性

区分1桁+10桁 格 を表 わす 「商 品 コー ド区 分(J,S,K…)」 と一対 に して

使用。

(3)メ ー カ ー コ ー ド 『流 通 コ ー ドセ ン タ ー 』の 設 定 の 「JAN商 品 メ ー カ ー コ ー

5桁+A ド』を採用。

『流通 コー ドセンター 』設定の 「共通取引先 コー ド」を採用。

(4)卸 店 コ ー ド

しかも,未 登録 の卸店 については,プ ラネッ トで一時的に同
6桁+A

一体系の暫定 コー ドを設定。

(5)販 売 店 コ ー ド プ ラネッ トで標準販売店 コー ドを新規に設定。

7桁 現在,約30万 店 の取引先き コー ドを登録済

(6)ス テ ー シ ョン コ ー ド 原 則 と して,「JAN標 準 セ ン タ ー コ ー ド 」,お よ び 「JAN

MAX.8桁 ス テ ー シ ョ ン コ ー ド」を 利 用 。

じ

画
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⑨

4

《

② 通 信 ネ ッ トワー クの標 準 化

プ ラ ネ ッ トは,業 界 商 慣 習 に基 づ い た通 信 シ ス テ ムを 開発 し,そ れ

をイ ンテ ッ ク のVANで あ るtAceTelenet"に 搭 載 してい る。

AceTelenetは,日 本 全 国 約六 十 個 所 に通 信拠 点 のある公 共 的VAN

で あ る。AceTelenetは,多 数 の企 業や 行 政 が利 用 して い るが,そ

の中に 日用品雑貨業界用通信 ソフ トを特 別に組み込み,業界全体がAce

Telenetに の れ ば,非 常 に具 合 良 く通 信 がで き る よ うに して い るわ

けで あ る。 この よ うに して,現 在,プ ラネ ッ トには200を 超 える卸

店 と約30の メ ー カ ー とが 参 加 す るに至 ってい る。今 日,た くさん の

VANが あ る 中 で,こ れ だ け大規 模 で本 格 的 な業 界VANは 他 にみ あ

た らな い。

一 般 のVANの 多 くは ,1:Nの プ ラ イベ ー ト ・ネ ッ トワー クで あ

り,VAN本 来 の メ リッ トを享 受す る こ とはで き ない 。 た と えば,50

の メー カ ー と500の 卸 店 で は,25000(50×500)回 の 通信 が 必

要 な と こ ろで あ るが,N:Nネ ッ トワー クで あれ ば,550(50+500)

回の 通 信 に減 少 し,通 信 コ ス ト,さ らに は 取 引 コス トも大 幅 に合 理 化

され る。 も ち ろん,物 流 コス ト,代 金 決 済 コス トにつ い て も,構 造 的

で 劇 的 な削 減 の 可能 性 がみ えて くるので あ る。 各 企 業 が 各 々独 自に構

築 した1:Nの プ ライ ベ ー ト ・ネ ッ トワー クをい くら積 み 上 げ てみ て

も,こ の よ うな 合 理化 メ リ ッ トは決 して望 めな い 。 プ ラ ネ ッ トは,多

数 の メ ー カ ー とた く さん の卸 店 とが一 つ の ネ ッ トワー ク,一 つ の ソフ

トに よ ってむ す ば れ てい る,と て も可能 性 を秘 め た,い わ ゆ るN:N

パ ブ リッ ク ・ネ ッ トワー クなの で あ る。(図3-26参 照)そ れ 故 に,

プ ラ ネ ッ トを 利用 してい る ユ ーザ ーは,ど の相 手 と通 信す る とき も ,

ま った く同 じ プ ログ ラム,同 一 の オ ペ レー シ ョンで通 信す る こ とが で

き るわ けで あ る。
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、"=ξ ア戸,・噸"ず 」で

●

1つ の ネッ トと1つ のソフ トによる理想的ネッ トワーク

図3-26N:Nの ネ ッ トワ ー ク

③ 端末機 の標準化

プラネ ットでは,早 期 に統一的 な業界ネ ッ トワークを構築す るため

に,伝 送 用端末機 を希望卸店 に無償で提 供 してい る。 これ は,卸 店が

プラネ ッ トと接続す るためのハー ドや ソフ トを用意す るのを待 ってい

た ら,非 常に長い準備 期間がか か って しま うし,そ の間 に,種 々様 々

な通信方式がで きかね ない ことな どを配慮 したためで ある。業界内に

3,000も ある卸店の 内,十 分 なシステム対応 力を有す る卸店 は少 な

く,多 くの卸店で はシステム要員不足の状況 であ るし,地 元 のデ ィー

ラーに任せ き りとい うところも多い。そ うした御店 に対 し,通 信 用 ソ

フ トとハ ー ドの準備 を してい ただ くのは負担 が多過ぎ る。そのため,

プ ラネ ッ トでは,卸 店用の標準端 末機を開発 し,接 続要望のあ った卸

店 に設置 を進 めてい る。 この端 末機 を設置す る と,即 座 にメーカーと

通信がで きる とい うわ けで ある。(図3-27参 照)も ちろん,究 極
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の 目標 は,卸 店 自社 の コ ン ピ ュー タ とネ ッ トワ ー ク接 続 す る こ とで あ

り,ホ ス ト直結 の 申 し出 は大 歓 迎 で ある。 現 在,プ ラ ネ ッ ト端 末 機 を

導 入 して い る卸 店 も準 備 が で きた ところか ら順 次,ホ ス ト接 続型 に切

り替 わ りつ つ あ る。

余 談 で は あ るが,プ ラネ ッ トの ビジネ ス に少 し言 及 す れ ば,そ れ は,

」

●

① 提供す る端末機 種

(i}日 本 電気 『NECN5200/05

(ii)日 本IBM『IBM5550』

② 搭載す る標準通信 ソフ ト

MK皿 』

NO 基本的業務 業 務,内 容

1 受 信 業 務
仕入データ,請 求データ,新 製品案 内デ ータ

ー般連絡デ ータ

2 送 信 業 務 発注デー タ,販 売デー タ

3 照 会 業 務 運用照会,コ ー ドマスター照会,DB情 報 検索

4 伝票 発 行業務
全卸連統一伝票(仕 入伝票),請 求 伝票

各種 チ ェック リス ト

5 データ入力業務

販 売 デ ー タ(オ ー ダ ー ・土 ン ト リー)

販 売 デ ー タ(訂 正 デ ー タ)

■

③ 伝送手順

(DJCA手 順,公 衆回線2,400BPS

※ ホ ス ト接続 の場合,次 の手順 も選択可能です。

Ui)JCA手 順DDX-C9,600BPS

(m全 銀 手順DDX-C9,600BPS

㈹ 全銀手順 公衆回線2,400BPS

図3-27プ ラネ ッ ト端 末 機
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卸 店 に設 置 した端 末 機 の 利 用 サ ー ビス を メ ー カ ーに斡 旋 す る とい う商

売 で あ る。 す で に,多 数 の卸 店 に設 置 して あ る プ ラネ ッ ト端 末機 は,

業 界 の メ ー カ ー に と って,ぜ ひ と も利 用 した い ツ ールで あ る。 そ こで,

プ ラネ ッ ト端 末 機 を使 い た い メ ー カー は ,プ ラネ ッ トに利 用料 を払 っ

て い ただ くわ けで あ る。 メ ー カーが 独 力 で ネ ッ トワー クを構 築 す るの

に 対 して,大 幅 に安 く,か つ 短 期 間で 通 信 が 開 始 で き る とい うわ け で

あ る。

(3)標 準 コ ー ドマ ス タの一 元 管 理

プ ラ ネ ッ トは,業 界 の デ ー タ通 信 につ い て の 共 通 の ニー ズ を と りま と

め,そ れ を標 準 化 し,シ ス テ ム化 した うえで,そ の シ ステ ム を運 営 して

い る。 運 営 の 仕 事 の第 一 は,デ ー タの 流 れ の監 視 で あ る。VANに は,

デ ー タを受 信 先 別 に振 り分 け る メイ ル ボ ック ス機 能 が あ る。つ ま り,多

数 の相 手 に発 信 され た 同種 の伝 送 デ ー タを相 手先 別 に分 け て,ネ ッ トワ

ー クの メ モ リー 内 に一 時 蓄 積 をす る とい う機 能 で あ る
。 この機 能 は,ユ

ーザ ー の コン ピ ュー タの 稼 働 時 間 に拘 束 され ず に
,通 信 が で き る とい う

たい へ ん に便 利 な機 能 で あ るが,デ ー タの採 り忘 れ な ど,運 用 に注 意 し

なけれ ば な らない 。 この デ ー タの 流 れ の監 視 シ ス テ ムは,デ ー タ量 の カ

ウ ン トを適 確 に行 ない,ユ ー ザ ーへ の通 信 処 理 料 金 の正 確 な請 求 の も と

にな って い る。

次 に最 も重 要 な仕 事 と して,統 一 コー ドの 一 元 管 理 が あげ られ る。 コ

ー ドとい うもの は
,標 準 コー ドの体 系 を設 定 す れ ば よい とい う もの で は

な い 。設 定 され た コー ドは,常 に使 える よ うに最 新 の状態 に維 持管 理 さ

れ て い な け れ ば 意 味 が な い。 通 信 の 世 界 で は,受 信 側 も発信 側 も同 時 に

同 じ コ ー ドを保 持 して い な けれ ば,実 用 に は な らない の で あ る。 そ の た

め,プ ラ ネ ッ トで は,ぺ`コ ー ド管理セ ンター"を 設 け て,標 準 コ ー ドの一

括集 中管 理 を 行 ない,ユ ー ザ ーか らの オ ンラ イ ンで の問 い 合わ せ に応 じ

てい る。(図3-28～3-31参 照)
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この よ うな コー ド管 理 サ ー ビス は,ユ ーザ ーが マスター保守,あ るい は デ

ー タの 名 寄 せ な どをす る上 で ,た い へ ん大 き な メ リ ッ トを生 み 出 す こ と

に な ろ う。

ユーザー データ昌巽VANデ ータ霧 こ ユーザー

'

コー ドマ スタ

優

'コ
ー ドマ ス ター

コード管理,

センター

図3-28プ ラ ネ ッ トコ ー ド管 理 セ ン タ ー

商品マスタ「61」

付状Oiii;

∨
品チづ 「62」
.供 依頼 票

フ●ラ ネ ・ッ ト

コ ー ド管 理 セ ン タ ー

○ 口

商 品マスタ登;ま

チェッリリスト「4

「61」

商 品 マスタ

「64」

チェアクリスト

)　
クツテンイ

(題 詩曜)

一 →

≠寸内容or商 品チータ「62」

(「Ll・・6ム附1」)一 覧表

「62」

新 嘉島案 内データ

初

期
層』

錠口

入

店

ヨ妾

銃

口ギ

缶同
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第4章 標 準 手 順

●

こ こで い う標 準 手順 とは,現 在,産 業 界 の 取 引 ネ ッ トワー クお よび 金融 業 ネ

ッ トワ ー クな どに お い て,広 く普 及 して い る プ ロ トコル を意 味 し,ISOあ る

い はJIS規 格 の プ ロ トコル を意 味 す るわ けで は ない。

現 在 の 標 準 手 順 に は,2つ の カテ ゴ リーの プ ロ トコル が含 まれ てい るの が,

普 通 で あ る。 それ は,

① 伝 送 手 順(プ ロ トコル)

② ビジ ネ ス プ ロ トコル

で あ る。 例 えば,J手 順,全 銀 手 順,CAT手 順 な どは,い つ れ も両 者 の プ ロ ト

コル を含 ん で い る。 しか しな が ら,ANSIX.12あ るい はISO-EDI

FACTな どは,② の ビジ ネ スプ ロ トコル の 規格 しか含 ん で い ない 。 この よ う

な違 い が 出 て きた の は,以 下 の理 由 に よ る。 す なわ ち,ANSIX.12な ど

の 最 新 の規 格 で は,伝 送 手順 と ビジネ ス プ ロ トコル を分 離 独 立 させ,前 者 はO

SI標 準 通 信 シス テ ムを 用 い る こ とに な った か らで ある。

本 章 で は,J手 順,全 銀 手 順 に 加 えて,ANSIX.12規 格 とISO-E

DIFACT規 格 を紹 介 す る 。 また,後 の2者 の 規格 の 前提 と な って い るOS

I標 準 通信 シス テ ム の動 向 もま とめ る。

q

■
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4.1我 が 国 に お け る標 準 手 順

4.1.1標 準 手 順 の種 類

現 在,標 準 的 ビ ジネ ス ・プ ロ トコル と して,次 の3種 が知 られ て い る。

①J手 順

② 全 銀 手 順

③CAT手 順

これ らの 手 順 は,産 業 界 に広 く普 及 して お り,又,各 コ ン ピュ ータ ・メ

ー カ ーで も ,標 準 サ ポ ー トとな って お り,異 機 種 間結 合 を含 む 企業 間 ネ ッ

トワ ー クに 用 い る手 順 で あ る。

(1)J手 順

J手 順 は ・JCA手 順 を改 良 して 生 まれ た手 順 で あ る。JCA手 順 は,

昭 和155年 に 日本 チ ェ ー ンス トア協 会 が,卸 問 屋,商 品 メ ー カ ーな どへ

の 発 注 情 報 をオ ンラ イ ン伝 送 す る時 に 用い る業 界 共通 手順 と して作 成 し

た もの で あ る。

そ の た め,交 換 回線(電 話 回線)用 の仕 様 とな って お り,さ らに可 能

な 限 り単 純 な 手順 と して,端 末 側 の コス トが 安 価 に な る よ うに配 慮 され

て い る。

そ の 後,こ の 手 順 に改 良が 加 え られ,昭 和57年 に新 た にJ手 順 と改

称 して,我 が 国の 標 準 手 順 と して 定 着 した。

J手 順 は,一 つ の セ ンタ ーと複数 の 端 末 を 結ぶ 手順 と して 開 発 され,

セ ン タ ー とセ ンタ ーを結 ぶ機 能 は 考 慮 され て い ない 。 しか しなが ら,セ

ンタ ーを端 末 に 準 ず る扱 い に して,セ ンタ ー同志 を結 ぶ こ とは 可 能 で あ

り,実 施 例 も あ る。

J手 順 の 規 格 書 に は,以 下 の 項 目に つい て規 定 して あ る。

① 回 線 仕様

② 伝 送 制御 手 順

③ メ ッセ ー ジ ・コ ン トロール

一152一

●

■

■

唯



●

も

亀

ρ

④ メ ッセ ージ ・フ ォ ーマ ッ ト

⑤ コ ー ド(デ ー タ コ ー ド)

こ こで,③,④,⑤,は ビジ ネ ス ・プ ロ トコルで あ るが,①,② は 通

信 シ ステ ムの規 約 で あ る。 す なわ ち,厳 密 に言 えば,J手 順 は 広 義 の ビ

ジ ネス ・プ ロ トコルで あ る。

J手 順 が も っと も普 及 して い るの は,流 通 業 界 で あ る。誕 生 の い き さ

つ か ら して 当然 で は あ る。

ス ーパ ー,チ ェ ー ンス トア と卸 あ るい は 商品 メ ーカ ーを結 ぶ 受 発 注 ネ

ッ トワー クに は,ほ とん どJ手 順 が 用い られ てい る。 一 方,商 品 メ ーカ

ー と卸 を結 ぶ 受 発 注 ネ ッ トワ ー クも大半 はJ手 順 で あ る
。

J手 順 は製 造 業 界 で も用 い られ てい る。 例 えば,商 社 を中 心 とす るネ

ッ トワ ー ク,製 造 メ ー カ ーと倉 庫 を結 ぶ ネ ッ トワー クな どに 使 わ れ て い

る例 が あ る。 しか しなが ら,製 造業 界 で はJ手 順 は 少数 派 で あ る。 金融

業 界 で は ほ とん ど使 わ れ て い ない 。

この 理 由 に つ い て は 次 の よ うな こ とが考 え られ る。

① 製 造 業 界 で は 従 来 大企 業 を中 心 とす る系 列 企 業 を結 ぶ 垂 直 ネ ッ ト

ワー クが 主 流 で あ った。 又,製 造業 界 で は 専 用 回線 の使 用 が 多か っ

た。

② 金 融 業 界 で は,フ ァイ ル転 送 よ りも,リ アル タ イ ムオ ン ライ ン

(ト ラ ンザ ク シ ョ ン処 理)の 業務 ニ ー ズが大 きい 。 又,J手 順 は セ

キ ュ リテ ィ上 の問 題 が あ る。

以 上 の こ とは,今 後 の 新 手 順 で も考 慮す べ き重 要 項 目と なろ う。

(2)全 銀 手順`

全 国銀 行協 会連 合 会 が,フ ァームバ ンキ ング(FB)用 に発 表 した新

統三 手順 で あ り,昭 和58年10月 に,最 初 の 規 格(第 一 版)が 公表 さ

れ た 。 この規 格 の 特 徴 は,CPU-CPU結 合 を基 本 と して い る ことで,

主 と して,大 手 企 業 と銀 行 を結 ぶ ネ ッ トワ ー ク用 の手 順 に な ってい る点
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で あ る。

これ に 加 えて,昭 和59年1月 に は,パ ー ソナ ル コ ン ピュ ータ用 の 手

順 も発表 され た 。 こ ち らの方 は,銀 行 の セ ン タ ーの接 続 相 手 と して,パ

ソ コ ン(又 は オ フ コ ン)を 想定 した 手順 で あ り,基 本 的 に は 昭 和58年

10月 発 表 の もの と同一 で あ るが,一 部 機 能 の省 略 が行 わ れ て い る。

全 銀 手 順 は,セ ン タ ーと セ ンタ ーを 結 ぶ こ とを基 本 に した 手 順 で あ る

が,セ ン タ ーと端 末 を結 ぶ こ と もで きる。 全 般 に,J手 順 で 不 具 合だ っ

た点 を改 め て機 能 が強 化 され て お り,製 造 業 界 に お け る使 用例 が 多い 。

全 銀 手順 の規 格 書 に は,以 下 の 項 目につ い て 規 定 して あ る。

① 回線 仕 様

② 伝 送 制御 手 順

③ メ ッセ ー ジ ・コ ン トロ ール

④ メ ッセ ー ジ ・フ ォ ーマ ッ ト

⑤ コー ド(デ ー タ コ ー ド)

こ こで,③,④,⑤ は ビジ ネ ス ・プ ロ トコル で あ る が,①,② は 通 信

シ ス テ ムの 規 約 で あ る。 す なわ ち,厳 密 に 言 えば,全 銀 手順 は広 義 の ビ

ジ ネ ス ・プ ロ トコル で あ る と言 うこ とに な る。

全 銀 手順 は,本 来FB用 で あ り,金 融 関 連 の 業 務 に普 及 してい る。 一

方,J手 順 の機 能 強 化 版 で もあ るの で,製 造 業 界 の ネ ッ トワ ー クで 多 く

用 い られ てい る 。 特 に 総 合 商社 の ネ ッ トワ ー クで の 適 用 例 が 多 い 。

全 銀 手 順 の規 格 書 は,全 国 銀 行協 会 連 合 会 か ら入手 で き る(有 料)の

で,規 格 の 詳 細 は そ ち らの方 を 参 照 してい た だ きたい 。

(3)CAT手 順

CAT手 順 は,ク レ ジ ッ トな どの 信 用照 会 端 末 と セ ンタ ー とを結 ぶ,

リアル タイ ムオ ンラ イ ン型 の 手 順 で あ る。 回 線 は,電 話 回線 を 用 い る。

信 用 照会 専 用 とい うよ うに,適 用 業 務 は か な り限定 的 で あ る。 この 辺 り

が,J手 順,全 銀 手 順 とは か な り異 ってい る部 分 で あ る。
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CAT手 順 は,B改 手順(CDの 手順)の バ リエ ー シ ョ ンで あ る。 従

って,B改 手順 と共 通 の 要 素 が 多 く見 られ,B改 手 順 の 簡 易 版 と考 えて

差 しつか え.ない。

CAT手 順 は,小 売 店 に設 置 され た信 用 照 会端 末 と,個 人 信 用 デ ータ

を蓄 積 した セ ンタ ーと を結 ぶ,ネ ッ トワ ー ク上で 用 い られ る 。

CPU-CPU通 信機 能 は サ ポ ー トされ ない。

CAT手 順,B改 手 順 な どは,金 融 業 界 で 多 く用 い られ る。 金融 業 界

で の デ ー タ転送 は 即 現 金(資 金)の 移 動 を意 味す るた め,セ キ ュ リテ ィ

対 策 が 重 要 で あ る。 従 って,CAT手 順,B改 手 順 を 始 め,金 融 業 界 の

手 順 は 一 般 には 公 開 され てい ない 。

■

4.L2J手 順,全 銀 手 順 の 概 要

前 項 で 述 べ た よ うに,現 段 階 で は,3種 の標 準手順 が存 在 す る と考 えて

よい 。 この うち,CAT手 順 は,金 融 業 だ け の,や や特 殊 な手 順 な の で,

以 下 で は,J手 順 と全 銀 手順 につ い て 詳 細 を述 べ る こ とにす る。

(1)デ ータ転 送 形 態

J手 順,全 銀 手 順 は フ ァイ ル転 送 手 順 とも言わ れ る 。 これ は,ユ ーザ

に対 す る イ ン タ ーフ ェ ースが,フ ァイ ル ・ハ ン ドリングの 形 で 提供 され

て い るた めで あ る。

①2つ の基 本 フ ェー ズ

J,全 銀 と もに,

aフ ァイ ル転 送 前 の コ ン トロ ール ・フェ ーズ

bフ ァイル 転 送 フ ェ ーズ

の2つ の フ ェ ーズ を持 って い る。aは,フ ァイ ル ・ア クセ ス にお け る

オ ー プ ン処理 と 同等 の 性格 を有 し,bは フ ァイ ル ・ア クセ ス にお け る

Read/Writeに 相 当す る。

全 銀 手 順 で は,さ ら に,フ ァイ ル ・ア クセス にお け る ク ロ ーズ処 理
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に相 当す る フ ェ ー ズ もあ る。J,全 銀 の 最大 の 特徴 は,aの コ ン トロ

ール ・フ ェ ーズ をユ ーザ ーが コ ン トロールす る こ とが 可能 な こ とで
,

同 時 に,こ の こ とが,OSIのFTAMに 切 り換 える場 合 の 障害 に な

る ので は ない か と,考 え られ て い る。

② リカバ リー方 式

J手 順 で は,デ ータ転 送 途 中 で エ ラ ーが発 生 した場 合,す べ て の デ

ー タを再 送 す る こ とで ,リ カバ リー処 理 を 行 う。

一方 ,全 銀 手 順 で は,エ ラ ーが 発 生 す るまで の デ ータは 有 効 と見 な

し,エ ラ ー発 生 後 の デ ー タの み 再 送 す る こ とで リカバ リーを行 うこ と

に な って い るが,実 際 の 運 用 で は,す べ て の デ ー タを再 送 してい る こ

とが 多い 。

③ フ ァイ ルの 識 別

J,全 銀 手順 で は,フ ァイ ル識 別IDに よ って 目的 の フ ァイ ル に ア

クセスす る。 この時,目 的 の フ ァイ ル に デ ータを 書 き込 む(連 絡 モ ー

ドとい う)場 合 は,目 的 の フ ァイ ル は空(デ ー タが ない)で あ る とい

う前提 で 行 な い,目 的 の フ ァイル か らデ ータを 読み 込 む 場 合 は,目 的

の フ ァイル に デ ータが 入 って い る とい う前 提 で 行 う。 ・

但 し,実 際 の デ ー タ転 送 に 当 って,こ の前 提 条件 は チ ェ ック され な

い 。

(2)制 御電文

表4-1に,J,全 銀 手順の制御電文を示す。各制御電文の意味は,

以下である。

① 業 務開始電文

通話 回線 におけるセ ッシ ョンの確立 と,業 務の接続 を兼ねた 電文で

あ る。 この電文のや りと り(開 始要 求⇔開始確認)が 正常 に実行で き

た場合に,コ ンピュータ ・システ ムの接続 と,業 務の接続が完 了 した

と見なす。

一156一

ぷ

▲

じ

●



`

q

,

表4-1J,全 銀 手順 の 制 御電 文

電文

手順
業務開始電文

ファイル制御電文

(開 始)

フ ァイル制御電文

(終 了)
業務終了電文

J手 順 ○ オ プ シ ョ ン ナ シ ○

全銀手順 ○ ○ ○ ○

② フ ァ イル制 御 電 文(開 始)

接 続完 了 の後,転 送 す る フ ァイル に関 す る情 報 を交 換 す る 電文 で あ

る。J手 順 で は,オ プ シ ョ ンに な ってお り,交 換 情 報 も,全 銀 手 順 と

は か な り異 な る。

③ フ ァイ ル 制御 電文(終 了)

一 つ の フ ァ イル の 転送 の 後,フ ァイル の 転送 結 果 に 関す る情 報 を交

換す る た め の 電文 で あ る。 この 電文 は,J手 順 に は ない 。 従 って,J

手 順 で は,一 度 の接 続 で 一 つ の フ ァイ ル しか送 れ ない 。

④ 業 務 終 了 電文

1回 の 接続 で 予 定 され てい た す べ ての 業 務 が,正 常 に 終 了 した こ と

を確 認 す るた め の 電文 で あ る。

(3)J手 順 と全 銀 手 順 の違 い

① フ ァイ ル識 別 子

全 銀 手 順 で は,フ ァ イル制 御 電文 中 に あ る フ ァイル 識 別 子 に よ り,

目的 フ ァイ ルの 識 別 を行 う。

一 方 ,J手 順 で は,業 務 開始 電文 中 に設 け られ た,オ プ シ ョン ・エ

リアを フ ァイ ル識 別 子 と して 用 い る こ とに よ り,目 的 フ ァイ ルの 識 別

を 行 うこ と も可 能 で あ るが,こ れ は純生 バ ージ ョンとは 言 えない 。J

手 順 で は,目 的 フ ァイ ルは常 に 一つ しか ない よ うに運 用 し,フ ァイ ル
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識 別 を不 要 にす るの が,正 しい使 い 方 で あ る。

② レ コ ー ド長 の 違 い

J手 順 は,128byte又 は256byteの 固定 で あ るが,全 銀 手 順 は,

256byteま で の 可 変 長 で あ る。

③ リカバ リー方 式 の 違い

デ ータ伝 送 中 に,エ ラーが発 生 した場 合,

の再 送 とな るが,全 銀 手 順 の場 合は,未 送 信 デ ータ のみ の 再 送 とな る。

④ そ の他 の 違 い

図4-1を 参 照

¶
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① 伝送速度

げ 全銀協手順

(d}J手 順

② 伝送方式

伊 全銀協手順

(d)J手 順

DDX-C,専 用線

公衆網

公衆網

透過方式

非透過方式

9.6Kbps

2.4Kbps

2.4Kbps

③ 秘 密保護

全銀協手順 では照会モ ー ド(本 システムでは受信者 のメールボックスか らの取出 し)に おいて

正当なメールボックスアクセス者か のチ ェックを してい る。

④ 起動方式

けう 全銀協手順

(イ)J手 順
対等(パ ソコンの時 は,パ ソコン側が起動局)

起 動局固定

⑤ 制 御 電 文 と デ ー タ 電 文 の 区 別

仁が 全 銀 協 手 順TTC(TransmissionTextControl)で 区 別(レ コ ー ドの 外)

(d)J手 順 レ コ ー ドで 区 別

⑥ 複数 フ ァイルの伝 送

けう 全銀協手順 可能

(d)J手 順 アプ リケーシ ョンで対応

⑦ 電文 とレコー ド

切 全銀協手順

(イ)J手 順

1電 文nレ コ ー ド

1電 文1レ コ ー ド

⑧ 伝送テキス ト長

けう 全銀協手順

(イ)J手 順

⑨ 圧縮伝送

θ 全銀協手順

(イ)J手 順

256B迄 可 変 長(DDX-C

128Bor256B固 定 長

可能(パ ソコンの時 は不可)

不 可

9.6K利 用 時 は2048B)

"
図4-1J手 順,全 銀 手 順 の 比較

,
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4.1.3コ ン ピ ュー タ ・メー カー の対 応(1)

本 項で は,富 士 通 ㈱ で のJ手 順,全 銀 手 順 の サ ポ ー ト状 況 を示 す 。 サ ポ

ー トす る パ ッケ ージ 名称 や サ ポ ー ト内容 の レベ ル は ,サ ポ ー ト機 種 に よ っ

て 若 干異 るが,相 互 間接 続 に関 わ る手順 は標 準 プ ロ トコルで イ ン プ リメ ン

トされ て お り,相 互 間 で の メ ッセ ージのや りと りは何 ら問題 な く行 える。

サ ポ ー ト機 種 に よ る違 い は,OSの サ ポ ー ト内容 に よ って い る所 が 多 く,

リカバ リ ・ リス タ ー ト方 法,運 用 操 作性 な どが あ る。

尚,今 回 対 象 の サ ポ ー ト機 種 か ら ミニ コン及 び ス ーパ コ ン ピ ュー タは除

い て い る。

o

■

●
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表4-2サ ポ ー ト状 況 一 覧

サ ポ ー ト手 順

サ ポ ー ト髄 ＼os
J手 順 サポー トパ ッケージ名

全銀手順サポー トパ ッケー ジ名

全銀 ベーシック 全銀パ ソコン

メ

フ イ

レ ン

1

ム

Mシ リー ズ

OSW/F4MSP CORDEX,CVCS CORDEX CORDEX

OSIV/X8FSP CORDEX,CVCS CORDEX CORDEX

OSW/ESP皿 CORDEX,CVCS CORDEX CORDEX

オ

コ フ

ユン イ

1ビ ス

タ

Kシ リー ズ

CSP/F5 CVCS CORDEX CORDEX(親)

CSP/F3 CVCS 一 FBANK(子)

CSP/F1 CVCS 一 FBANK(子)

ワー クス テ ニシ ヨンF2750 MCP86 CORDEX 一 CORDEX(子)

パ

ー

ソ

ナ

ル

コ

ン

ピ

ュ

ー

タ

F9450‖

APCS皿 CVCS 一 PULS(子)

APCS皿s CVCS 一 PULS(子)

F9450 APCS皿s CVCS 一 PULS(子)

F9450πkO/

αmk‖
APCS皿s

A

CVCS
一

一 サポー ト予定

F9450Σ ンΣ`mkO

'^

APCS[V CVCS・ 一 PULS

FM16β MS-DOS CVCS 一 全銀パ ソコン手順 ライブラリ

+ユ ーザアプ リケーション

CVCS

CORDEX

PULS

FBANK

ChainstoreandVenderCgmmunicationSystem

CORporateDataEXchangeSystem

PersonalcomputerUniversalLinkageSystem

FirmBanking



(1)Mシ リー ズ(CORDEX)

①CORDEXサ ポ ー ト概 要

CORDEXは,企 業 間 デ ー タ交 換 を可 能 にす る企 業 間 フ ァイ ル伝

送 パ ッケ ー ジで あ る。CORDEXは 全 銀協 標 準 プ ロ トコル(全 銀 ベ

ーシ ッ ク,全 銀 パ ソコ ン),JCA手 順 をサ ポ ー トしてお り,異 機 種

シ ス テ ム との デ ー タ交 換 が 可 能 で あ る。

② サ ポ ー トプ ロ トコル

・全銀 協 標 準 通信 プ ロ トコル(ベ ーシ ッ ク手 順)

・全銀 協 パ ー ソナ ル コ ン ピュ ータ用 標 準 通 信 プ ロ トコル(ベ ー シ ッ ク

手順)

・JCA手 順(取 引先 デ ータ交 換標 準 通信 制御 手順)

・J手 順(OSrV/F4MSP ,OSIV/X8FSPの み)

③ 特 長

イ サ ポ ー ト機 能

a機 密 保 護

企 業 間 の デ ータ伝 送 に お い て は,情 報 が 外部 に漏 れ ない よ うに

す るた め に機 密 保 護 が必 要 とな る。CORDEXで の機 密 保 護 は プ

ロ トコル規 約 に 基づ き,相 手 セ ン タ との接 続 時 及 び フ ァ イル の ア

クセ ス時 に行 わ れ る。 機 密 保 護 の対 象 とな る チ ェ ック項 目に は以

下 の もの が あ る。

・接 続 相 手 資 格 チ ェ ック項 目

一相 手 セ ンタ確 認 コ ー ド

ー当方 セ ンタ確 認 コ ー ド

ーパ ス ワ ー ド

・フ ァイ ル ア クセ ス資 格 チ ェ ック項 目

一 フ ァイ ル ア クセ スキ ー

b自 動 再 試 行/自 動 再 開
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フ ァイ ル伝 送 中 に 回線 障 害 な どが 発 生 して集 配 信処 理 が 中 断 し

た場 合,CORDEXは 利 用 者が 指 定 した再 試行 回数 の範 囲 で,自

動 的 に再 試 行 処 理 を行 う。

c集 配 信 フ ァイル

伝 送 デ ータの 格 納 フ ァイル と して,CORDEXは 以 下 の3つ を

サ ポ ー トす る。 デ ータ格納 先の フ ァイル と して,ど の フ ァイ ル を

使 用す るか は 伝 送 す る デ ー タご とに 選択 す る こ とが で き る。

一蓄 積 フ アイル

ーユ ーザ フ ア イル

ー入 出 力 出 口

口 才 ペ レー シ ョ ン ・イ ン タ フ ェー ス

CORDEXで は 運用 の 自動 化 ・省 力化,操 作場 所 の 拡 大,ユ ーザ

応 用 プ ログ ラ ム との集 配 信 処理 の連 携 な どを 考 慮 して,豊 富 な オペ

レ ーシ ョン ・イ ン タ フ ェー ス を用意 してい る。 これ らを 有 効 に 利 用

す る こ とに よ り,集 配 信 業 務 の柔 軟 な運 用 が 可 能 とな る。

(2)Mシ リー ズ(CVCS)

①CVCSサ ポ ー ト概 要

CVCSと は,チ ェー ンス トアまたは取 引先 で 作 成 され た送 信 デ ータ

を も とに,チ ェ ー ンス トア と取 引 先 の 間で 配 信,あ るい は 集 信 を 行 う

オ ンラ イ ン ・パ ッケ ージで あ る。

② 特 長

イ 環 境 定 義 の独 立 性

オ ンライ ン運 用情 報 の 一 元 管 理 を 行 う管理 フ ァ イル の 初 期 環 境 定

義 と変 動要 素 の定 義 は,集 配 信 処理 に影 響 を 及ぼ す こ とな く行 え る。

ロ 運 用管 理 の一 元 化

CVCSは 運 用管 理 を管 理 フ ァイル で行い,オ ンラ イ ン運 用 情 報

の一 元管 理 を 以下 の とお りに 行 ってい る。
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一管 理 フ ァイ ル に よ る集 配 信 処理 の 制 御

集 配 信 処理 の配 信 デ ー タの送 信 と集 信 デ ータ の受 信 の 適 合 は,全

て 管 理 フ ァイル の 制御 下 で行 う。

一運 用状 況 の把 握

オ ンライ ン運 用 中,又 は オ ンライ ン運 用 終 了後 の 状 況 の 把 握 は管

理 フ ァイ ル を リス ト出 力す る こ とに よ り行 うこ とが で き る。

一運 用状 況 の リモ ー ト監 視

オ ン ラ イ ン運用 中 の状 況 の監 視 は,管 理 フ ァイ ルの 内容 をTSS

/AIFに よ りデ ィス プ レイ 画面 に表 示 す る。OSIV/FSPで は

オ ン ライ ンア プ リケ ー シ ョンに よ りデ ィスプ レイ画 面 に 表 示 す る。

ハ 信 頼 性 の 向上

CVCSが 送 信 す る開始 要 求電 文,再 送 要 求電 文 に設 定 され る パ

ス ワ ー ドは利 用者 間 で任 意 に設 定 で き る。 この た め に取 引 の ない 利

用 者 間 で は パ ス ワ ー ドチ ェ ックに よ り接 続 が され ない 。

こ こで い うパ ス ワ ー ドに は,集 信 又 は配 信 のID,セ ン タ コ ー ド,

取 引 先 コ ー ド,識 別 子,デ ータ種 類 が あ る。

二2種 類 の伝 送 ブ ロ ッ ク長 の サ ポ ー ト

CVCSの 送 信,受 信 電文 の 電文 長 は,2種 類 の伝 送 ブ ロ ッ ク長

(128/256バ イ ト)が 使 用 で きる。 但 し,一 回 の伝 送 で2種 類

の 電 文 長 の混 在 は 許 して い ない 。

ホ 効 率 の 良 い 障害 対策

運 用 中 の 障害 発 生 は,次 に示 す 復 旧方 法 に よ り利 用 者が 簡 単 に行

え る。

・シ ス テ ム ダウ ン,サ ブ シ ステ ム エ ラ ー,ジ ョブの 異常 終 了時 に は,

各 ジ ョブの再 起 動 に よ り運 用 再 開 が 可 能 で あ る。

・フ ァイル 障 害 時 に は ,ジ ャ ーナ ル フ ァイル か らの デ ー タの 復元 が

可 能 で あ る。
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⑨

◆
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へ 既 存 パ ッケ ージ シ ステ ム との簡 単 な イ ンタ フ ェ ース

CVCSの 利 用 者 は,チ ェ ー ンス トア又は 取 引 先 の ホ ス トシ ス テ

ム のそ れ ぞ れ の シ ステ ム内で 以 下 の 方 法 で利 用者 の既 存 パ ッチ シ ス

テ ム と結 合 で き る。

・CVCSと 既 存 バ ッチ シ ス テ ム との イ ンタ フ ェ ースは,全 て 順 編

成 フ ァイ ル を用 い てい る。 イ ンタ フ ェース を とる フ ァイ ルは,配

信 デ ータ フ ァイル と集 信 デ ータ フ ァイルの2つ が あ る。

ト 集 配 信 の サ ポ ー ト

チ ェ ー ンス トア と取 引先 間 の 集配 信 で の デ ータ交換 は,CVCS

を 導 入 す る こ とに よ り容 易 にで き る。

・集 信(チ ェ ー ンス トア← 取 引 先):取 引先 側 起 動

取 引先 側 の起 動 に よ り,チ ェ

ー ンス トアで は取 引先 か らデ

ータを受 信す る。

・配 信(チ ェ ー ンス トア→ 取 引 先):取 引先 側 起 動

取 引先 側 の 起 動 に よ り,チ ェ

ー ンス トアか ら取 引先 ヘ デ 一

夕が送 信 され る。

(3)Kシ リーズ(CORDEX)

①CORDEXサ ポ ー ト概 要

従 来 よ り一 つ の 企 業,及 び 企 業 グル ー プに閉 じて 行 われ て い た コ ン

ピ ュ ータ ・ネ ッ トワ ー クの利 用 形 態 を,異 なる企 業 間 に 拡張 す る とい

うニ ーズが 生 まれ て きた。CORDEXは,こ の よ.うな企 業 間 の ネ ッ ト

ワー ク シス テ ムにお い て,全 銀 協 標 準 通 信 プ ロ トコル,全 銀協 パ ー ソ

ナ ル ・コ ン ピ ュ ータ用標 準通 信 プ ロ トコル に基 づ き,デ ータ交換 を 行

うた め の オ ン ライ ン プ ログ ラムで あ る。

② サ ポ ー ト ・パ ッケ ージの位 置 づ け
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CORDEXは 図4-2に 示 す よ う にNSS(NetworkSupport

Subsystem)の 配 下 で 動 作 す る 。

o:

n
闇

:

図4-2CORDEXの 動 作 環 境

:

③ サ ボ 」 トプ ロ トコル

・全 銀協 標 準 通 信 プ ロ トコル(ベ ー シ ッ ク手順)

・全 銀協 パ ー ソナ ル コ ンピ ュ ー タ用標 準通 信 プ ロ トコル(ベ ー シ ック

手順)

④ 特 長

イ 導 入

対 話形 式 に よ り導 入 が 容 易 で あ る。

ロ 運 用

CORDEXに は 以 下 に 示 す2つ の運 用 形 態 が あ る。

一 トラ ンザ クシ ョ ンタ イ プ

利 用 者 が フ ァイ ルの デ ー タ送 信 を行 う時 にCORDEXを 使 用 し,
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'

送受信処理が終 了す るとCORDEXも 終了す る形態 である。

一 レジデ ン トタイ プ

CORDEXを 起動 しておき,相 手局か らの送 受信依頼 を待 ち合わ

せ,送 受信処理 の終了後 もCORDEXは 終 了 しない形態 である。

本形態 は利用時間帯が広範囲に渡 り,自 局 システ ムが ネ ッ トワー

クシステ ムのセ ンタになる場合 に適用 され る。

ハ 送 受信機 能

CORDEXで は1回 の伝 送で,1個 の ファイルを送受信す る基本

的 な機能の他 に,以 下の機 能が ある。

一マルチフ ァイル

1回 の伝送で複数 の ファイルを送受信す る機能であ る。

一モ ー ド変更

1回 の伝送で複数 の フ ァイルの送受信方向を変更 して送受信す る

機 能であ る。

一再送処理

再 送処理 には以下に示す2つ の機能がある。

・伝送 中に回線障害で送受信処理が中断 した ときに ,中 断 した箇

所 か ら再 開す る機能。

・業 務中に運用 レベルの再送 を行 う機 能。

ニ セキ ュ リテ ィ機能

CORDEXで は以下に示す セキュ リテ ィ機能が ある。

一パス ワー ド

接続す る相手 セ ンタのセキュ リテ ィチ ェックに使用す る。

一フ ァイルア クセスキー

送受信す るフ ァイルのセキ ュ リテ ィチェ ックに使用す る。

ホ フ ァイル管理機 能

CORDEXで は ファイル管理制御の指定を行 うことに よ り,以 下
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に示 す フ ァ イル管 理 機 能 を使 用 す る こ とが で き る。

一 フ ァイ ル使 用管 理

二 重 伝 送 に 関す る管 理 を行 う。

一 フ ァイル 蓄 積 管 理

サ イ クル と呼 ば れ る フ ァイル に 与 え られ る順 番 の 単位 に,フ ァイ

ル の デ ー タを蓄 積 す る処理 に関 す る 管理 を 行 う。

一再 送 管 理

再 送 処 理 に 関す る管 理 を 行 う。

へ 利 用 者 プ ロ グラ ム イ ンタ フ ェ ース

CORDEXに は 非 蓄 積 型論 理 宛 先 に よ る利 用 者 プ ロ グラ ムとの 連

絡 機 能 が あ り,利 用 者 プ ログ ラ ム イ ン タ フ ェ ース と呼 ぶ。 利 用者 プ

ロ グラ ム イ ンタ フェ ー スに は 以下 に示 す 機 能 が あ る。

、 ,一事 象 完 了 通 知 機 能

フ ァイ ルの 送 受 信 の 完 了 を 利 用 者 プ ログ ラ ムに 通知 す る機 能 で あ

る。 本機 能 に よ り,利 用 者 固有 の 処理 とCORDEXの 機 能 の 連携

を と る こ とが で きる 。

一デ ータ通 知 機 能

受 信 フ ァイ ルの 全 デ ー タ を通 知 す る機 能 で あ る 。 本機 能 に よ り利

用 者 プ ログ ラムが ユ ・一ザ デ 一 夕の 内 容 に よ り,固 有 の 処理 を受 信

しな が ら行 うこ とが で き る。

(4)Kシ リー ズ(FBANK(フ ァー ムバ ンキ ン グ))

デ ータ通 信 部 は 「全 銀 協 パ ー ソナ ル コ ン ピ ュ ータ用 標 準 通信 プ ロ グラ

ム(ベ ーシ ッ ク手 順)」 に 従 って,銀 行 と企 業 間 で フ ァイル伝 送 を行 う。

FBANKで は 全 銀 協 で サ ー ビス定 義 を 行 って い る21業 務 の うち,以

下 の3業 務 に つ い ては パ ッケ ージ と して 提供 で き る。

・振 込 入 金 通 知

・入 出金 取 引 明細
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・残 高 通 知

(5)Kシ リー ズ(CVCS)

①CVCSサ ポ ー ト概要

Kシ リーズで のCVCSは セ ンタ シ ス テ ムで は 端 末 シス テ ムか らの

呼 び 出 しに よ り,あ らか じめ準 備 して あ るデ ータを配 信 した り,端 末

シ ス テ ムか らデ ータを集 信 す る。 ま た,端 末 シ ス テ ムは セ ン タシ ステ

ムを 電 話 を 使 って 呼 び 出 し,セ ンタ システムに蓄え られ てい る デ ータを

集 信 した り,セ ンタ シ ステ ムヘ デ ー タを配 信 す る。

② サ ポ ー ト ・パ.ッ ケ ー ジの位 置づ け

Kシ リー ズCVCSは 図4-3に 示 す とお りrJCA手 順 」 に 規 定

され る セ ンタ ーシ ス テ ム機 能 と端 末 シス テ ム機 能 の両 方 を有 して い る。

図4-3で はKシ リー ズ同志 でCVCSの 情 報 の や りと りを示 して い

る が,い ずれ か 片方 の シス テ ムがKシ リーズ以外 の シス テ ムで あ って

もか ま わ ない 。 ・

端末 システ ム

◆

図4-3CVCSの 位置づ け と情報の流れ

●

③ 特長 と機 能

イ 端 末 システ ムへ のデ ータ配信機能
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端 末 シ ス テ ムか らの 呼 出 しに よ り,あ らか じめ 用意 してお い た フ

ァイ ルの デ ー タを配 信 す る機 能で あ る。 端 末へ 配 信す る デ ータの あ

て 先 と,呼 び 出 した端 末 シ ステ ムが 正 しい か否 か を確 認 し,正 しけ

れ ば デ ー タを配 信 し,誤 ってい れ ば 配 信拒 否 の 電文 を送 信 す る。

ロ 端 末 シス テ ムか らの デ ー タ集 信 機 能

端 末 シス テ ムか らの 呼 出 しに よ り,端 末 か ら送 られ て来 る デ ータ

を 集信 す る機 能 で あ る。端 末 か ら送 られ て 来 る デ ータの あて 先 と,

セ ンタ シス テ ムで 登 録 して あ る コ ー ドが 正 しい か否 か を確 認 し,正

しけれ ば デ ー タを集 信 し,誤 って い れ ば集 信 拒 否 の電 文 を 送 信す る。

ハ セ ン タシ ス テ ムへ の デ ータ配 信 機 能

セ ンタ シ ス テ ム を呼 出 し,あ らか じめ用 意 してお い た フ ァイル の

デ ータ を配 信 す る機 能 で あ る。 セ ンタ シス テ ムへ 配 信 す るデ ー タの

あ て先 が 正 しけ れ ば セ ンタ シ ス テ ムは 集信 を行 い,誤 って いれ ば 拒

否 され る。

セ ンタ シ ス テ ムか らの デ ータ集 信 機 能

端 末 シ ス テ ムか らの 呼 出 しに よ り,あ らか じめ 用 意 され てい る デ

ータを集 信 す る機 能 で あ る。 セ ン タ シス テ ムか らデ ータを集 信 す る

際,正 しい か 否 か が 判 断 され る。 正 しけれ ば セ ンタ シス テ ム よ りデ

ー タが 送 られ ,誤 って い れ ば拒 否 され る。 また,セ ンタシステムに送

信 すべ き デ ータが存 在 しな けれ ば セ ンタ システ ムか ら端 末 シ ス テ ム

に そ の 旨が通 知 され る。

ホ 管 理 フ ァ イル マ ネ ジ メ ン ト機 能

JCA手 順 は 制御 電文 に設 定 す る情 報(セ ンタ コ ー ド,取 引 先 コ

ー ド等)を 必 要 とす る が ,使 用 者 が オ ン ライ ンを 行 うたび に これ ら

の 情報 を設 定 す る の を避 け るた め,CVCSで は管 理 フ ァイ ルに こ

れ らの 設 定 情 報 を格 納 して お く。 又,オ ンライ ン状 況 も管 理 す る機

能 で あ る。 セ ンタ シス テ ム と端 末 シ ス テ ムの 両 シ ス テ ムで1つ の管

ひ

り
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理 フ ァイル を使 用す る 。

(6)FM16β

パ ー ソナル コ ン ピ ュー タの代 表 例 と してFM16β で の全 銀 協 パ ソコ

ン手 順,CVCSサ ポ ー トに つい て以 下に 示 す 。

① 全 銀協 パ ソ コ ン手順 ラ イ ブ ラ リサ ポ ー ト概 要

全銀 協 パ ソ コ ン手順 ライ ブ ラ リはFM16β に 全銀 協 標 準 通信 端 末

と して の機 能 を もた せ るた めの オ ンライ ン ソ『フ トウ ェア で あ る。 ホス

トコ ン ピュ ー タ と通 信 回線 で結 び,全 銀 協 パ ソ コ ン手 順 に よ り照 会,

連 絡業 務 を行 える。

イ サ ポ ー トライ ブ ラ リの 位 置づ け

全 銀 協 パ ソコ ン手 順 ラ イ ブラ リを使 用す る こ とに よ り,ユ ーザ は

全 銀 プ ロ トコルの 知 識 が な くて も,容 易 に銀 行 ホ ス トコ ン ピュ ー タ

と通 信 が 行 える。

9

●
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coRD三x

2400BPS 公衆回線
一

二
一 P M 1

FM16β モ C N ザ
一 一 ～ へ デ

一
O C A

一 二 S P

キー ポ ー ド ア 全 一 L
プ 銀
リ 協

N

「 、ケ ,ぜ

一 C
u

.

o
一

|

シ ζ データの流れ
一

溜 ン !

フ ロ ッピ ィ

デ ィス ク

㌘
サ
1

手
頗
ラ 三

○
ピ イブ

一 デ 一 一 隻 配 信

ディスプ レイー

ス
プ
ロ

ラ
リ

ム

=
フ7イ ル

グラ
N

C
＼.ノ

プ リ ンタ
ム 上

♂ 一 一 L

:tNCS・ ・… ・…Mutti・NttwerkCom珂unicatio"Syコtem

PCOMNCS・PersoftalCompvt稔rOption

図4-4全 銀 協 パ ソコ ン手順 ライ ブ ラ リ
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ロ サ ポ ー トプ ロ トコル

全 銀 協 パ ー ソナ ル コ ン ピ ュー タ用 標 準通 信 プ ログ ラ ム(ベ ーシ ッ

ク手 順)

ハ サ ポ ー ト機 能

aフ ァイ ル単 位 の 転 送

ユ ーザ はMS-DOS配 下 の デ ー タ フ ァイ ル を指定 す る こ とに

よ り,フ ァイル 単 位 の照 会,連 絡 処 理 が で き る。

b自 動 ダ イ ヤル の サ ポ ー ト

HAモ デ ムを使 用す る場 合,自 動 ダイ ヤ ル を行 う。tt

Cロ ギ ン グ機 能

ユ ーザ ア プ リケ ー シ ョ ン プ ログ ラ ム との コマ ン ドイ ンタ フ ェ ー

ス,送 受 信 で ロギ ン グ し,開 発 時 の デバ ッグ用 ,将 来 の保 守 用 に

利 用 で き る。

②CVCSサ ポ ー ト概 要

FM16β で のCVCSは チ ェ ー ンス トアの セ ンタシ ステ ム と取 引

先 の 端 末 シ ス テ ムの 間 で デ ー タを集 配 信 す るJCA手 順 に 従 った オ ン

ラ イ ンプ ログ ラ ムで あ る。

イ サ ポ ー ト ・パ ッケ ー ジの位 置 づ け

JCA手 順 に は チ ェ ー ンス トア シス テ ム1(セ ンタ シス テ ム)と,

取 引先 端 末 シス テ ム(端 末 シ ス テ ム)が あ る 。FMシ リーズCVC

Sに は図4-5に 示 す とお りrJCA手 順 」 に 規 定 され る セ ンタシ

ス テ ム と端 末 シス テ ム機 能 の 両 方 を有 して い る。 図4-5で はFM

シ リーズ 同志 でのCVCSの 情 報 の や りと りを示 してい るが,JC

A手 順 に準 拠 した オ ンラ イ ンシ ス テ ムで あ れ ば(他 社 機 も含 め)接

続 で き る。
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セ ン タ シ ス テ ム

　 L園

(集 信)
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⇒
ピ
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端末 システム

(配 信)

図4-5CVCSの 位 置 づ け

●

9

ロ 特 長 と機 能

a端 末 シス テ ムの デ ー タ配 信 機 能

〈端 末 シス テ ム〉

端末 シス テ ムか らセ ン タシ ステ ムへ の ダイヤ リン グに よ り,

あ らか じめ 用意 して お い た デ ータ を セ ンタ シス テ ムへ 配信 す る。

〈 セ ン タ シス テ ム 〉

端 末 シス テ ムか らの ダイ ヤ リン グに よ り,端 末 シ ス テ ムか ら

デ ー タを集 信 す る。

b端 末 シ ス テ ムの デ ー タ集 信機 能

〈端 末 シ ス テ ム〉

端 末 シ ス テ ムか らセ ンタ シス テ ムへ の ダイ ヤ リン グに よ り,

セ ンタ シ ス テ ムの もつ デ ータを集 信す る。

〈 セ ンタ シ ス テ ム〉

端 末 シ ス テ ムか らの ダ イヤ リングに よ り,端 末 シ ス テ ムか ら

デ ータを配 信 す る。

c管 理 フ ァ イル マ ネ ージ メ ン ト機 能
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JCA手 順 は制御電文に設 定す る情報(セ ンタコー ド取 引先 コ

ー ド等)を 必要 とす る。使 用者がオ ンライ ンを行 うたび にこれ ら

の繰 り返 しを防 ぐため,CVCSで は管理 ファイルにこれ らの設

定情報 を格納 してお く。又,オ ンライン状況 も管理す る機能で あ

る。

θ

4
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4.1.4コ ン ピ ュー タ ・メー カー の 対応(2)

本 項 で は,㈱ 日立 製 作 所 で のJ手 順,全 銀 手順 の サ ポ ー ト状 況 を示 す 。

表4-3に,サ ポ ー ト状 況 一 覧 表 を示 す 。 尚,本 項 で は,ス ーパ ー コ ンピ

ュ ー タ ーを除 い て,サ ポ ー ト概 要 を紹 介 す る 。

●

●
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表4-3サ ポ ー ト状 況 一 覧

サポー ト手順

サ ポ ー ト機 種OS

J手 順サ ポー トパ ッケージ名

全銀手順サ ポー トパ ッケー ジ名

全銀 ベーシ ック 全 銀 パ ソ コ ン

メ イ ン

フ レ ー ム

Mシ リー ズ

VOS3 XFIT XFIT XFIT

VOS1/ES HIFIT/JCA HIFIT/ZGN 一

L-400シ リ ーズ VOSO/ES HIFIT/JCA HIFIT/ZGN 一

オ フ ィス

コ ン ピ ュ ー タ

L-70シ リー ズ MIOS7/ES /FTRAJ /FTRAZ 一

L-50,30シ リ ー ズ MIOS3/ES
チ ェ ー ン ス トア 協 会

フ ァ イ ル 伝 送 ユ ー テ ィ'リ テ ィ

一 全銀協パソコンプロ トコル

フ ァイル伝送 ライブラリ

分散

プロセ ッサ
Dシ リー ズ DPOS HIFIT/JCA HIFIT/ZGN HIFIT/ZGN

ワ ー ク

ス テ ー シ ョ ン

/パ ー ソ ナ ル

コ ン ピ ュ ー タ

2050シ リー ズ HI-UX
JCA仕 様 ファイル伝送

ライブラリ

一
全銀協仕様

ファイル伝送 ライブ ラリ

2020シ リ ー ズ HI-MOS/ES
チ ェ ー ン ス トア 協 会

フ ァ イ ル 伝 送 ユ ー テ ィ リテ ィ

一
全 銀 協 パ ソ コ ン プ ロ トコ ル

フ ァ イ ル 伝 送 ユ ーテ ィ リテ ィ

B16シ リー ズ MS-DOS JCA手 順 通信 プログラム
一

全銀協手順通信

プログラム

● ◆
■ 句



4.1.4.lXFlTの 概 要

XFITは 企 業 内 及 び 企 業 間 の デ ータ伝送 を効 率 良 く,か つ 簡 便 に 実

現 す る た め の プ ロ グ ラムで あ る。 従 来 は伝 送 プ ロ トコル毎 に用 意 され た

プ ログ ラ ムを使 用 して い たが,こ れ らを統 合 す る と共 に伝 送 支 援 機 能 を

強 化 した もので あ る。

(1)XFITの 位 置づ け

`

中央処理装置

「ニー… 一ー一『劃 一一… 「

圃 BTAM又St 、

εCS/VTAM

L________

[一}一 一一」通信制璽轡 芭]__

雁,/。,,一 一一高 〕

NCP/X25 団
団__一______________」

図4-6XFITの 位 置づ け

● ①XFITの 構成

伝送機能を提供する

伝送支援機能を提供する

伝送支援機能をTSS端 末から提供する
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②LIME,LIME/UDS

XFIT用 の デ ー タ フ ァイ ル はLIMEフ ァイル で あ り,XFI

Tか らの フ ァイル ア クセ ス要 求 に 従 って デ ータの 入/出 力 を行 な う。

③VSAM

XFIT用 の管 理 フ ァイル と してVSAMフ ァイル を使 用 して い

るた め,XFITの 要 求 に 従 って管 理 フ ァイ ルの 入/出 力 を行 な う。

④TIOPZ

TIOPZはXFIT/Tか らの要 求 に よ りTSS端 末 との 入/

出 力 を 行 な う。(オ プシ ョン)

⑤ECS/VTAM,ECS/NCP,NCP/X25,NTIP,BTAM,

BCP

各 プ ログ ラ ムはXFITか らの 要 求 に よ り他 ホ ス ト,又 は 相 手端

末 との 間で デ ー タの送 受信 を 行 な う。

(2)サ ポ ー ト

・JCA手 順

・全 銀(ZGN)手 順(ベ ーシ ッ ク手順 及 び パ ソコ ン手順)

・HNA手 順

・DES手 順

(3)XFITの 特 長

① 単 独 の ユーテ ィリテ ィ プログ ラ ム と して 動作 す るた め 導入 が容 易

② 伝 送 機 能 以 外 に オ ンラ イ ン及 び,オ ンラ イ ン時 の 伝 送 支援 機 能 が

使 用 で き運 用 が 簡 便 で あ る。

③ 伝 送 支援機 能 は,TSS端 末 か ら も使 用 で き運 用 面 で 柔軟 性 が あ

る。

④ 伝 送 処 理 は 常駐 型 で あ るた め,従 来,伝 送 の 度 に相 手 シ ステ ムと

連 絡 を取 り合 って ジ ョブを 起 動 して い た わ ず らわ しさが 解 消 され 運

用 が 簡 便 で あ る。
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(4)ネ ッ トワ ー ク 構 成

図4-7XFITで 使 用 で き る ネ ッ トワ ー ク構 成

表4-4回 線 種 別 とサ ポ ー ト手 順の 関 係

手 順
種 別

JCA
※

ZGN HNA DES

加入電話回線 ○ ○ ○ ○

DDX回 線交換網 ○ ○ × ○

専用回線 × ○ ○ ○

DDXバ ケ ッ ト交換網 × × ○ ×

○ サポートする。

× サポー トしない。

注※ ベーシック手順及び,パ ソコン手順

(5)XFITの 機 能(伝 送 機能)

① 複 数 手 順 混 在 サ ポ ー ト

aJCA手 順

・伝送 で きる デ ータ長 は,128/256/512/1024/2048
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バ イ トで あ る。

・透 過 方 式 及 び 非 透 過 方 式 で の伝 送 が で き る。

・伝送 の 開 始/終 了 時 に ,指 定 され た ユ ーザ コ マ ン ドを発 行で き

る 。

・発 言又 は,起 動 処理 が 不 成 功 の場 合,自 動 的 な リ トラ イがで き

る。

・伝送 中断 時 に ,自 動再 開 始 が で き る。

・伝送 フ ァイ ル(エ ン ト リ)毎 に,ス ケ ジ ュ ール 情報 を設 定 で き

る。

・デ ータの 送/受 信完 了 時 に,指 定 され た プ ロシ ジ ャを 起 動 で き

る。

bZGN手 順

・ZGN手 順 に従 った デ ータの 圧縮/拡 張 処 理 及 び,デ ー タの ブ

ロ ッキ ング伝 送 が で き る。

・ユ ーザ の 順 編 成 フ ァイ ル を直 接伝 送 で き る(ダ イ レ ク ト伝 送)。

,・各 フ ァイル の 伝 送 開 始 ン 終 了時 に,指 定 され た ユ ーザ コマ ン ド

を発 行 で き る。

ご 発 信 又 は,起 動 処 理 が 不 成功 の 場 合,自 動 的 な リ トライが で き

る。A

・伝 送 中 断 時 に,自 動 開始 が で き る。

・伝 送 フ ァイ ル毎 に,ス ケジ ュ ール情 報を 設 定 で きる。

・サ イ クル番 号 を使 用 した伝 送 がで き る。

・正常 に送 信 が 完 了 した フ ァ イルの 再 送 信 が で きる 。

・デ ー タの 送/受 信 完 了 時 に,'指 定 ざれ た プ ロシ ジ ャを 起 動 で き

る。

CHNA手 順

・HNA-FTP手 順 に 従 った デ ー タの 圧 縮/拡 張 処 理 及 び,デ
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一 タの ブ ロ ッキ ング伝 送が で き る。

・ユ ーザの 順 編 成 フ ァイル を 直接 伝 送 で き る(ダ イ レ ク ト伝 送) 。

・各 フ ァイ ルの伝 送 開始/終 了 時 に ,指 定 され た ユ ーザ コマ ン ド

を発 行 で き る。

・発 信 又 は ,起 動処 理 が 不 成 功 の場 合,自 動 的 な リ トラ イが で き

る。

・伝 送 中断 時 に,自 動 再 開 始 がで き る。

・伝 送 フ ァイル毎 に ,ス ケ ジ ュ ール情報 を設 定 で き る。

・デ ータの送/受 信 完 了 時 に ,指 定 され た プ ロシ ジ ャを起 動 で き

る。

・プライム コンプ レッシ ョ ンキ ャ ラ クタ(連 続 した 同一 の63文 字

を1バ イ ト化 で き る)の ユ ーザ 指 定が でき る。

dDES手 順

・ユ ーザ の 順 編 成 フ ァイ ル を 直接 伝 送で き る(ダ イ レ ク ト伝 送)。

・透 過 方 式 及 び .非 透 過 方式 で の伝 送がで き る。

・DES手 順 で 規 定 され てい る伝 送 モ ー ド(基 本 モ ー ド及 び ,拡

張 モ ー ド)を 使 用 で き る。

・各 フ ァイ ルの伝 送 開始/終 了時 に ,指 定 され た ユ ーザ コマ ン ド

を発 行 で き る。

・発 信 又 は ,起 動 処理 が 不 成功 の場 合,自 動 的 な リ トライが で き

る。

・伝 送 中 断 時 に ,フ ァイ ルの 先頭 か らの 自動 再 開始 が で き る 。

・伝 送 フ ァイル 毎 に)ス ケ ジ ュー ル情 報 を設 定 で き る。

・デ ータの 送/受 信 完 了時 に ,指 定 された ユ ーザ の プ ロ シ ジ ャを

起 動 で き る。
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XFlT

JCA手 順

次

相 手 シ ステ ム

送/受信
一

.送/受信一

送/受信
国

選/受信
一

差/受信
一

送/受信
一

道信
一

受信
一

・XFITはJCA,ZGN,HNA及 びDES手 順を共存させて運用できる。

図4-8全 手 順 の 共 存 形 態

② 時 刻 ス ケ ジ ュ ー リン グに よる伝 送

あ らか じめ設 定 した 時 刻 に相 手局 に 起 動 をか け デ ータを伝 送 す る

こ とがで き る 。 ス ケ ジ ュ ール情 報 と して 年,月,日,時,分 を 設定

で き る。

・JCAの 場 合 は フ ァイ ルの エ ン トリー単 位 に設 定 で き る。
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・ZGNの 場 合 は フ ァイ ル及 び サ イ クル単 位 に設 定 で き る。

③ オ ペ レー タに よ るオ ンデ マ ン ド伝 送

オ ペ レー タか らの要 求時 に 動 作す る機 能 で あ る。

オ ペ レ ー タか らの要 求 は コ ン ソール装 置 及 びTSS端 末 か らで き

る。

・コ ン ソール 装置 の場 合 は 伝 送 制御 用 の コマ ン ド投 入 に よ る。

・TSS端 末 の場 合 はXFIT/Tの 機 能 選択 画 面 よ り指 示 す る。

④ デ ータの ロー ドを契 機 に した伝 送

送 信 デ ー タの ロー ド(登 録)を 契機 に伝 送 ス ケ ジ ュ ール をす る機

能 で あ る。

・JCAの 場 合 は エ ン ト リ単位 に 本指 定 が で きる た め,該 当 エ ン ト

リに ロー ドされ るた び に ス ケ ジ ュ ー リング動 作 を しデ ー タを送 信

す る。

・ZGNの 場 合 は フ ァイ ル単 位 に本 指 定 が で き るた め該 当 フ ァイ ル

に デ ータが ロー ドされ た時 点 に ス ケ ジ ュー リ ング動作 を し デ ー タ

を 送 信す る。

⑤ ユ ーザ フ ァイ ルの ダ イ レク ト伝 送(デ ータの ロ ー ド/ダ ン プ処理

不 要)

ユ ーザ フ ァイ ル をXFIT/Rが 直接 ア クセ ス伝 送す る こ とが で

きる。 デ ータ量 が 多 い場 合,パ ッチ型 の伝 送 で 伝 送 頻 度 も少 い 場 合

に 有効 で あ る。

⑥XFITの 機 能(運 用 支 援 機 能)
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表4-5オ ンライ ン時 の運用支援機能項 目

提供手段 ※1

機 能 項 目

コ ン ソ ー ル バ ッチ処理 TSS処 理

・伝送フ ァイル情報 の登録,更 新,

削 除
×

※20 ※20

・伝 送デ ータの登録(ロ ー ド) ×
※20 ※20

・伝送 データの抽出(ダ ンプ) ×
※20 ※20

・伝 送スケジ ュール情報 の登録,

更新

×
※20 ※20

・伝送管理情報の出力 × ○ ×

・伝送履歴,SYSLOG情 報 の蓄

積
○ × ×

・伝送操作 ○ × ○

・状態表 示 ○ × ○

・ユ ー ザ コ マ ン ドの 発 行 ○ × ×

・ユ ー ザ ジ ョ ブ の 起 動 ○ × ×

・コ ン ソ ー ル メ ッ セ ー ジ の ル ー テ

ィ ン グ と 抑 止
○ × ×

○:使 用で きる。 ×:使 用で きない。

注※1・ コンソール:XFIT/R実 行 時,も しくは,コ ンソール装置

か らのオペ レータコマン ドの指示 によ り使用で き

る。・ ・

・バ ッチ処理:バ ッチジ ョブとして,XFIT/Bを 実行す るこ

とによ り使用できる。

・TSS処 理:TSS端 末 か ら,メ ニュー画 面の操作 によ り使用

できる。

注※2但 し,更 新及び,削 除は,当 該相手局の状態 によ る。
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4.1.4.2HlFlT/JCAの 概 要

(1)HIFIT/JCAの 概 念

、 チ ▲一ン ス ト7

〈公衆 同質8二よるオンライン伝送〉－
HIFIT/JCA

公 衆 網

取引先A

HIFI「r/JCA

N

●

●

先

・

、

醐

＼
,

'

///

ー
1

HlFIT/JCA(HighLevelFile

工 ・a…issi。PP・69m/旦 ・P・・ £h・i・

Store3A350ciationProtoco1)

HrFIT/JCA

`田

図4-9HIFIT./JCAの 概 念

●

■

(2)、HIFIT/JCAの 特長

①JCAの 「取 引先 デ ータ交 換 標 準 通 信 制御 手 順 」(以 降rJCA

プ ロ トコ・ル」 とい う)で の広 範 囲 な オ ン ライ ンで デ ータ伝 送 を効 率

よ く行 う。 ・ ・,

JCAプ ロ トコル を採 用 してい るた め他の メ ー カとの 接 続 も容 易

で あ り広 範 囲 な デ .一タの送 信,受 信 が で きる。

② デ ータの 機 密 保 護 が で きる。

伝 送 開 始 時 に パ ス ワー ドの チ ェ ッ クを行 う こ とに よ りデ ー タの機

密 保 護 を行 う。
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③ デ ー タ伝 送 に か か る通信 コス トが 安 価 で あ る。

通 信 回線 と して 公 衆 通 信 回線 を使 用 す るた め通 信 コス トが 安価 で

あ る。

④ 操 作 が 容 易 で あ る 。

通 常 の バ ッチ ジ ョブ と同様 に簡 単 な パ ラ メ タを与 えるだ け で使 用

で き,操 作 が 容 易 で あ る。

(3)H.IFIT/JCAの 機 能

① デ ー タ伝 送 に 関 す る機 能

イ セ ン タ側

a取 引先 側 か らの 送 信/受 信要 求 に 合わ せ て,要 求 デ ータを伝

送 で き る。

・取 引 先側 か らの 電 話 に よ る呼 び 出 しが あ った時 に デ ー タを伝

送 で き る。

・デ ータの 種 別 ご とに デ ータの伝 送 が で き る。

・再送 信 が で き る。

b同 時 に 最 大20相 手 局 と伝 送 で き る。 これ を 同 時伝 送 とい う。

c送 信 デ ータ フ ァイ ル 内の デ ー タは,ブ ロ ッキ ング済 で あ り,

一 方 ,受 信 デ ー タは,ブ ロ ッキ ン グ して 受 信 デ ータ フ ァイ ルへ

出 力す る た め効 率 の よい 伝 送 が で き る。

d128バ イ ト又 は256バ イ トの デ ー タが 伝 送 で き る。

非透 過 デ ー タで あ れ ば,ど ん な デ ータで も伝 送 で きる。

ロ 取 引 先 側

a必 要 な時 に,必 要 な デ ー タが 伝 送 で き る。

・必 要 な 時 に,電 話 で セ ンタ側 を呼 び 出 して,デ ー タを伝 送 で

き る。

・デ ー タ種 別 ご と に伝 送 で き る。

b取 引 先側 が 受 信 モ ー ドで 動 作 時 に は,再 受 信 及 び,再 開始 が
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で き る。

・HIFIT/JCA制 御 文 の 指定 に よ り,受 信 済 の デ ー タを

先 頭 レ コ ー ドか ら,再 受 信 で きる。

・伝 送 中 に通信 回線 エ ラ ーが発 生 した 場 合 に は ,HIFIT/

JCAに よる 自動 再 開始 処理 が行 わ れ るが,自 動 再 開始 処 理

で 回復 で きな い場 合 の ため に,ユ ーザ 自身の 選 択 に よる再 開

始 が で き る。 これ は,HIFIT/JCA制 御 文 及 び,HI

FIT/JCA制 御 コマ ン ドの指 定 に よ り行 う。

c送 信 デ ー タ フ ァイ ル 内の デ ータは,ブ ロ ッキ ン グ済 で あ り,

一 方 ,受 信 デ ータ は,ブ ロ ッキ ン グ して 受信 デ ー タ フ ァイ ルへ

出 力す る た め効 率 の よい 伝 送 がで き る。

d取 引 先側 が 送 信 モ ー ドで 動 作時 に 中 断 した場 合 に は,次 の ジ

・ブで 送 信 済 の 次の レ コ ー ドか らの 送 信 処理 の指 定 が で き る。

e128バ イ ト又 は256バ イ トの デ ータを伝 送 で き る。

非 透 過 デ ータ で あれ ば,ど ん な デ ータで も伝 送 で き る。

② 運 用 に 関す る機 能

イHIFIT/JCA制 御 コマ ン ドで 運 用監 視 がで き る。

a回 線 の 使 用状 態 の監 視 が で きる。

回線 の状 態 と しては,次 の 状態 が あ り,SYSLOGに 表 示 さ

れ る。

・EMPTY:未 使 用 状 態 で あ る。

・STOP:中 断 状 態(通 信回 線 エ ラ ーが発 生 し,中 断 中)

で あ る。

・BUSY:使 用 中(伝 送 中)で あ る。

・DOWN:使 用 不 可能 状態(回 復 不 可 能 な 通信 回線 エ ラ ー

が 発 生 し,使 用 で き ない)で あ る。

bセ ン タ側 で は,セ ン タ側 に 登録 され て い る取 引 先 の うちで,
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伝 送 が 完 了 した取 引 先 の 数 な どを 表示 で きる。

ロHIFIT/JCA制 御 コマ ン ドで,伝 送 の 制 御が で き る。 伝

送 中 にそ の処 理 を強 制 停 止 し,ジ ョブを 終 了す る こ とが で きる。

ハ 通 信 回線 エ ラ ーが 発生 した場 合 に は ,自 動 的に 再 開 始 を 行 う

(通 信 回 線 エ ラ ー時 の 自動 再 開 処理 とい う)。

取 引 先 側 が 受 信 モ ー ドで 動 作 時 に,通 信 回線 エ ラ ーが 発 生 す る

と,自 動 的 に2回 まで 無 条件 に 再 開 始 を 行 う。 自動 的 な2回 の再

開 始 が 失 敗 した場 合 に は 通 信 回 線 エ ラ ー と して扱 う。 再 開始 は,

発 信 動 作 か ら行 い,受 信す る レ コ ー ドは,受 信 済 の 次 の レコ ー ド

か らで あ る。 自動 的 に 再 開 始 を 行 う場 合 に は,そ の 旨の メ ッセ ー

ジ をSYSLOGに 表 示す る。 なお,MA型 のNCUを 使 用 時 に は,

SYSLOGに,ダ イ ア リン グ要 求 メ ッセ ージを表 示す るの で,オ

ペ レータ は,そ の つ ど電 話 を か け る必 要 が あ る。

二 相 手 局 と 交換 す る情 報 の チ ェ ッ クに よ り信頼 性 を 向上 させ て い

る 。

aパ ス ワ ー ドの チ ェ ッ クに よ りデ ータめ機 密 保 護 を 行 って い る。

b伝 送 終 了 時 に,送 信 側 と受 信 側 で の 伝 送 レコ ー ド数 の チ ェ ッ

クを行 い,デ ータ抜 け を防 い で い る。

c受 信 モ ー ドで 動 作 時 の セ ン タ側 で は,伝 送終 了時 に取 引 先 側

か ら報 告 され た デ ータ カ ウ ン ト情 報(送 信 す べ き レ コ ー ド数 と,

送 信 した レコ ー ド数)を チ ェ ック し,伝 送 結 果 を確 認 して い る。

ホ 伝 送 結 果 の 表示 とそ の 使 い 方

a相 手局 との伝 送 が 終 了(正 常 又 は 異 常 終 了)す る こ とに,終

了 メ ッセ ージをSYSLOGに 出 力す る とと もに 実行 結 果(ヒ ス

ト リ情 報)をSYSLSTに 出 力す る。 次の ヒス トリ情 報 を,相

手 局単 位 に 出 力す る。

・伝 送 モ ー ド(送 信 又 は,受 信)
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・伝 送 開始,終 了,所 要 時 間

・伝 送 終 了要 因(正 常 終 了又 は ,異 常 終 了及 び その 要 因 な ど)

bセ ン タ側 で は,セ ンタ側 に登 録 され てい る全 取 引 先の 処理 が

終 了す る と メ ッセ ージ をSYSLOGに 表 示 す る。 オ ペ レ ータは,

こ の メ ッセ ージを 確認 後,制 御 コマ ン ドで ジ ョブ を終 了 で きる 。

cセ ン タ側 で は,ジ ョブ終 了 メ ッセ ージ内 に未 処 理 取 引 先数 を

表 示 す る ので,必 要 に応 じて相 手 局 と連 絡 を取 りそ の 後 の運 用

を決 定 で き る。

4.1.4.3/FTRAJの 概 要

(1)/FTRAJの 概 念

加入竜田回線 によるオンライン伝送

(取 引先デー'交 換標準通信制御手順)

q

●

<チ ェーンス ト7>
〈取引先〉

型 困

他クステ ▲
HIFIT/JCA

図4-10/FTRAJの 概 念
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(2)/FTRAJの 特 長

①JCAプ ロ トコル を 用い た オ ン ライ ンで デ ータ伝送 を効 率 よ く行

う。

JCAプ ロ トコル を採用 してい る ので 他 の メ ーカ ー との 接 続 も容

易 で あ る。

② デ ー タの機 密 保護 が で き る。

伝 送 開始 時 に パ ス ワー ドを検 証 す る こ とで デ ー タの機 密 保 護 が で

きる。

③ デ ー タ伝 送 にか か る通 信 コス トが 安 価 で あ る。

通 信 回線 と して加 入 電 話 回線 を 使 用す るので 通 信 コス トが 安 価 で

あ る。

(3)/FTRAJの 機 能

① デ ー タ伝 送 に 関す る機 能

イ セ ンタ側

a取 引 先側 か らの送 信 又 は 受 信 要 求 に合 わ せ て,要 求 デ ー タを

伝送 で き る。

・取 引 先 側 か らの 電話 に よ る呼 び 出 しが あ った 時 に デ ー タを伝

送 で き る。

・デ ータの 識 別 子,種 別 ご とに デ ー タの伝 送 が で きる。

・再 送 信 が で き る。

b同 時 に最 大16の 相 手局 と伝 送 で きる。 これ を 同時 伝 送 とい

う。

c128バ イ ト又 は256バ イ トの デ ータを伝 送 で き る。

ロ 取 引 先側

a必 要 な 時 に,必 要 な デ ー タを伝 送 で き る。

・必要 な 時 に,電 話 で セ ンタ側 を呼 び 出 して,デ ー タを伝 送 で

き る。
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・デ ー タ識別 子,種 別 ご とに伝 送 で き る。

b取 引 先 側 が受 信 モ ー ドで 動 作 して い る と きは,再 受 信 及 び,

再 開始 が で きる。

・/FTRAJ制 御 文 の 指定 で ,受 信 済 の デ ー タを先 頭 レコ ー

ドか ら再 受 信 で き る。

・デ ー タ受信 中 に通 信 回線 エ ラ ーが 発 生 した場 合 に は ,取 引先

側 の/FTRAJは 自動 再 開 始 処 理 を 行 う。

自動 再 開 始 処理 で 回復 で きな い場 合 に は,ユ ーザ 自身 の選

択 に よ る再 開 始 が で き る。 これ は,/FTRAJ制 御文 及 び

/FTRAJ制 御 コマ ン ドの 指 定 で 行 う。

c取 引 先 側 が 送 信 モ ー ドで 動 作 中 に 中断 した場 合 に は,次 の ジ

ョブで,送 信 済 の 次 の レ コー ドか らの 送信 処 理 の 指 定が で き る。

d128バ イ ト又 は256バ イ トの デ ー タを伝送 で きる。

e/FTRAJ制 御 文 で,制 御 電文 長 を指 定 で き る 。

② 運 用 に 関す る機 能

イ/FTRAJ制 御 コマ ン ドで運 用 監 視 が で き る。

a回 線 の 使 用 状態 が監 視 で きる。

回線 の 状態 と して,次 の 状態 が あ り,ワ ー クス テ ー シ ョンに

表 示す る 。

・EMPTY:未 使 用 状 態 で あ る。

・STOP:中 断 状 態(通 信 回線 エ ラ ーが 発生 し,中 断 中)

で あ る。

・BUSY:使 用 中(伝 送 中)で あ る。

・DOWN:使 用 不可 能 状態(回 復 不 可 能 な 通信 回線 エ ラー

が発 生 し,使 用で き ない 状 態)・で あ る。

bセ ンタ側 で は,セ ンタ側 に 登録 され てい る取 引 先 の うち,伝

送 が完 了 した 取 引先 の 数 な どを表 示 で き る。
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ロ/FTRAJ制 御 コマ ン ドで 伝 送 中 にそ の 処理 を強 制 停 止 し,

ジ ・ブを 終 了す る こ とが で き る。

ハ デ ー タ受 信 中 の取 引 先側 で 通 信 回線 エ ラ ーが発 生 した 場 合 には,

自動 的 に再 開 始す る(通 信 回線 エ ラ ー時 の 自動再 開始 処 理 とい う)。

取 引 先側 が 受 信 モ ー ドで動 作 中 に,通 信 回 線 エ ラ ーが 発 生 す る

と,自 動 的 に2回 まで 無 条件 に再 開始 す る。2回 の 自動 再 開始 が

失 敗す る と通 信 回 線 エ ラ ー とす る。 再 開始 は,発 信 動 作 か ら始 め,

受 信 す る レ コ ー ドは,受 信済 の 次 の レ コ ー ドか らで あ る。

自動 的 に再 開始 す る場 合 に は,そ の 旨の メ ッセ ー ジを ワ ー クス

テ ー シ ョ ンに表 示 す る。

なお,MA型 のNCUを 使 用 した場 合 に は,ワ ー クス テ ー シ ョ

ンに,ダ イ ヤ リ ング要 求 メ ッセ ー ジを表 示 す る ので,オ ペ レー タ

は,そ の つ ど電話 をか け る必 要 が あ る。

二 相 手局 と交換 す る情 報 の チ ェ ッ クに よ って信 頼 性 が 向上 して い

る。

aパ ス ワー ドの検 証 に よ って デ ータの 機 密保 護 を行 って い る。

b伝 送 終 了 時 に,送 信 側 と受 信 側 で 伝 送 レコ ー ド数 を比 較 し,

デ ータ抜 け を防 いで い る。

c受 信 モ ー ドで 動作 中 の セ ンタ側 で は,伝 送 終 了時 に取 引 先側

か ら報 告 され た デ ータ カ ウ ン ト情 報(送 信 す べ き レコ ー ド数 と

送 信 した レ コ ー ド数)を 検 証 し,伝 送 結 果 を確認 して い る。

ホ 伝 送 結 果 の表 示 とそ の 使 い 方

a相 手 局 との伝 送 が 終 了(正 常 又 は 異常 終 了)す る こ と に,終

了 メ ッセ ー ジを ワ ー クス テ ーシ ョ ンに出 力す る と と もに 実 行 結

果(ヒ ス トリ情報)を プ リンタに 出 力す る。 ヒス ト リ情 報 は ジ

ョブ終 了 時 に 出力す る。

bセ ンタ側 で は,セ ン タ側 に登 録 して あ る全取 引 先 の 処理 が 終
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了す る と メ ッセ ージ を ワー クス テ ー シ ョンに表 示 す る。 オ ペ レ

ー タは ,こ の メ ッセ ージを 確認 後,制 御 コマ ン ドで ジ ・ブを終

了 で き る。

cセ ン タ側 で は,ジ ョ ブ終 了 メ ッセ ージ 内 に未 処 理 取 引 数 を表

示 す る ので,必 要 に 応 じて 相 手局 と連 絡 を取 り,そ の 後 の運 用

が 決定 で きる。

へ 和暦 で 登 録 した シス テ ム 日付 を,/FTRAJ制 御 文 の指 定 に

よ り,西 暦 の 日付 に変 換 し制 御 電文 に設 定 す る こ とが で き る。

4.1.4.4/FTRAZの 概 要

(1)/FTRAZの 概 念

自 局

相手

局1交換機
NCU伝送

管理
フ7イル

=

相手
局2

デ ータ

フ ァイル 相手

局"

図4-11/FTRAZの 概 念

●

■

(2)/FTRAZの 特 長

① 全 銀協 標 準 通 信 プ ロ トコル に基づ い て フ ァイ ル伝 送 を行 う。

上 記 プ ロ トコル を支 援 してい る他 の メ ーカ との接 続 も容 易 で あ る。

② デ ータの機 密保 護 がで き る。

伝 送 の開 始 ・終 了時 に,自 局,相 手 局の セ ンタ確 認 コ ー ド・ パ ス

ワ ー ド,伝 送 フ ァイルの フ ァ イル ア クセ スキ ー を確 認す る こ とに よ
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(3)

り,デ ータの 機 密保 護 を図 る。 又,パ ス ワ ー ド,

キ ーに つ い て は,暗 号 化 が で きる。

/FTRAZの 機 能

フ ァ イ ル ア ク セ ス

表4-6フ ァイル伝 送 の機 能

分 類 機 能
相手局 とのプロ トコル

対 コンピュータ手順 対パ ソコン手順

、回 線 加入電話回線(電 話型) ○ ○

DDX回 線交換 ○ ×

専用回線 将来支援 ×

フ ァ イ ル FD順 編 成固定長 ブロック ○' ○

FD順 編 成固定長非 ブロック ○ ○

DK順 編 成固定長 ブロック ○ ○

DK順 編 成固定長非ブ ロック ○ ○

DKB-TREE(送 信だけ) ○ ×

局 属 性 発 信 局 ○ ×

着 信 局 ○ ○

伝送形 態 連 絡 ○ ○

照 会 ○ ○

モー ド変更 ○ ×

1伝 送1フ ァ イ 元レ ○ ○

1伝 送nフ ァ イ ル ○ ×

ファイル単位 の再送 ○ ○

レ コー ド単位 の再送 ○ ×

伝送デ ータ 1レ コ ー ド1テ キ ス ト ○ ○

nレ コ ー ド1テ キ ス ト ○ ○

1テ キス ト1伝 送ブ ロック ○ ○

1テ キス トn伝 送 ブロック ○ ○

伝 送

オ プシ ョン

データの圧縮 ・拡張 ○ ×

暗 号 化 ○ ○

二重送信の禁止 ○ ○

着信の時間監視 ○ ○

○:支 援する。

×:支 援 しない。
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4」.5コ ン ピ ュー タ ・メー カーの 対応(3)

本 項 で は,日 本 電 気㈱ でのJ手 順,全 銀 手 順 の サ ポ ー ト状 況 を示 す 。 表

4-7に 全 体 の サ ポ ー ト状 況 を 示 す が,ミ ニ コ ンお よび ス ーパ ー コ ン ピ

ュ ー タは,今 回 省 略 した 。以 下 ,サ ポ ー ト状 況 の概 要 を 述べ る。

●

4
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表4-7サ ポ ー ト状 況 一 覧 表(除 く ミニ コ ン及 び ス ー パ ー コ ン ピ ュ ー タ)

サ ポ ー ト 機 種 OS

サ ポ ー ト 手 順

J手 順 サポー トパ ッケ ージ名

全銀 協手順サポー トパ ッケージ名

全銀 協ペー シソク 全銀 協パ ソコン

メ イ ン

フ レ ー ム

ACOSシ リ ー ズ

ACOS-6 CCS CCS CCS

ACOS-4 CCS CCS CCS

ACOS-2 CCS CCS CCS

オ フ ィス

プ ロ セ ッサ

シ ス テ ム3100シ リ ー ズ ITOS-VX フ ァイル転送 プログ ラム(JCA手 順)

集 配信 ホ ス トシステ ム(JCA手 順)

FBFT

シ ス テ ム3050シ リ ー ズ NTosn BSC/JCA手 順 全銀協手順

パ ー ソナ ル

コン ピ ュ ー タ

N5200シ リ ー ズ PTOS皿SX BSC/JCA手 順 ANSPC-EX

NOCS-EX

PC-9800シ リ ー ズ MS-DOS N88JTAM

N88JTAM-n

N88ZTERM－ 皿

CCS:CorporateCommunicationSystem

● ● ' ●



4.1.5.1ACOSシ リ ー ズ

(1)CCSの 概 要

① サ ポ ー ト ・パ ッケ ー ジ の 位 置 づ け

図4-12に 示 す 。

■

●

ロク77イ 〃
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一
管 理

ファイル

PTU:フ ァ イ ル 篶…送a－ ザ

FTS:フ ァ イ ル 転 送 サ ー バ

転 送

7アイル

図4-12サ ポ ー ト ・パ ッケ ー ジ の位 置 づ け
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② サ ポー トプ ロ トコル

・ 全銀 協 標 準 通 信 プ ロ トコル

・ 全銀 協 パ ー ソナ ル コ ン ピ ュー タ用 標 準 通 信 プ ロ トコル

・J手 順

③ 特 長

イ.機 密 保 護

CCSで は,安 全 対 策,送 受 信 デ ー タの 管 理面 か ら,以 下 の機 密

保 護機 能 を 有 す る。

a発 信 時 ・着 信 時 の 開 局 可否

発 信 時 お よび着 信時,取 引先 相 手 の コ ー ド,お よび 自己側 コ ー

ドの チ ェ ッ クに よ り,開 局 可否 を決 定 す る。 また,利 用 者 間 で 設

定 され た パ ス ワー ドチ ェ ックに よ り,不 正 な 接 続 は され な い。

bフ ァイ ル の機 密 保 護

フ ァイ ル 単位 に,利 用者 間 で 設 定 され た フ ァイ ル ア クセ ス キ ー

をチ ェ ックす る こ とに よ り,不 正 ア クセ ス され な い よ う保 護す る

(全 銀 協 手順 のみ)。

ま た,転 送 回数 を保 持 し,二 重 転 送 を防止 す る。

cCCS独 自の キ ー,パ ス ワー ド

運 用 環 境 を誤 って破 壊 した り,不 正 ア クセ スを 防 止す るた め,

管 理 フ ァイ ル情 報 の更 新 ・削 除 な どを行 う場 合 は,キ ーお よび パ

ス ワー ドの チ ェ ックが 行 わ れ る。

d転 送 許 可 時 間帯 の 設 定

転 送 相手 単 位 に,転 送 可能 な 時 間 帯 を設定 す る こ とに よ り,時

間外 の 不 正 ア クセ ス を防 止 す る 。

e転 送 フ ァイ ル制 御

転 送 フ ァイ ル単 位 に,送 信/受 信 の 可 否 を設 定 す る こ とに よ り,

フ ァイ ル用 途 を 明確 化 し,デ ー タの保 全,機 密 保 護 を行 う。
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ロ.複 数 の伝送 デ ータ長 のサポー ト

CCSで は,次 の よ うな伝送デー タ長 をサ ポー トしてい る。

●JCA手 順

DDX回 線交換2048バ イト,1024バ イト,512バ イト,

256バ イトまたは128バ イ ト

公衆 通信 回線256バ イトまたは128バ イ ト

・ 全 銀協手順

DDX回 線交換 最大2048・ ミイ ト

公衆 通信 回線 最大256バ イ ト

・ファイル転送業 務の 自動運転志向

ファイ ルを転送 して業務処理を行 うオ ンライ ンシステ ムにおけ る

システ ム運転 の 自動化,省 力化を支援す る。 この フ ァイル転送業務

の 自動運転 を可能にす るた め,CCSで は,以 下 の機能 を有す る。

・ 転送要求 の キ ューイ ングとスケジ ュール

・ 転送 の 自動 開始

・ 転送 の終 了 と業務処理 との連動

・ 自動再送処理

・ 再立 ち上げ後 の 自動再 開処理

二.発 信 ・着信機能 と送 受信機能

一つ の ファイル ア クセ ッサで
,発 信機能 と着信機能 の二つの機能

を有す る。 また,ど ち らの機能を利用 して も,送 信 お よび受信が 可

能で ある。

・ 発信送信機能

・ 発信受信機能

・ 着信送信 機能

・ 着信 受信機 能
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ホ ・転送相手数

他 システム とフ ァイルの転送 を行 うためには相手 システムご とに

属性の定義 を行 う必要が あるが,CCSで は この定義可能 な相手 シ

ステム数 に特 に制限はない。

へ ・多重転送

定義 された複数の相手 システ ムと転 送を行 う時,一 つの フ ァイル

アクセ ッサで転送す ることは可能 であ るが,こ の場合の転送 は,ス

ケジ ュール順 に処理 され る。

これ に対 して,複 数の ファイル アクセ ッサを定義す ることによ り,

同時 に多重 の転送が可能 となる。 ファイル アクセ ッサ には,全 銀協

手順 をサ ポー トす るもの と,JCA手 順 をサポ ー トす るもの とが あ

る。.

ト.業 務処理 との連係

一つの転送 が終 了す ると
,利 用者 よ り指 定 された業務処理 ジ ョブ

を 自動的 に起 動す る。起動す るジ ョブは,転 送が正常 終了 したかに

よ り,二 種類 の設定 が可能で ある。

チ ・転送要求 の動的受け付 け

CCS利 用 者は,フ ァイルの送 信 または受信の要請 が発生 した と

き,随 時 に,FTUの 転送要求機能 を利用 して ファイル転送の開始

を依頼す る ことが できる。

リ・利用 者 ファイルの動的割 り当て

送信 ファイルまたは受信 フ ァイルの割 り当て方式 として,フ ァイ

ルの送 受信開始直前で動的に利用者 ファイルを確保 し(動 的 アサイ

ン)そ して フ ァイルの送受信終 了直後 に動的 に開放(動 的 デアサイ

ソ)す る ことによ り,入 出力資源の有効利用 を図 っている。

ヌ ・障害処理

ファイル転 送運用時に発生す る障害 の うち,CCSが 検 出す る も

■

◆
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のは主 として次 のものが ある。

aCCSの プログラム例外

・FTU

・FTS

bフ ァイル入出力エラ ー

・送信 または受信 フ ァイルの入 出力エ ラー

・管理 フ ァイルの入出力 エラー

・終 了情報 ファイル ,ト レース情報 ファイルの入 出力 エラー

c通 信 関係の障害

・通信制御装置 の障害

・通信 回線障害

CCSは これ らの障害 を早期 に利用者へ通知 し,最 小限 の復 旧操

作で再開 できる よう考慮 され ている。

ル.再 送処理

転送中 に発生 した障害 に対 しては,自 動的に再送処理を行 う。 再送

処理の対 象 とな る障害 には,次 の ものがある。

・ 送 信または受信 ファイルの入出力 エラー

・ 送信 また は受信 エラー

・ データ電文中の不正 データ検 出

・ 相手 システムか らの障害通知

ヲ ・転送状況の問合 わせ

CCSで は現在実行中 の転送の状況 を問 い合 わせ ることができる。

ワ.転 送終 了情報

転送が終 了す るこ とに,CCSで は転送の終 了状態 ファイルに保

持 してお り,必 要に応 じて参照す る ことがで きる。
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4L5.2オ フ コン シ リーズ

(1)集 配信 ホ ス トシス テ ム(JCA)の 概 要

集 配 信 ホ ス トシ ス テ ム(JCA)は,一 般 の ユ ーテ ィ リテ ィ と同 じ

く,ITOSの 一 つ の ア プ リケ ーシ ・ソ と して 動作 す る。

本 プ ロ グラ ムは,JCA手 順 に よ りセ ンタ ー とそ の取 引先 との間 で

オ ンライ ンに よ って デ ー タ交 換 を行 う伝 送 プ ロ グラ ムで あ り,セ ン タ

ー側 に て利 用 す る もの で あ る 。

① サ ポ ー トパ ッ ケー ジの 位 置づ け

本 ソ フ トウエ アは 図4-13に 示 す よ うに三 つ の プ ロ グラ ムに よ

り構 成 され る 。

●

●

セ ン タ ー倒 壊 ・引 先

オ フ ィ ス プ ロセ ブサ1Ｔoミ

メ7

セー ジ 圏 割
楡

,

図4-1'3サ ポ ー トパ ッ ケ ー ジ の 位 置 づ け
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4

甲

aCCT(C(㎜unicationControlTask)

CCTと は,"通 信制 御 タス ク"の こ とで あ る。 つ ま り,す べ

て の取 引先 を制 御 して,取 引先 か らの 要 求 に よ り下 記 のCSTを

起 動 す る もの で シ ス テ ム に一 つ 存 在 す る。

bCST(Co㎜ 皿icationServiceTask)

CSTと は,"通 信 サ ー ビス タス ク"の こ とで あ る。 つ ま り,

CCTよ り自動 的 に起 動 され,一 取 引先 と対向で ファイル転 送 を行

う もの で,実 行 中 の 取 引 先 の数 だ け存 在す る。

c端 末 管 理 フ ァイル メ ンテナ ンス プ ログ ラム

端 末 管 理 フ ァイ ル とは,取 引 先 との 集配 信 用 フ ァイ ル情 報 や 異

常 終 了時 の 状 態等 を格 納 す る フ ァイル で あ り,取 引 先 の数 だ け レ

コ ー ドが 存 在 す る。詳 細 は 「2.6章 端 末管 理 フ ァイ ル の作 成 」

を参 照 の こ と。

② サ ポ ー トプ ロ トコル

JCA手 順(J手 順)

③ 特 長

a画 面 表 示 機 能

画 面 に は シ ステ ム実 行 状 態 画面 と,フ ァイ ル転 送 実 行 状 態 画 面

が あ り,そ れ ぞれ 状 況 を問 い合わ せ 出来 る。

bロ グ機 能

パ ラ メー タ ーの 指 定 に よ り,実 行 結 果(正 常 終 了 ・異 常 終 了)

を ログ ファイ ル に 出力 出来 る。

Cフ ァ ンク シ ョ ンキ ー

オ ペ レー タ ーか らの フ ァ ンク シ ョ ンキー入 力 に よ り,回 線 状 態

初 期 化,回 線 使用 停 止,回 線 使 用 再 開,画 面 表 示,正 常 終 了,強

制 終 了等 の 割 り込 み操 作 が 出来 る 。

dエ ラー表 示
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プ ロ グ ラム実 行 中 に発 生 した エ ラー につ い て は画 面 や プ リン タ

に 出力 され る が,エ ラ ーの詳細 は エ ラ ー コー ドと して表 現 され る。

(2)フ ァイ ル転 送 プ ロ グ ラ ム(JCA)の 概 要

フ ァイ ル転 送 プ ロ グ ラ ム(JCA)は,一 般 の ユ ーテ ィ リテ ィと同

じ く,ITOS－ つ の ア プ リケ ー シ ョンと して動 作 す る 。

本 プ ログラ ム は,JCA手 順 に よ りセ ンタ ー とそ の 取 引先 との間 で

オ ンラ イ ンに よ って デ ー タ交 換 を行 う伝 送 プ ログ ラム で あ り,取 引先

に て利 用 す る もの で あ る。

① サ ポ ー トパ ッケー ジの 位 置づ け

集 配 信 ホ ス トシス テ ムに 同 じ。

② サ ポ ー トプ ロ トコル

集 配 信 ホ ス トシ ステ ムに 同 じ。

③ 特 長

集 配 信 ホ ス トシス テ ムに 同 じ。

(3)FBFTの 概 要

全 銀 協 手 順 フ ァイル 転 送 プ ロ グラ ム(以 下略 してFBFTと す る)は,

オ フ コ ン上 で 動 作す る 企 業 側 の フ ァイ ル転 送 プ ログ ラムで あ り,全 銀

協 標準 通 信 プ ロ トコル(ベ ー シ ック手 順)に 準拠 してい る。

FBFTは,一 ・-A般のユ ーテ ィ リテ ィー と同 じ くITOSの1つ の ア プ リ

ケ ー シ ョン プ ロ グ ラ ム と して動 作す る 。

FBFTは,企 業 側 で 作 成 され た フ ァイル を通 信 回線 を通 して銀 行

側 へ 送 信,ま た 逆 に銀 行 側 の フ ァイ ル を 企業 側 の フ ァイ ルへ 受 信す る

機 能 を持 ち,フ ァー ムバ ンキ ングの な か の企 業 側 の フ ァイル転 送 機 能

を 処 理す る プ ロ グラ ムで あ る。

フ ァイ ル の デ ー タ内 容 に依 存 した サ ー ビスは 銀行 に よ り異 な るの で ,

フ ァイル転 送 機 能 のみ を提 供す る。

通 信 を行 うこ との で きる相 手 シ ス テ ム は,全 銀 協 標 準 通信 プロトコル
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(ベ ー シ ック手 順)に 準 拠 した マ シ ンで あれば 機 種 は 問 わ な い。

全 銀協 プ ロ トコル に は,転 送 要 求 をす る側(Callingス テ ーシ ョ ゾ)

と転 送 要 求 を受 け付 け る側(Calledス テ ー シ ョン)が あ るが,FBFT

で は転 送 要 求 をす る側(Callingス テ ー シ ・ソ)の 機 能 のみ 提 供す る。

① サ ポ ー トプ ロ トコル

全 銀 協 標 準 プ ロ トコル

② 特 徴

a使 用 で き る フ ァイ ル は送信 時 は 相 対編 成 フ ァイ ル,受 信 時 は 相

対 編 成 及 び 順編 成 フ ァイ ルで あ る 。

b複 数 フ ァイル の連 続 転 送 が 出来 る 。

FBFTで は,フ ァイル の 連続 転 送 をす る こ とが 出来 る 。連 続

転送 で き る フ ァイ ル数 は,送 信 時 と受 信時 にお の おの 最大5フ ァ

イル で あ る。

c転 送 デ ー タの圧 縮 が 出来 る 。

d連 絡 モ ー ド,照 会 モ ー ド,モ ー ド変 更 の いず れ を も行 うこ とが

出 来 る。

FTFBで は,転 送 モL・一・・ドと して 「連 絡 モ ー ド」 と 「照 会 モ ー

ド」 及 び 両 者 を組 み 合 わ せ た 「モ ー ド変 更 」が あ る。

連 絡 モ ー ド:フ ァイ ルを銀 行 側へ 送 信 す る こ と。

照 会 モ ー ド:フ ァイ ルを銀 行側 よ り受 信す る こ と。

モ ー ド変 更:上 記 の 「連 絡 モ ー ド」 を連続 して行 う ことで,

順 序 に よ り"連 絡 →照 会","照 会 →連 絡"の

2種 類 が あ る。

c再 送 処理 。

ファイルの送信 または受信 中に,何 らかの障害 によ り送受信 が

中断 された ときには再送処理 を行 う。

f可 変 長 レコー ドの転 送が可能 。
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g画 面表 示 機能

FBFTの 実 行 状 態 を 示 す た め に,各 種 情報 が 表示 され る。

hプ リンタ印 字機 能

(4)BSC/JCA手 順(NCOSll)の 概 要

標 準 ソ フ トウェ ア と して,下 位 プ ロ トコル(適 用 回線 仕様 ・制 御 仕

様)を サ ポ ー トして い る。 上 位 プ ロ トコル は業 種 ・業 務 向け や,企 業

グ ル ー プ ・団 体 向 け と して,個 別 にCOBOLで 開発 す る。

(5)全 銀協 手 順(Ncosll)の 概 要

標 準 ソフ トウ ェア と して,下 位 プ ロ トコル(適 用 回 線 仕 様 ・制 御 仕

様)を サ ポ ー トして い る。上 位 プ ロ トコル は業 種 ・業 務 向 けや,企 業

グ ル ー プ ・団体 向 け と して,個 別 にCOBOLで 開発 す る。

◆

◆

4.1.5.3パ ソ コン シ リーズ

標 準 ソフ トウ ェア と し て,下 位 プ ロ トコル(適 用 回 線 仕 様 ・制御 仕 様)

をサ ポ ー トして い る。 上 位 プ ロ トコル は 業 種 ・業務 向 けや,企 業 グル ー

プ ・団 体 向 け と して,個 別 にCOBOLで 開 発 す る。

(1)N88JTAMの 概 要(市 販 ソ フ トウ ェア)

N88JTAMは,JCA手 順 に基づ い て作成 され,PC9800シ リー

ズ でJCA手 順 を 使 用 す る あ らゆ るオ ン ライ ンデ ー タ交 換 用 の ソフ トウ

エ ア であ る。

① サ ポ ー トパ ッケ ー ジの位 置 づ け

図4-14に 示 す 。

φ

●
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9

制御の流れ

⇔ データの流れ

務 プ0グ ラム

メイン・メニュー選 択プログラム

1 1

1

一

1

・指 令ファイル

・終 了情 報

ファイル

・配 信データ

・受 信デ ータ

一

一

〆

1
送 信 デ ー ・ 〉

lll lll
計

受注デー タ

発注デー タ

納品デー タ
請求データ

支払デー タ

・,● ● ● ●●

在庫

問い合わせ

1
にALCJTAM'1

1
◇ 1介'受 信データ

1

N88JTAMＬCA手 順 回線 ライ ブラ リ ぐ 〉

デ ィスクファイル

〆'

ホストシステム

図4-14N88JTAMと 業 務 プ ロ グ ラムの 連 結例

② サ ポ ー トプ ロ トコル

9JCA手 順

③ 特 長

a大 型 コ ン ピ ュー タ とPC9800(MS-DOS)を 加 入者 電 話 回線 で

接 続 し,デ ィス ク ・フ ァイル か らの 送 信 ・受 信 を 行 う。

bN88BASICで 開発 され た業 務 プ ロ グラ ムへ 組 込み が 可 能 。

(1命 令 でBASIC言 語 か らN88JTAMを 呼 び 出す こ とが 出来

る)

c送 信 ・受 信 共 自動 的 に コー ド変 換(EBCDIC← →JIS8単 位 コ

ー ド)が 行 わ れ る為 ,業 務 プ ログ ラ ムはJIS8単 位 コ ー ドで の 処
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理 が可 能 。

dコ ン ソ ール メ ッセ ー ジは す べ て 日本 語 表 示 。

eデ ー タの 圧縮 ・拡張 が可 能 。

fセ ン タ ー シ ステ ムか らの 指示 に よ る送 信 フ ァイ ルの 再 ポ ジ シ ョニ ン

グ機 能 。

gメ ンテ ナ ンス機 能 と して,オ ンラ イ ン トレ ース ・オ ン ライ ン コー プ

機 能 を持 つ 。

h'セ ン タ ーのJCA手 順 に一 致 させ る為,業 務 プログラムとN88JTAM

の 間 に ジ ェネ レー シ ョ ンフ ァイ ル(指 令 フ ァイ ル)を 設 定 。

(2)N88JTAMnの 概 要(市 販 ソ フ トウェア)

N88JTAMに,自 動 ダイ ヤ ル発信 機 能(CCITTV.25bisオ ー

トダイ ヤ ル プ ロ トコル)を 付 加 した もの 。

① サ ポ ー トパ ッケ ー ジの位 置 づ け

N88JTAMに 同 じ。

② サ ポ ー トプ ロ トコル

N88JTAMに 同 じ。

③ 特 長

N88JTAMの 機 能。

自動 ダイ ヤ ル機 能 をサ ポ ー ト。

(3)N88ZTERMHの 概 要(市 販 ソフ トウ ェ ア)

NsszTERMIIは,全 銀 協 パ ソ コ ン手順 に 基 づ いて 作成 され,

PC9800シ リー ズで 全 銀 協 手 順 に よ って オ ンライ ンデ ー タ交 換 を行 う

為 の ソ フ トウ ェ アで あ る。

① サ ポ ー トプ ロ トコル

全 銀協 パ ソ コ ン手 順

② 特 長

a大 型 コ ン ピ ュー タ とPC9800(MS-DOS)を 加 入 者 電話 回線

●
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φ

で 接 続 し,各 種 の オ ンラ イ ンデ ー タ 交換 に使 用す る。

bN88BASICで 開発 され た業 務 プ ロ グラムへ の 組込 み が可 能 。

c基 本 呼 び 出 し と,ラ イ ブ ラ リ呼 び 出 しの2つ の プ ロ グラ ム レベ ル

を持 つ 。

・ 基 本 呼 び 出 し

デ ィス ク上 に パ ラ メー タ フ ァイ ル を用意 し,1命 令 で紹 介 又 は

連 絡 が 行 え る。

・ ライ ブ ラ リ呼 び 出 し

5つ の命 令 を組 み 合 わ せ,業 務 ア プ リケ ー シ ョンの 作成 が 可 能 。

d自 動 ダ イヤ ル発 信 機 能 をサ ポ ー ト。

(CCITT.25bis自 動 ダイ ヤ ル プ ロ トコル)

e

f

g

h

・1

.」

全 銀 協 伝 送 制 御 電 文 の 自動 作 成機 能 。

1デ ィス ク ・フ ァイル 単位 の紹 介 又 は 参照 が可 能 。

伝 送 ブ ロ ックの ブ ロ ッキ ング/ア ン プ ロ ッキ ン グが 可 能 。

コ ン ソール メ ッセ ー ジは すべ て 日本 語表 示 。

厳 重 な 通 信 セ キ ュ リテ ィチ ェ ッ ク機 能 。

メ ンテ ナ ンス機 能 と して,オ ン ライ ン トレース ・オ ン ライ ンス コ

ー プ機 能 を持 つ
。

(4)BSC/JCA手 順(PTOSMSX)の 概 要

標 準 ソフ トウ ェ ア と し て,下 位 プ ロ トコル(適 用 回 線 仕 様 ・制 御 仕 様)

を サ ポ ー トして い る。 上 位 プ ロ トコル は業 種 ・業 務 向け と して,個 別 に

COBOLで 開発 す る。

※ 市 販 ソ フ トウェア に上 位 プ ロ トコル もサ ポ ー トした 「OCC-JCA

手 順52」 等 が あ る。

(5)全 銀 協 手 順(PTOS皿SX)の 概要

標 準 ソフ トウ ェア と して,下 位 プ ロ トコル(適 用 回線 仕様 ・制 御 仕 様)

をサ ポ ー トして い る。 上 位 プ ロ トコル は業 種 ・業 務 向 けや,企 業 グル ー
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プ ・団 体 向 け と して,個 別 にCOBOLで 開 発 す る。

※NEC個 別 開 発 ソ フ トウェ ア と して 「ANSPC-EX」,「NCOS

-EX」 等 が あ る。

ANSPC-EXの 特 長 。

・NTTのANSERに 対 応 した 端 末 ソフ トウ ェア。

・ パ ス ワー ドに よる 機 密 保 護 。

・LANシ リー ズ との イ ン タ フ ェー ス の サ ポ ー トに よ り受 信 デ ー タの

編 集 が 容 易 。

・ リア ル タイ ム な資 金 移 動 が可 能 。

NOCS-EXの 特 長 。

・ 都銀 ,地 銀CMSサ ー ビス に対 応 した 端 末 ソ フ トウ ェ ア。

・ 運 用 形 態 に合 わ せ た パ ス ワ ー ド設 定 に よる機 密保 護 。

・LANシ リーズ との イ ンタ フ ェ ースの サ ポ ー トに よ り受 信 デ ー タの

編 集 が 容 易 。

・ マル チバ ソ ク レポ ー トサ ー ビス の提 供o

・ 一 括 デ ー タ伝 送 が 可 能 。

■

●
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4.2米 国標 準 手順(ANSlX.12)

本 節 で は,米 国 の デ ー タ交換 標 準 手 順 で あ るANSIX.12規 格 の概 要 を

紹 介 す る。ANSIX.12規 格 の 詳 細 につ いて は,規 格 書 お よび 詳 しい マ ニ

ュアル が あ り,誰 で も 入 手 す る こ とが で き る 。前 者 は,(財)日 本規 格 協 会

で 入手 可 能 であ り,後 者 は,TDCCへ 直 接 問 い合 わ せ れ ば よ い。

(注1)

4.2.1ANSlX.12規 格 の基 本

(1)ビ ジ ネス プ ロ トコル の規 格

我 が国 のJ手 順,全 銀 手順 な ど とは 違 って,ANSIX.12に は,伝

送 手 順(プ ロ トコル)に 関す る規 約 は な く,ビ ジ ネ ス プ ロ トコル の規 約

だ け が定 め られ て い る。 さ らに,規 約 は,ジ ェ ネ リッ クな メ ッセ ージ ・

フ ォーマ ッ トに 関 す る規 格が 中心 にな ってお り,シ ンタ ックス ・ル ー ル

と呼 ばれ て いる 。'

(2)バ ッチ転 送

ANSIX.12は,複 数 の トラ ンザ ク シ ョンを一括 バ ッチ 転送 す る こ

とを前 提 に した規 格 で あ る。 す なわ ち,フ ァイル転 送 を前 提 に した規 格

で あ り,伝 送 手 順 と して は,各 種 の フ ァイ ル転 送 手順(OSIのFTAM

も含 む)が 使 え る こ とに な って い る。

(3)フ ォー マ ッ トの基 本型 式

ANSIX.12は,フ ィール ド順番 を 固定 と した ブ イール ド単 位 の 可

変 長 型 式 を フ ォー マ ッ トの基 本 と しておb,こ れ を 可変 長 固定 フ ォーマ

ッ トと呼 ぶ 。

具 体 的 に は,図4-15に 示 す よ うに,各 ブ イール ド(デ ー タ項 目)

(注1)TDCC-TheElectronicDatalnterchangeAssociation(Sm)

110117thStreet,N.W.,Suite712

Washington,D.C.20036

TELEPHONE(202)293-5514
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は,区 切 り文 字 「*」 で,境 界 が示 され る。 但 し,デ ー タ項 目の順 番

(並 び)は,あ くま で も固定 で あ る。 尚,各 デ ー タ項 目 と も最 大 長 は 制

限 され る。

■

区切 り文字

図4-15デ ー タ項 目 と区 切 り文字

(4)階 層構 造 化 され た トラ ンザ クシ ョ ン ・セ ッ トANSIX.12規 格 で は,

最 小 の 要素 を,デ ー タ項 目(デ ー タ ・エ レ メ ン ト)と して.図4-16

の よ うに トラ ンザ クシ ョン ・セ ッ トが ,構 造化 され てい る。

トラ ンザ ク シ ョン

セ ッ ト

　
ア ー タ ・セ グ メ ン

デ ー タ 項 目 … …

◆

図4-16構 造 化 さ れ た トラ ン ザ ク シ ョ ン ・セ ッ ト
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① デ ー タ ・セ グ メ ン ト

デ ー タ ・セ グ メ ン トは,セ グ メン トIDと デ ー タ要 素 で構 成 され る。

(図4-17)

通常,デ ー タ ・セ グ メ ン トは,5種 類 程 度 の デ ー タ要 素 で構 成 され

る。例 えば,販 売 条 件 は5種 類 の デ ー タ項 目で 構 成 され,住 所 は,3

種 類 の デ ー タ項 目で 構 成 され る デー タ ・セ グ メ ン トに な って い る。

デ ー タ ・セ グ メ ン ト内の デ ー タ要 素の順 番(並 び)は 固定 で あ る 。

●

セグメン ト

ID
* データ項 目 * データ項 目 * データ項 目 N/L

図4-17デ ー タ ・セ グ メ ン トの 構 造

び

② トランザ ク シ ョン ・セ ッ ト

デ ー タ ・セ グ メ ン トを多 数組 み合 わせ て,ト ラ ンザ ク シ ョ ン ・セ ッ

トを構 成 す る。 デ ー タ ・セ グ メ ン トに は,セ グ メ ン トID(識 別 子)

が あ るの で,順 番 を 変 える こ とが可 能 な場 合 もあ るが,原 則 は,セ グ

メ ン トの 順 番(並 び)は 固 定 で あ る 。

トラ ソ クシ ョソ ・セ ッ トの種 類 に よ って,用 い る こ との で き る デ ー

タ ・セ グ メ ン トの 種 類 が規 定 され て い るが,あ る トラン ザ ク シ ョン情

報 を送 るの に は 不要 な デ ー タ ・セ グ メン トは,省 略 す る こ とが で き る。

トラ ンザ ク シ ョ ン ・セ ッ トは,ス ター ト ・セ グ メ ン トで 始 ま り,エ

ン ド ・セ グ メ ン トで終 る。

●
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ス タ ー ト

セ グ メ ン ト
デ ー タ ・セグ メ ン ト

トラ ン ザ ク シ ョン ・セ ッ ト

エ ン ド

セ グ メ ン ト

セ ッ ト ・

◆

図4-18ト ラ ンザ ク シ ョ ン ・セ ッ トの 構 造

■

(5)コ ソー9.・一一・ジ ョン

ANSIX.12規 格 は,高 機 能 では あ るが 複 雑 で あ り,通 常 の社 内 シ

ス テ ムで用 い る フ ォーマ ッ トと しては 適 当 で は な い。 この 規格 は,元 々

企 業 間 の デ ー タ交 換時 に 用 い るた め に生 まれ た もの で あ り(す な わ ち,

EDIの た め の 規 格),各 企 業 個 別 の フ ォ ー マ ッ トとは,コ ンバ ー ジ ョ

ンに よ って 連携 す るの を前 提 に して い る。

既 に,米 国 のGE社 な どで は,コ ソバ ー ジ ョ ンの た めの パ ッケ ー ジ ・

ソフ トを・各 種 用 意 して い る と言 わ れ,VANサ ー ビス にお い て も,コ ン

バ ー ジ ョン ・ツ ールが 用 意 され て い る とい う。

4.2.2コ ーデ ィン グ例

図4-19お よび図4-20に,ANSIX12.2-1986に 基 づいたイ ン

ボ イ ス書類 の1例 を示 す 。図4-19は,オ リジナ ルの イ ンボ イ ス書 類 で

あ る。 図4-20の 右 側 は,イ ンボイ ス の 各 部 分 で あ り,左 側 は,そ れ ら

の 各 部 をANSIX.12-1986の 規格 に 合 うよ うに コー デ ィ ン グされ た,

デ ー タ ・セ グ メ ン トで あ る。

図4-20の イ ンボ イ ス例 は,イ ン ボ イ ス ・トラ ンザ クシ ョン ・セ ッ ト

を構 成 す る,す べ ての セ グ メ ン トの 使 用 法 を 示 した もの で は な い 。簡 単 な

イ ンボ イ ス文 書 の 規 格 に基 づ い た コー デ ィ ン グ例 にす ぎ ない 。

◆

●
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4.2.3国 際 標 準 デ ータ交換 フ ォーマ ッ トと の関係

新 し く作成 され つ つ あ る国際 標 準 デー タ交 換 フ ォー マ ッ ト(ISO-

EDIFACT)とANSIX.12規 格 は,多 くの 点 で類 似 点 が あ る もの

の,相 違点 もか な りあ る 。

両者 とも,ジ ェ ネ リックな シ ン タ ックス ・ル ール の規 格 で あ り,ビ ジネ

ス プ ロ トコル の 規格 で あ る こ とが,類 似 点 で あ り,ト ラ ンザ クシ ョン ・セ

ッ トの構 造 が やや 違 って い るの が,最 大 の相 違 点 で あ る。

ISO-EDIFACTで は,最 小 の要 素 で あ る デ ー タ項 目が,単 一 の デ ー

タ項 目で構 成 され る単 一 デ ー タ項 目と,複 数 の デー タ項 目で 構 成 され る複

合 デ ー タ項 目の2種 類 存 在 す るの が,最 大 の 特徴 で あ る 。 その た め,複 合

デ ー タ項 目に 用 い る区 切 り文 字 と,デ ー タ項 目の 区切 り文 字 で は,別 の 文

字 を用 い る。

そ の 他,セ グ メ ン トIDの 違 い,区 切 り文 字 の ル ー ルの 違 い な ど,様 々

な違 い が あ る が,両 フ ォー マ ッ ト相互 の 変 換 は 可能 とされ,既 に変 換 ツー

ルが 試 作 され て い る とい う。 そ して,今 後 と も,米 国 内 で は,ANSI

X.12が 使 わ れ,国 際 デ ー タ交換 で は,ISO-EDIFACTが 使 われ る

とされ て いる 。 そ して,両 者 の間 は,変 更(コ ンバ ー ジ ョ ン)に よ って結

ばれ る計 画 で あ る 。

θ

●
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4、3国 際 標準 手 順(lSO-EDlFACT)

EDIFACT(ElectronicDataInterchangeForAdministra-

tion,CommerceandTransport)は,国 際 間 の デ ー タ交 換 へ の 適 用 を

前 提 に した国 際 標準 デ ー タ交 換 フ ォー マ ッ トで あ り,1987年12月 現在,

新 しい規 格(ISO9735)と して登録 す る た め の手 続 きが 行 われ て い る。

本 規格 は,新 しい規 格 で あ り,使 用 実績 は ま だ な い 。 しか しなが ら,現 在,

規 格 原 案 作成 者 で あ るUN-ECE(UNEconomicCommissionfor

Europe)の メ ンバ ー に よ り,国 際 レベ ル で の普 及啓 蒙 活 動 が 行 わ れ て い るの

で,こ れ か ら構 築 され る国 際 デ ー タ交換 ネ ッ トワー クで は,本 規 格 が 使 わ れ

る こ とに な る と考 え られ る。 ＼ ..・"

本規 格は,情 報処理 にお ける世界3大 拠 点(経 済活動 の3大 拠点 でもあ る)

の うち,二 つが合意 して作成 された規格であ り,残 る一つ であ る我が国 も積

'極 的に反対する理 由が ないため
,全 世 界で合意 した規格で ある とい える。 こ

三の点が重要であ る
。合意 した規格で ある以上,も し普 及 しない ことがあれぼ,

普及 させ るための作業 をおろそか に していると,見 な され る。そ うい う意味

で,我 が国 にとっても非常 に重要 な規格であ る。本節 でその概要 を述べ る。

4.3.1規 格 誕 生 まで の 経 過

(1)欧 米 で のEDI規 格 の 標 準 化

欧 州 と米 国で は,20年 以 上 前 か ら,貿 易 手 続 に伴 う書 類 お よび 貨 物

輸 送 に伴 う書 類 に必 要 な各 種 事 務 手 続 きの 合理 化 につ い て,検 討 が行 わ

れ て いた 。15年 程 前 の1975年 頃 か ら は,コ ン ピュー タを導 入 した

効 率 化 の研 究 に切 り換 え られ,ネ ッ トワー クに よ る オ ンラ イ ン ・デー タ

交 換 の 研 究 も始 った 。 これ が,後 のEDI(ElectronieDataInter-

change)に 発 展 して行 く。

欧 米 で も,御 多 分 に もれ ず,EDIの 規 格 標 準 化 は業 界 別 に実 施 され

て い った が,こ の標 準 化 は,や が て壁 にぶ つ か る こ とにな った 。 取 引 は,

4
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しぼ しぼ業界間で行われ るが,そ の場合,力 の強 い業界の規格が優先す

ることにな り,力 の弱 い業界の標準規格 は無意味 になることが多い。初

期の標準化 は,運 輸関係 の団体を核に して始 まったが,運 輸業界は,荷

主 よ り弱 い立場 にあるため,せ っか くの運輸関係の標準規格 も,そ の普

及は不徹底 に終 って しま った。そこで,そ の対策 として,も っと,幅 広

い分野 の業界 を巻 き込んだ業界横断的組織 を作 り,そ の場を使 って,全

業界が合意 した規格 を作成す る方向を志 向す るよ うにな った。

このため,欧,米 ともに業界横断的組織 を作 った。欧 州では,各 国の

貿 易手続簡易化協会が連合 して,国 連の場 を借 りて検 討す る組織 を作 り

(UN-ECE),ま た,米 国では,多 数 の業界団体 とデータ交換 研究専

門機 関が連合 してASCX12(AccreditedStandardCommittee

X12)を 結成 した。これ らの業界横断的組織体制の もとで,全 業 界共通

の規格が作 られた。それが,欧 州におけるTDI規 格で あ り,米 国にお

け るANSIX.12規 格で ある。

こ うして,欧 米で2つ のEDI規 格 が作 られ る と,新 しい問題が生 じ

た 。それは,欧 米間で データ交換をす る時 に規格が合わ ないことである。

また,欧 米以外 の世界各国は,2つ の規格の中か ら,ど ち らか一方の規

格 を選択 しなければ ならない とい う困難 に,ぶ つか ることであ った。

(2)UNJEDIグ ループの結成

前述の状況 を打 開す る唯一 の方法 は,欧 州 と米国が連携 し,新 しい規

格 を作 ることであ る。1986年3月UN-ECE(欧 州連合)とUSグ ル

ー プ(ASCX12を 核 とする米国の グルー プ)は ,共 同でUN-JEDI

(UN-JOINTEDI)グ ル ープを組織 し,同 組織 で下記の作業を行 う

ことで合 意 した。

① 国際規格 としてISOに 提出するた めの シ ンタ ックス草案 の開発

② 修飾子技法 とコー ドを含む標準 メ ッセージ(UNSMs)の 開発

③ 標準 メッセ ージの 準備及び現行 システムか らの移行 に関す るガイ ド
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ライ ンの 作 成

④EDI及 びEDIの た め の一 般標 準 の促 進 に関す る文書 の 改 訂 と編

集

(3)EDIFACTの 作 成 とISO規 格化

UNJEDIグ ル ー プは,TDI規 格(欧)とANSIX.12規 格㈱

を 出発 点 に して,新 しい 規 格 の作 成 を 始 め た 。 検 討 過程 で は,欧 米双 方

の妥 協 が図 られ,結 局,TDI規 格 を ベ ー ス に し,ANSIX.12規 格

と コ ソバ ー ジ ョ ン可 能 な新 規格(EDIFACT)が 作 られ た。

作 成 され た 新 規 格 は,全 世 界共 通 の 標 準 規 格 と しての 合 意 を得 るた め,

lSO(国 際 標 準 化 機 構)の 場 に送 付 され,TC154委 員会 での投 票 に

か け られ た。 そ して,1987'年9月15日,賛 成 多数 で 可決 され,

ISO9735と し て登 録 され る ことに な った 。(図4-21参 照)

▲

●
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ANSIX.12規 格

(ASCX12)

ξ } TDI規 格
(UN-ECE)

EDIFACT(ISO/TC154)
EDIFACT規 格草案

(UNJointEDI:

ASCX12,UN-ECE)

鴫

▼

国 際 標 準

ビジネスプロトコル

NCITD:NationalCouncilonInternationalTradeDocurnentation

TDCC:TransportationDataCoordinatingCommittee

AIAG:AutomotiveIndastrialActionGroup

SITPRO、Si。plificati。,。fI,t。rnati。 、altrad,PROced、res

ASCX12:AccreditedStandardCommitteeX12

UNECEIUNE・ 。・。・i・C。 鵬si・ ・f・rEu「 ・P・

EDIFACT・ElectT・ni・ .hatal・t・rch・ ・g・F・ ・Ad・i・i・trati・ ・,』C
ommerceandTransport

図4-21EDIFACTの 誕 生 ま で
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4.3.21SO-EDlFACT規 格 の概 要

(1)デ ー タ処理 環 境

EDIFACTは,オ ンライ ン ・フ ァイ ル転 送 が可能 な ネ ッ トワー クを

前 提 に した,メ ッセ ー ジ ・フ ォー マ ッ トの 規 格 で あ る。、ネ ッ トワー ク ・

ツ ール と して は,OSI標 準 シ ス テ ムを念 頭 に お い てお り,FTAM上 に

展 開 す る こ と を想 定 して い る。 も ちろ ん,FTAMと 同 種 の機 能 を持 っ

た ネ ッ トワ ー ク ・サ ー ビスで あれ ば,ど れ で も適用 可 能 で あ る。

(2)EDIFACTで 定義 され た 規 格 の範 囲

EDIFACTで 定 義 され て い るの は,フ ォー マ ッ トに関 す る規 格 だ け

で あ る。 ネ ッ トワー ク ・シス テ ムにつ い ては,OSI標 準 シス テ ムを 適

用 す る こ とを前 提 に して お り,デ ー タ ・コー ド(デ ー タ ・エ レ メン ト)

と メ ッセ ー ジ全 体 の 意味 付 な どにつ い ては,関 連 規格(例 えば,国 連 貿

易 デ ー タエ レ メ ン ト集 な ど)を 適 用 す る こ とに な って い る 。 ま た,今 後,

不 足 してい る規 格 を順 次追 加 す る こと に な って い る。

(3)フ ォー マ ッ ト構 成

EDIFACTは,TDI規 格 をベ ー ス に し,.ANSI'X.12規 格 を吸

収 で き る よ うに機 能 拡 張 を行 った規 格 で あ る。 規 約 は,ジ ェ ネ リックな

シ ン タ ッ クス ・ル ー ル と して,ま とめ られ て い る。 この 規 約 に 従 って,

フ ォ ーマ ッ トを 組 み 立 て る と,図4-22の よ うな階 層 構 造 を持 った,

トラ ンザ クシ ョン ・セ ッ ト(図4-22で は機 能 グル ー プ に担 当)が 構

成 され る 。

この フ ォー マ ッ トは,可 変 長 形 式(デ ー タエ レメ ン トを含 め て)で あ

リ,区 切 り文 字 の 違 い な どを 除 け ば,基 本的 に は,ANSIX.12規 格

と同一 で あ る。ANSIX.12規 格 と大 きく違 う点は,複 合 デ ータ ・エ レ

メ ン トで あ る。 これ は,複 数 の デ ー タ値 に よ り構 成 され る デ ー タ ・エ レ

メ ン トで あ る。ANSIX.12規 格で は,単 一 デ ー タ ・エ レ メン トだ け

が 定義 され て い る。
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1接 続 は1つ 以上の交換を含む。接続のため

の設定、維持及び終了等に関する技術的プロ

トコルは、本規格には含まない。

●,

1交 換 1交 換
琴 換1,

,'

,'

,'

.'
φ

・.

,'

,'

,'

.'

,'

,..

.'

,'
'

.・
'

UNAUNBI・ 機能 グループ1又 はメッセージ UNZ ,

'び,■ ・

,,.'
σ

,.
■. ,■

,.,

,',.

.'
,,.
.'
"

,'・.'

,'

!1'

UNG川 メ・セージ メッセージ メ・セージIUNEI'

UNH1デ 」タセグメントデータセグどントデータセグメントUNT ●

TAG+単 一 データエ・メン ト1+ 複 合データエレメント 「

/＼
・一 ド:デ ー剰 データ値1

構 成 データ
エ レメン ト

: 構成 データ
エ レメン ト

データ1直 データ固

1交 換 は次 の もの を含 む:

-UNA
、使 用 す る場 合 は、サ ー ビス ス トリ ン

グ情 報

－UNB 、 交 換 ヘ ッ ダー

一使 用 す る場 合 は
、 機 能 グル ー プ また は メ ッ

セ ー ジの どち ら か1つ

－UNZ 、 交 換 トレ一一ラ

1機 能 グル ー プ は 次 の もの を含 む。

-UNG 、 機 能 グル ー プヘ ッ ダー

一 同 一 タイ プ の メ ッ七 一 ジ

ーUNE 、機 能 グ ル ー プ トレ ー ラ

1メ ッセ ー ジは 次 の もの を含 む。

-UNH 、 メ ッ セ ー ジヘ ッダ ー

ー デ ー タセ グ メ ン ト

ーUNT 、 メ ッセ ー ジ トレーーラ

1セ グ メ ン トは次 の もの を含 む。

-1つ の セ グ メ ン トタ グ

ー 単 一 デー タ エ レメ ン ト、 また は

一複 合 デー タエ レ メ ン ト、 また は適 用 可能 の

と きは、 そ の 両 方

1セ グメントタグは次のものを含む。

-1つ のセグメントコー ドおよび、もし明示

的指示の場合は、反復/ネ ス ト化値

1単 一ーデー タ エ レ メ ン トは 、1つ の デ ー タ エ

レ メ ン ト値 を持 つ 。

1複 合 デー タ エ レ メ ン トは 、 構 成 デー タエ レ

メ ン トを持 つ 。

1構 成 デー タ エ レ メ ン トは、 単 一 デー タエ レ

メ ン ト値 を持 つ。

&

UNA、UNB、UNZ、UNG、UNE、UNH及 びUNTは サ ー ビ スセ グ メ ン トで あ る。

図4-22交 換 の階層構 造
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4.3、31SO-EDlFACTに よ る国 際 デ ー タ交換

(1)交 換 方法

ISO-EDIFACTを 用 い た デ ー タ交換 は図4-23に 示す ように,

コ ンバ ー ジ ョンを前提 と して行 う。 例 えば,欧 州 と米 国 の 間 には,

TDI規 格 ← →ISO-EDIFACT← →ANSIX.12規 格 の よ うに コ

ソバ ー 之 ヨソを行 い なが ら交 換す る 。

この場 合,三 ソバ ー ジ ョンの 対象 とな る の は,フ ォー マ ッ トだ けで あ

り・デ 三 パ ゴ な どに つ い て は ・原 則 と して ・ ・ ソバ ー ジ ・ ソの対 象

四 ら・ゼい;'こ の 鄭 つ ・'て}ま・特 に 鰭 を 要す る・ デ ー タ ‥ ド(デ

ー タ ・エ レ メ ン ト)な ど につ い て は,別 途,国 際 統一 規 格 作 成 作 業 が進

めち れ て い る。

欧 .州

TDI

国際 データ交換

ISO-EDIFACT

米 国

SIX12

●

▲

4

図4_231Sd-EbIFAcTと 各 国 の標 準 規 格
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(2)国 内標 準 規 格 の 整 備

ISO-EDIFACTは,図4-23で 示 され る よ うに,各 国 に標 準 規

格 が存 在 す る こ とを前 提 に してい る。 そ して,各 国の 標 準 規格 とISO-

EDIFACTと の コ ンバ ー ターを作 成 す る こ とで,安 価 に国 際 デ ー タ交

換 を実 現 す る 。

我 が 国 で は,こ れ に対 応 す る規 格 は まだ 整 備 され て い な い。 例 えば ,

J手 順,全 銀 手順 な どを我 が 国 の統 一 規 格 と して用 い る こと も,不 可 能

では な いか も しれ な い。 しか しな が ら,J手 順 ,全 銀 手 順 な どの 固定 長

フ ォ ーマ ッ トとISO-EDIFACTの 階 層 型 可 変長 フ ォーーマ ッ トの間 で
,

コ ンバ ー ジ ョ ンが ス ム ー ズに実 行 で き る か ど うか は不 明 で あ る
。

本報 告書 の第1章 で は,製 造 業 界 向 け の新 フォー マ ッ トを提 案 した 。

この フ ォー マ ッ トは,完 全 な階 層構 造 に は な ってい な いが ,可 変 長 方 式

を採 用 してお り,ISO-EDIFACTと は,コ ンバ ー ジ ョ ンし易 い構 造

とな っ て い る。 我 々は,将 来 の 標 準 ビ ジ ネ ス プ ロ トコル は,国 際 規 格 と

の関 係が 重 要 だ と考 えて お り,ISO-EDIFACTと の コ ンバ ー ジ ョ ン

が 容 易 な こ とは,重 要 な性 質 だ と考 えて い る 。

いつ れ に して も,ISO-EDIFACTに よ る国際 協 調 を推 進 す る た め

に,国 内標 準 規 格 の 整 備 が急 務 で ある 。

.
■

事 ・

4.3.41SO-EDlFACTと 我 が 国 の役 割

我 が 国 は,こ れ まで,ISO-EDIFACTな どの 国際 規 格 の整 備 に,必

ず しも,能 動 的 に参 加 して きた とは,い えな い状 況で あ った。 しか しなが

ら,今 後 も従 来 路 線 の 延長 で よ いか と言 えば,当 然 ,そ うで は な い。

現 在 の世 界 を 構 成す る主 要 な要 素 が,日 本 ,米 国そ して欧 州 で あ る こ と

は,誰 もが 認 め る と ころで あ る。 そ こで,従 来 ,欧 米 で 行 って きた 作業 を,

今 後,日 米 欧 で 行 うべ きで あ る こ とは,当 然 の ことで あろ う。幸 い に も ,

ISO-EDIFACT規 格 に対 す る投 票 が行 わ れ たISO-TC154に つい て

一225一



は,我 が 国 も今 年 度(1988年4月)か ら,Pメ ンバ ー に な り,規 格 作成

に積 極 的 に参 加 す る こ とに な った。 こ うい う場 を 通 じて,ア ジアの 代 表 と

して,国 際 社 会 へ 貢 献 す る こ とが,今 後 の 我 が 国 の最 大 の課 題 で あ る。 当

然ISO-EDIFACTを,先 頭 に立 って 普 及促 進 させ な けれ ば な らな い こ

とは,明 らか で あ る 。

1

4
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4.40Sl標 準 通 信 シ ステ ム の動 向 ・

来 るべ き高 度 情 報 化 社 会 を実 現 す る ため に克 服 しな けれ ば な らな い重 要 な

課 題 の一 つ として,異 種 シ ス テ ム間 相互 接 続 の 問 題 が あ る こ とは 周知 の事 実

で あ る。 その 問 題 は,最 近 頻繁 に議 論 され てお り,そ の解 決 策 と して,ISO

(国 際 標 準 化 機 構)を 中 心 と して 標準 化 が 進 ん で い るOSI(開 放 型 シス テ

み間 相 互接 続)が 脚 光 を浴 び,そ の 実用 化 に向 け た 研究 開発 や 標 準 化 活動 が

世 界各 国 で活 発 に推 進 ざれ て い る。 揚.,

;;oslは ・,、1977年 か・ら標 準 化 が 開始 され,現 在 では,'.セ?ヨ ・ソ層以 下

の 規格制 定 が 基 本 的 な もの につ い て は既 に 完 了 して お り,上 位 層 に つ い て も

・,1988年 末 頃 ま で に・は,現 在 標 準化 作 業 中 の もの,例 えば プ レゼ ンテ ー シ

ョン層,応 用 層 共 通 要 素tLフ ァイィヒ転 送(FTAM);仮 想 端 末(VT・),メ ッ

セ ー ジ指 向型 テ1キ～～`ト交 換 シ み テム(MOTIS),事 務 文 書 交 換('0!DA/

:・、OI)il,F),OSI管 理 等 は,標 準化 が完 了 す る1と・ころ ま で来 て い る6

亘 ㍉しか しt,,これ らOSI標 準に準拠 し現 システムを開発す る際,使 用す る

OSIプ ロ トコルの組 合 せ の 決定,各 層 で 必要 と され る機 能 範 囲(ク ラス/

t・1・"レベ ノじゃ:オプ シ亭
、ゾ).の 選 択s・パ ラメ ー タ値 の 設 定 等,1各 実 装 者が 自由 に選

、;択 ・決 定 す る要 素が 多 く,存在 し;こ れ が 結 果 と して,実 装 老 毎 に ま ち まち と

な り,OSLに 準 拠 した シ ス テ 今:であ る に もか か わ らず,お 互 い に 相 互運 用

,・出来な い,ど い う問 題 が 生 じる場 合 が あ る 。,∵,一

、 ζの 相 互 運 用性 の 問題 を 解 決す べ ぐ;実 装 上 の 詳 細 な事 項 に つ い て 規定 す

t
tる 実 装 規 約,'♪あ るい{ま機 能 標 準 が 各 国 で 検討 されて お り・ 最 近・ISOで も

江SP:(国 際 標準7?Pi7.・ イル)、 と呼 ば れ る新 しい ドキ=tメ ン トを制 定 す る こ

とに な り,具 体 的 な検 討 が 進 め られ て い る。

本 稿 では,,L()SJ実 用メヒに 不可 欠 な実 装 規 約 に関 す る技 術 動 向 や,日 本 に

お け る実 装 規 約 開 発 の 中 心 的 組織 で あ るINTAPの 活動な どにつ いて 紹介 す

る。 、
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4.4.1実 装規約の概念 と必要性

OSI標 準 は,膨 大 な仕様を含み,適 用 され るシステムや,使 用環境 の

多用性 に対応す るために多 くの機能選択の 自由度 を実装者 に与 えている。

OSI標 準 を適 用 し開発 され るシステムは,標 準全体の全 ての機能 を実装

す ることは現実 的でな く,そ の システムの用途や 能力に応 じてOSI標 準

の一部 を実装す るこ とが通常 である。 この よ うに,OSI標 準の一部を抜

き出す ことを 「サ ブセ ッ ト化」 と呼ぶが,OSI準 拠 システ ム間の相互接

続性 を確保す るた めには,使 用す る各層 毎のOSI標 準 を選択 し,そ の サ

ブセ ッ ト化を行 い,さ らに実装上必要 な詳細 事項について取 り決 めること

な どが必要であ る。これ ら一連の情報 の集 ま りを 「実装 規約」 と呼ぶ6意

味 あいは若干異 なるが,同 様の言葉 として 「機 能標準(フ ァソクシ ョナル

ス タソダー ド)」 や 「プロフ ィル」が用 い られ る場 合 も多 い。

実装規約や機 能標準 等はいつれ も,OSI準 拠の異種 システ ムの相互運

用性(lnteroperability)の 確立をよ り円滑 に実現 し,又,OsI標 準

の実 システムへ の適用 を促進 す るための もので もある。

実装規約は,図4-24に 示 す ように通信 目的や特定 の機能毎 に各層 の

機能選 択要素 の中の必 要な部分を切 り出 し,複 数 層におけ る基本標準(注1)

の組合 せを決定 し,共 通的 な実装 のための仕様 を規定す る。'・ ㎡

この ように,実 装規約は基本標 準の規定 に,詳 細規定 を加 えるもめで あ

り,基 本標準 自体 を変更す るものではない。また,実 装規約 が規定す るの

は,各 システ ムが相互接続 のために実装 しなけれ ばならない事項 につい て

のみ であ り,各 システ ムの実現方法 につ いての自由度を 制限す るもので も

ない。

実装 規約 によ って得 られる効果 を整理す る;と,以 下 のよ うになる。

＼

4

(注1)本 稿 では,「OSIに よる異種 システ ム間相互接続 を実現す るために使用 され,

実 装規 約のベ ースとな るISO等 の規格/規 格案等」を基本標準 と定義 する。
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,

・ 実際の シス テムに実 装す る各種基本標準 の使い方 を一意 に規定す るこ

とによ り,実 装上 の混乱や迷 いをな くし,他 システム との相互運用が保

証で きる。

・ システ ムの適合性試 験や相互運用性確認の際の根拠資料 が得 られる。

・ 基 本標準 が確定 していない場合でも(た とえば,ド ラフ ト階段),先

行 して実装規約 を作成す る ことにより,相 互運用性 を持つ システムの構

築が可能 となる。

・ 標準 として規 定すべき項 目には該当 しないが,実 際の システ ムを作 る

上で必要 とな る事項を付 帯情 報 として明確化でき る。

・ 各種基本標準の利用方法の解説 によ り,基 本標準を理解す る上での助

け となる。
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ぼ

・

応用層7

プ レゼ ンテ ー シ ョン 層6

セ シ ョ ン層5

トラ ン ス ポ ー ト層4

ネ ッ トワ ー ク層3

デー タリンク層2

物理層1

OSI基 本 参照 モデル

・プ ロ トコル/サ

ー ビス

ク ラ ス/レ ベ ル

オ プ シ ョン

パ ラメタの選択

・パ ラメタ長/値

・の薄囲を規定

ゲLト ウェイ実 装規 約

上位層実装規約

FTAM

MOTIS

OSI管 理

トランザクシ ョ'

な ど

下位層実装規約

バケッ ト網

回線交換網

LAN

など

[ 基本標準
ゲー トウェイ

共通実装規約

ア ドレス体系

名称 体系

コー ド系

戸

図4r.25.実 装 規 約 の 構 成
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4.4.21NTAPに お け る実装 規 約 の開発 状 況

(財)情 報 処 理 相 互 運 用技 術 協 会(InteroperabilityTechnology

AssociationforInformationProcessing,Japan:略 称INrAP)

は,昭 和60年12月18日 に 設 立 され,情 報 処 理 にお け る相 互 運 用技 術

に関 して,研 究 開 発,調 査 研 究,普 及啓 発 な どを 行 う こと に よ り,情 報 処

理 技 術 の 進 展 及 び情 報 処 理 の 振 興 を図 り,情 報 化 社 会 の 健全 な 発 展 に寄 与

す る ど共 に,わ が 国 の 産 業,経 済 の 発展 及び 国際 社 会 へ の 貢 献 に資 す る こ

とを 目的 と し活 動 を 推 進 し て い る。

INTAPに お け る実 装 規 約 の 開発 は,通 商 産 業 省 工 業 技 術 院 の大 型 プ ロ

ジ ェ ク ト 「電 子 計 算 機 相 互 運 用 デ ー タベ ー ス シス テ ム」 の 研 究 開発 の 一 環

として 実 施 され て い る 。

INTAPに は 各 種 の 委 員 会 が あ り,各 種実 装 規 約 の 開発 は 規約 技術 委 員

会傘 下 の 各専 門 委 員 会/WGに て,図4-26の 作 業 計画 に 沿 って推 進 さ

れ て い る。現 在 ま で,表4-8に 示 す 実 装 規 約 書 の大半 の ものが 暫 定版 と

して で き あが って い る が,昭 和63年 度 末 に 向 け て,OSI標 準 の レベ ル

ア ップに伴 う修 正 ・追 加 や 新 規 プ ロ フ ィルの 追 加 な ど継 続 的 な実 装 規約 化

作 業 が予 定 され て い る 。

61年 度 62年 度63年 度

実装規約開発作業 修正 ・追加 ・拡張

○ ○
暫定版 築1版

実証 ・評価 システムの検討/構 築

相互接続試験

前期

実証 ・評価
△

図4-261NTAP作 業 計 画(63年 度 まで)
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1

表4-81NTAP実 装規約書(暫 定版)一 覧表

実 装 規 約 書

ア ドレス体 系

各称体系

FTAM

MOTIS

分 散DB(RDA)

マ ルチ メデ ィア(ODA/ODIF)

トランザクシ ョン処理

OSI管 理

デ ィレク トリ

下位層(広 域網)

下 位層(LAN)

実装規約書

案装規約書

案装規約書

案装規約書

案装規約書

案装規約書

実装規約書

実装規約書

案装規約書

実装規約書

案装規約書

暫 定 版

62/9末

63/3末

62/6末

62/6末

62/9末

62/9末

(検 討 中)

63/9末

63/9末

62/9末

62/9末

備考:実 装規約書暫定版は,63年 度に実証 ・評価を行った後確定される

予定である。

β

、

略 語:FTAMFileTransfer,AccessandManagement

MOTISMessageOrientedTexistInterchang

System

RDARemoteDatabaseAccess

ODA/ODIF… …OffieeDocumentArchtecture/イ)ffice

DocumentInterchange.Formats
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尚,INTAPは,実 装規約開発に際 して,以 下 の方針 を設 定 している。

(1)可 能 な限 り,既 存の国際規格や規格 案をべ'ス に相互運用性 を保証す

る為 に必要 な実装規約 の開発 を行 う。 〉

② 国際接続の観点 か ら,海 外 の標準化 及び,実 装規約作成動 向を十分 に

考慮 して実装規約の開発 を行 う。 、

(3)研 究開発 として重要 かっ,必 要 なものは,標 準化 に先行 して実装規約

を作成 し,相 互運 用性の実証,評 価を行 うことがある。.:

(1)相 互運用性 の実証 ・評価

INTAPで は,昭 和6'3年 度に実装規約書('暫 定版)に 準拠 したモデ

・レ ・治 テ ムを礫 し・ そ の相 互運 鵬 を実 証 ・柵 す る予 定 で あ る ・

モ デ ル:・'シス テ ムで は;広 域 網 と して 既 存 の パ ケ ッ ト交 換 網,LANと

してIEEE
.802・4!』 ニケ ソバ スLANを 使 用 す る。.こ.O基 本 ネ ッ トワ

ー ク上 に次 の4種 類 のOSI第7層 機 能 を実 装 し,相 互 接 続 実 験 を行 う。

相 互 接 続 実 験 の全 体 シ ステ ム構 成 を,'図4二'27に 示 す 。'

① フ ァイル 転 送(FTAM)

② ・メ ッセ.一 ジ指 向型 テ キ ス ド交換 シス テ ム(MOTIS)・

③ 分 散 デ ー タベ ー ス(RDA)・

④ マル チ メ デ ィア文 書 交換(ODA/ODIF)

尚;相 互接 続 試 験eこは,プ ロ トコノレ試験 検 証 シズテ ム(PVS)を 使

用 す る こ とiこな って い る。 プ ロ トコル試 験 検 証 ジス テ ムは,異 種 シス テ

ム間 の 相互 運 用性 を確 保 す るた め に不 可 欠 な コ ソ プ,オニ マ ソス試 験 技 術

に関 す る研 究 開発 で あり ・大 型 プ ロジ.エク ト1の重 要 テ ー マ と して進 め ら

れ て い るo-一 、 、

② コ ソフ ォ ー マ ソス試 験

実 装 規 約 の 開発 と同様 に,情 報 シ ス テ ムや情 報 処 理機 器 の 相 互運 用 性

を 確 保 す るた め の必 須 の技 術 と して,コ ソフ ォーマ ソス試 験(規 格 適 合

性試 験)技 術 が あ る。
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P

あ るOSI準 拠 シス テ ムが,実 際 に他 のOSI準 拠 シス テ ム と接 続 し

よ う と した 時,実 装 時 の バ グや,OSI標 準 やそ の プ ロフ ィル に対 す る

解 釈 の違 い な どか ら相 互 接続 で きない ケ ー スが あ り,そ れ を放 置 してお

く と混 乱 が 生 じるた め,そ れ らのOSI準 拠 シス テ ムが,OSI標 準 に

正 し く準 拠 して動 作 す る こ とを統 一 的 に 確 保 す る こ と(OSI規 格 原 器

との 照 合)が 必 要 で あ る。 これ を コ ソフ ォ ーマ ソス試 験 とい う。

INTAPで は,OSI準 拠 製 品がOSIプ ロ トコル に正確 に 準拠 して

動 作 す るか 否 か の適 合 性 を検 証 す る こ と に よ り,情 報 処 理 の 相 互接 続 性

の 確i立 を促 進 す る こ とを 目的 と して,昭 和62年 度 に,「OSI試 験 検

証 セ ン ター」 を設 置 した 。

現 在,セ ンタ ー内 に,学 識 経 験 者 や 通 信 専 門家 な どで 構成 され る試 験

検 証 委 員 会 と関 連 専 門委 員会 な どを設 置 し,昭 和63年 度 末 の 試験 検 証

サ ー ビス開 始 を 目標 に,試 験 検証 の 考 え方,コ ソフ ォ ーマ ソス試験 範 囲,

テ ス トシナ リオの 開発,コ ソ フ ォー マ ソス試 験 シス テ ムの設 計/構 築 等

に関 して,精 力的 に検 討 を進 めて い る。 もち ろん,こ れ らの セ ン ターの

委 員 会 の検 討 は,ISO/TC97/SC21の コソフ ォー マ ソス試 験 の フ

レ ー ム ワー クの考 え方 に従 って い る。

INTAPが 行 う コ ソフ ォ ーマ ンス試 験 の 内容,ス ケ ジ ュー ルは,概 略

以 下 の とお り。

① 試 験 検 証 の 内容

INTAPが 行 う試 験 検証 は,OSI標 準 として定 め られ て い る プ ロ

トコルの 内,原 則 と してINTAPの 実 装 規 約 が 作成 され て い る もの を

対 象 とす る 。現 在,OSI試 験 検 証 セ ン ターで 開発 中 の コ ソフ ォー マ

ソス試 験 シス テ ムは,OS17層 モ デル の各 層毎 の 検証 と,応 用 層 の 各

機 能 毎 の検 証 が 可能 とな る よ う設 計 され てい る。 当面,層 毎 の検証 は,

トラ ンス ポ ー ト層 と セ シ ・ソ層 を,応 用 層 の機 能 毎 の検 証 は,FTAM

とMOTISが 計 画 され て い る。広 域 網 接 続 の うち,パ ケ ッ ト交 換網 の
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大型

ホ ス ト

PVS

OSI

広 域期

1
已

……… プロ トコル試験検証 システム

中型

ホス ト

ロー カル

T

高速高機能 ネ ッ トワー ク(LAN)

実 証 評 価 機 能 項 目

接 続 形 態 ANYTOANY SOMETOSOME

1 広域側 分散DB マルチメデ ィア

(ホ ス トー ホ ス ト) FTAM

MOTIS

2 LAN側 FTAM

(LAN内WS-LAN内WS) マルチメディア

3 LAN側 な し FTAM

(広 域 側ホ ス トーLAN内WS) 分散DB

(備 考1)ANYTOANY:不 特 定な組合せでの相互接続を実証

SOMETOSOME:特 定 な組合 せでの相互接 続を実証

図4-27相 互接続実験の全体 シス テム構成 図
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場 合 は,物 理,デ ー タ リン ク,ネ ッ トワ ー クの各 層 は,日 本 国 内で は

相 互 接 続 技 術 が 確 立 して い るので 試 験 検 証 の対 象 とはせ ず ,そ の他 の

広 域 網 の 場 合 や ロ ー カル エ リアネ ッ トワー ク(LAN)に つ い て は ,

下 位 層(1～3層)も 検証 の対 象 とす る方 向で あ る。

②OSI試 験 検 証 セ ンタ ーの スケ ジ ュール

●

62年 度

63年 度

64年 度

OSI試 験検証 セ ンター発足,準 備 開始

年 度末に試験検証サー ビスを開始

当面の試験対象:FTAM

MOTIS

セシ ョン層

トラソスポLト 層

LANや 他の アプ リケー シ ョンについては,63年 度以

降に標準化動向 も考慮 しっつ随時実 施の予定

1

4.4.3実 装 規 約 の 国 際 調 整

日本 で は,INTAPが 実 装 規 約 の 開発 を行 って い るの と同時 に ,欧 州

及 び 米 国 で も活 発 にOSIの 推 進 活動 が 展 開 され て い る 。

欧 州 で は,1983年 に欧 州 の12メ ー カーがOSIの 機 能 標 準 の 開 発 を 目

的 にrSPAG(StandardsPrbmotionandApplicatioriGroup)

を設 立 し,GUS(GuidetotheUseofStandards)と 呼 ば れ る機

能 標 準 を 開発 してお り,現 在 まで にV3.0ま で を開発 し公 開 している。 欧

州の 標 準 化組 織 で あ るCEN/CENELEC/CEP'isは ,GUSを ベ ース

に 欧 州 標 準 規 格(EN:EuropeanStandard)の 制定作業 を行 ってお り
,

現 在 ま でMHSやLANを 含 む10種 余 りの 欧 州準 標 準 規 格(ENV:Eur-

opeanPrestandard)の 作 成 を完 了 して い る 。ENVは ,約3年 で問 題

が なけ れ ぼ,ENに な る 。EC委 員会 は,こ のEN/ENVを 政 府 調達 条

件 と し て指導 し て い る。
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米 国 で は,NBS(米 国 商 務 省 国家 標 準 局)が1983年1月 か ら,

OSI利 用者 の た めの ワー クシ ョップ(NBSWorkshopforImple-

mentersofOSI)を 設 置 し,米 国版 実 装 規 約(Implementaion

AgreementsforOpenSystemsInterconnectionProtocols)

を開 発 して い る。 又,NBSで は,ワ ー ク シ ョッ プで の ア グ リー メ ン トを

ベ ー スに して,GOSIP(GovermentOSIProcurement)と 呼 ばれ

るOSIの 政 府 調 達 基 準 の作 成 も行 って い る 。

米 国 のOSIを 推 進 して い る民 間 団体 と し て,コ ソフ ォー マ ソス試験 を

中 心 に活動 して い るCOSや,OSIを ベ ー スにFA用,OA用 の実 装規

約 をLANを 対 象 と して開発 して いるMAP/TOPが あ る。

日本 で も,1985年11月 にOSI推 進 協 議 会(POSI)と 呼 ば れ

る民 間 レベル のOSI推 進 組 織 が設 立 され,OSI推 進 に 関す る欧米 との

調 整 作 業 を 中 心 に 積 極 的 な活 動 を展 開 し てい る 。

以 上 のOSI推 進 活 動 の 結 果,欧 米及 び 日本 で 実装 規 約 が形 を整 えて来

る と国際 接 続 性確 保 の た め,各 地 域 の 実 装 規 約 を調 整 す る こ とが 重要 課 題

とな って きた 。1986年10月 にOSIを 推 進 して い る 民 間4団 体,

SPAG(欧),POSI(日),COS(米),MAP/TOP(米)は,

ISO執 行 委 員 会 と合 同会 議 を持 ち,ISOに 対 して実 装 規約 を早 期 に 国

際標 準 的 な もの と して制 定 す る よ う要請 した 結 果,ISOのTC97に 機

能標 準 化 特 別 部 会 が 設 置 され,審 議 の 結 果,国 際 標 準 プ ロフ ィル(ISP

:InternationalStandardizedProfile)を 制 定 して行 くこ とが決

定 され た。 ・

上記 の民 間4団 体 を ブ イー ダ と呼 び,そ の 定 期 会 合 を ブ イー ダ ーズ フ ォ

ーラ ム と呼 ぶ が ,そ の フ ィー ダー ズ フ ォ ー ラムで,ISP原 案 を提 案す る

た め に は十 分 オ ー プ ンな場 で審 議 され,国 際 的 に調 整 され た もの とい う条

件 を 満 たす た めの 方 法 に つ い て議 論 され て い る 。現 在 の とこ ろ,世 界 の3

地域 に リー ジ ョナ ル ワー ク シ ョ ップを設 置 し公 開 審 議 の場 とす る ことが 合
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意 され,日 本に アジア ・大洋 州 ワー クシ ョップをINTAPが 事務局 として

設置す ることにな った。

今 後,国 内での実装規約 の開発だけでな く,以 上述べた国際接 続の観 点

での実装規約 の国際 調整 を どの様 に円滑 に進 めるかが大 きな課 題 となろ う。

一

一239一





φ

ー

.
-

.亀

ー

、

内

発行所

印刷所

禁無断転載

昭和63年3月 発行

財団法人 日本 情 報処 理 開 発 協 会

東京都港区芝公園3丁 目5番8号

機 械 振 興 会 館 内

Tel(434)8211(代 表)

株 式 会 社 タ ケ ミ 印 刷

東京都千代 田区神田司町2-16

Tel(254)5840(代 表)

62-1001

」





、




